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序  文 

 

 
日本国政府は、カンボジア王国政府の要請に基づき、同国のコンポンチャム州飲料水供給計画にかか

る基本設計調査を行うことを決定し、独立行政法人国際協力機構がこの調査を実施しました。 

 

当機構は、平成１６年１０月３日から平成１６年１０月３１日まで基本設計調査団を現地に派遣しま

した。 

 

調査団は、カンボジア王国政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域における現地調査を実施

しました。帰国後の国内作業の後、平成１７年１月３１日から平成１７年２月１０日まで実施された

基本設計概要書案の現地説明を経て、ここに本報告書の完成の運びとなりました。 

 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立つことを願う

ものです。 

 

終わりに、調査にご協力とご支援をいただいきました関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

 

平成１７年２月 

 

独立行政法人国際協力機構 

理事     小島 誠二 

 



 

 

 

伝達状 

 

 
今般、カンボジア王国におけるコンポンチャム州飲料水供給計画基本設計調査が終了いたしました

ので、ここに 終報告書を提出いたします。 

 

本調査は、貴機構との契約に基づき弊社が、平成１６年９月より平成１７年２月までの５ヶ月にわ

たり実施いたしてまいりました。今回の調査に際しましては、カンボジア王国の現状を十分に踏まえ、

本計画の妥当性を検証するとともに、日本の無償資金協力の枠組みに も適した計画の策定に努めて

まいりました。 

 

つきましては、本計画の推進に向けて、本報告書が活用されることを切望いたします。 

 

     平成１７年２月 

 

     国際航業株式会社 

     カンボジア王国 

     コンポンチャム州飲料水供給計画基本設計調査団 

     業務主任  石田 智 
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写  真 
〔対象サイトの既存給水施設の現状〕 

 

 

 

 

 

【写真 1】 

既存の手掘り井戸。滑車式にするなど

工夫して利用している。地下水位は概

ね 10 メートル以内と浅く、井戸の周囲

にはプラットフォームがないため汚水

が流入し、井戸水は大腸菌などに汚染

されている。 

【写真 2】 

既存の手掘り井戸の状況。地面を掘っ

て多量の土砂が入り込まないように木

枠をつけただけの構造である。水は濁

り汚染されているが、このような手掘

り井戸が一般的な既存給水施設であ

る。 

【写真 3】 

浅井戸用ハンドポンプの状況。このハ

ンドポンプは No.6 と呼ばれる吸い込

み式のハンドポンプである。対象地域

においては、このタイプのハンドポン

プは少ない。 



 

 

〔対象サイト周辺の道路状況〕 

 

 

 

 

 

【写真 4】 

首都プノンペンからコンポンチャム市

を通り、本プロジェクト対象地域のコ

ンポンチャム州東部へ至る国道 7 号

線。近年全面舗装が完成したばかりで

あり、コンポンチャム州東部へのアク

セスは格段に容易になった。 

【写真 5】 

国道７号線から村落に入る支線道路。

地表部は粘性土（ラテライト）が広く

分布している。 

【写真 6】 

村落を結ぶ道路の状況。雨季には、ぬ

かるんだ状態となるため、通行は困難

となる。カンボジアの雨季は 5－10 月

である。 



 

 

〔類似案件の状況〕 

 

 

 

 

 

【写真 7】 

コンポンスプー州における UNICEF 

Seth Koma プロジェクトの井戸掘削状

況。UNICEF が 1983 年から 2002 年ま

でにカンボジア全土で実施した井戸の

建設は 14,692 本におよび、同国での村

落給水プロジェクトの大きな柱となっ

ている。UNICEF が供与した井戸掘削

機を使用して DRWS が工事を実施し

ている。 

【写真 8】 

コンポンスプー州での UNICEF Seth 

Koma プロジェクト、井戸プラットフ

ォーム建設の状況。近年の給水プロジ

ェクトにおけるハンドポンプは

Afridev タイプが主流である。Afridev

タイプは耐久性があり、維持管理とス

ペアパーツの入手が容易である。本プ

ロジェクトにおいても Afridev タイプ

を採用する計画である。 

【写真 9】 

Social Fund プロジェクトによって対象

地域に建設されたハンドポンプ給水施

設。ハンドポンプが故障し、修理され

ないまま放置され、 終的には撤去さ

れた。安全な飲料水を持続的に供給す

るためには、維持管理体制の整備が重

要な課題である。 



 

 

 

 

 

 

 

 

【写真 10】 

「 中 部 地 下 水 開 発 計 画 調 査 」

（2000-2002）のパイロットプロジェク

トとして対象地域に建設されたハンド

ポンプ付深井戸給水施設。現在まで故

障せずに使用されている。パイロット

プロジェクトにおいて、住民にスペア

パーツと修理用工具を供与のうえ、維

持管理トレーニングを行ったため、故

障したハンドポンプを住民自身が自主

的に修理した給水施設もある。 

 

【写真 11】 

無償資金協力「プノンペン市周辺村落

給水計画」（2002-2005）により建設さ

れたハンドポンプ給水施設。住民によ

り柵が設置された。 

【写真 12】 

無償資金協力「プノンペン市周辺村落

給水計画」（2002-2005）により供与さ

れた井戸掘削機。本プロジェクトでは

これらの供与済み井戸掘削機、支援車

両等を活用して井戸掘削を行う計画で

ある。 



 

 

〔現地の生活状況〕 

 

 

 

 

 

 

【写真 13】 

農村部の状況。多くが高床式住居であ

る。荷物の輸送や農作業には水牛など

の家畜が利用されることが多い。 

【写真 14】 

伝統的に使用されている水がめ。屋根

から雨樋で雨水を水がめに集めて利用

している。対象地域の農村部では、ハ

ンドポンプ井戸を除けば雨水が も良

好な水源となるが、乾季には利用でき

ない。 

【写真 15】 

一般的に、村にはこのような雑貨店が

あり、洗剤、調味料、タバコなどを販

売しており、住民は少量単位で購入し

ている。 

 



 

 

〔現地調査実施状況〕 

 

 

 

 

【写真 16】 

調査対象 144 村落において、現場簡易

水質分析を実施した。手掘り井戸の大

半から一般細菌や大腸菌が検出され、

安全な飲料水の必要性が確認された。

【写真 17】 

村落における社会経済調査の実施状

況。各村落の人口、世帯数、既存給水

施設、家計の収入、維持管理費の支払

意志の確認などについて調査を行っ

た。 
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要  約 

- 1 - 

要  約 
 

カンボジア王国（以下「カ」国と略す）はインドシナ半島の南西部に位置し、国土面積 18.1 万 km2、

総人口 13.5 百万人、1 人当たりの国民総生産（GDP）は 291 ドル（2002 年計画省）で、東南アジアに

おける 貧国の一つに数えられている。 

「カ」国では 1970 年から 20 年に及ぶ内戦の影響による地方組織の弱体化、農村基盤施設の荒廃等

により、人口の約 85%が住む農村部での安全な飲料水の供給が大幅に不足している。農村部での安全

な飲料水の供給率は低いレベルにとどまっており、特に乾期には不衛生な溜まり水を利用することか

ら、水因性疾患の罹患率が高い。このような状況から、上位計画である「地方給水･衛生セクター投資

計画 2003-2012」においては 2002 年に 24％であった農村部における給水率を 2012 年には 45％とする

ことを目標として掲げており、地方開発省は本プロジェクトの実施機関となる地方給水局を中心とし

て、UNICEF 等の国際機関、各国ドナー、NGO の協力のもと、農村部における安全な水の供給計画を

推進している。 

コンポンチャム州の調査対象地域においては、2000 年～2002 年に日本国政府により実施された「中

部地下水開発計画調査」以降、コンポンチャム市周辺および国道 7 号線などの幹線道路沿いに他ドナ

ーの援助プログラムにより新規ハンドポンプ井戸給水施設が建設され、給水状況が改善された村落が

一部にあるものの、メモット郡などコンポンチャム市から遠い地域および幹線道路から離れた地域に

おいては、開発調査時からの給水状況の改善は見られず、依然として安全な水の困窮度は高い。調査

対象地域においては、手掘りの浅井戸、川、池などが主な水源であるが、これらの水源は大腸菌など

により汚染されているにもかかわらず飲料水として利用されていることから、下痢やチフスなどの水

因性疾患が蔓延している。このため、調査対象地域における給水状況の改善は急務の課題である。 

これまでに日本国政府は「カ」国要請を受け、開発調査「南部地下水開発計画調査（2001 年）」お

よび「中部地下水開発計画調査（2002 年）」を実施している。また、開発調査の結果を踏まえ、プノ

ンペン市周辺地域については、2002 年より無償資金協力「プノンペン市周辺村落給水計画（12.26 億円）」

による井戸掘削機材調達およびハンドポンプ付深井戸給水施設建設を実施した。しかしながら、農村

部における給水施設建設の必要性は依然として高いことから、上記計画に引き続き、「カ」国政府は、

南部・中部地域の４州（コンポンチャム州、カンダル州、コンポンスプー州およびタケオ州）を対象

とした給水計画の実施を目的として、我が国に無償資金協力を要請した。 

「カ」国政府が 2002 年 4 月に提出した要請の内容は以下のとおりである。 

 上記 4 州の 256 村落を対象とした 1,036 箇所のハンドポンプ付深井戸給水施設建設 

 リグを含む井戸掘削用機材および維持管理用機材の調達 

 給水施設の運営維持管理に係るソフトコンポーネント 

 OJT による井戸掘削に係る技術支援 

この要請に対し、日本国政府は 2003 年 10 月に予備調査団を派遣して要請内容の確認を行うととも

に、「カ」国側が要請 4 州の中でコンポンチャム州を 優先対象州としていることを確認した。 
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予備調査の結果を踏まえて、日本国政府は基本設計調査を実施することを決定し、独立行政法人国

際協力機構（JICA）は、案件実施の妥当性や効果を調査し、適切な計画を立てるために、2004 年 10

月 3 日から同年 10 月 31 日まで基本設計調査団を「カ」国に派遣した。調査団は実施機関と協議し、

要請内容を以下のとおり確認した。 

 コンポンチャム州 142 村落を対象とした 562 箇所のハンドポンプ付深井戸給水施設建設 

 リグを含む井戸掘削用機材、調査試験用機材および維持管理用機材の調達 

 給水施設の運営維持管理に係るソフトコンポーネント 

 OJT による井戸掘削に係る技術支援 

また、限られた無償資金の効率的な活用を図るために、井戸掘削リグの新規調達は行わない、実施

機関の保有する機材を可能な限り活用する、自然条件および社会経済条件による実施対象村落選定の

基準を設けて対象村落の絞込みを行うなど、日本側の基本方針を説明し「カ」国側の理解を得た。 

その後、日本国内において調査結果の解析・検討を行ない、基本設計概要書を作成し、その説明・

協議のため、2005 年 1 月 31 日から同年 2 月 10 日まで基本設計概要説明調査団を JICA は派遣した。 

本プロジェクトの上位目標は対象地域住民の生活環境の向上であり、また、プロジェクト目標は対

象地域における安全で安定した水の給水率の向上である。本無償資金協力は、安全で安定した水の供

給が可能な深井戸給水施設を建設することにより、プロジェクト目標および上位目標の達成に資する

ものである。当初要請内容と基本設計（ 適案）の比較は以下のとおりである。 

 

当初要請内容と 適案の比較 

 当初要請 (2002.04)－(1) 修正要請 (2004.10)－(2) 本計画案 

施 
設 

• 4 州（コンポンチャム州、カ

ンダル州、コンポンスプー州

及びタケオ州）の 256 村落を

対象とした 1,036 箇所のハン

ドポンプ付深井戸給水施設

の建設 

• コンポンチャム州の 142 村

落を対象とした 562 箇所の

ハンドポンプ付深井戸給水

施設の建設 

• コンポンチャム州の 115 村

落を対象とした 380 箇所の

ハンドポンプ付深井戸給水

施設の建設 

機 

材 

• 井戸掘削機材及び調査試験

用機材を含む井戸掘削用機

材の調達 

• 維持管理用機材の調達 

• 井戸掘削機材及び調査試験

用機材を含む井戸掘削用機

材の調達 

• 維持管理用機材の調達 

• 井戸掘削に係る調査試験用

機材の調達 

 

• 維持管理用機材の調達 

技 

術 

支 

援 

• 給水施設の持続的運営維持

管理に係るソフトコンポー

ネント 

• 井戸掘削に係る技術支援 

 

• 給水施設の持続的運営維持

管理に係るソフトコンポー

ネント 

• 井戸掘削に係る技術支援 

• 給水施設の持続的運営維持

管理に係るソフトコンポー

ネント 

• 井戸掘削に係る技術支援 

 

また、基本設計における施設建設の概略と主要な機材内容を以下に示す。 
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施設建設の概略 

工種 主な仕様 数量 

井戸 4”PVC スクリーンケーシング、深さ：25～80m 380 箇所

盛土  380 箇所

プラットフォーム・排水溝 鉄筋コンクリート 380 箇所

ハンドポンプ Afridev タイプ 380 箇所

鉄分除去装置 ステンレス製可搬式装置 27 箇所

衛生啓蒙用看板  380 箇所

 

 

調達機材の概要 

区分 機材名 数量 

孔内検層用機材 1 セット 

井戸洗浄用機材 1 セット 

揚水試験用機材 1 セット 

水質分析用機材 1 セット 

クレーン付トラック 2 台 

調査試験用

機材 

ピックアップ（調査試験用） 2 台 

ピックアップ（維持管理用） 1 台 

モーターバイク 4 台 

ビデオセット 1 セット 

プロジェクターセット 1 セット 

維持管理用

機材 

コンピューターセット 1 セット 
 

本計画は、無償資金協力による 2 期分けで実施され、概算事業費は 8.82 億円（無償資金協力 8.68 億

円、「カ」国側負担 0.14 億円）と見積もられる。また、必要作業工期は、実施設計 11.5 ヶ月、施設建

設 25.5 ヶ月、機材調達 3.0 ヶ月およびソフトコンポーネント 25.0 ヶ月を見込む。 

本無償資金協力により、対象 115 村落にハンドポンプ付深井戸給水施設が建設され、計画対象人口

約 108,400 人に安全な飲料水が供給されることにより、水因性疾患の発症率が低下する。また、対象

115 村落の安全な水の給水率が 9.5%から 82.3％に改善され、上位計画であるカンボジア・ミレニアム

開発計画（CMDGs）、第 2 次社会経済開発 5 カ年計画（SEDP-Ⅱ）、地方給水･衛生セクター投資計画

2003-2012（SIP）等の目標達成に貢献できる。また、本プロジェクトのソフトコンポーネントにより、

実施機関の運営維持管理支援体制が強化されるとともに、対象 115 村落に村落開発委員会が、380 箇所

の給水施設に水・衛生利用者組合が形成され、村落レベルでの住民による自主的運営維持管理が可能

となり、実施機関と住民の役割分担による給水施設の持続的運営維持管理が可能となる。さらに、本

プロジェクトで調達する井戸掘削に係る調査試験機材による技術支援を行うことにより、実施機関の

井戸掘削技術が向上する。 
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プロジェクトの効果が持続的に発現するためには、以下の 2 点の課題について実施機関が主体的に

取り組んでいくことが重要である。 

 給水施設維持管理に係る包括的支援活動の継続 

給水施設が将来にわたって持続的に維持管理されるためには、村落レベルの自主的な維持管

理活動を行政機関が継続的に支援していく必要がある。実施機関は村落レベルの維持管理活動

および郡地方開発事務所（DOD）・コンポンチャム州地方開発局（PDRD）による支援活動を

包括的に把握し、必要に応じて助言・指導を行っていく必要がある。 

 井戸掘削技術の民間部門への普及 

国家給水衛生政策に民間部門の給水セクターへの参加促進が掲げられているように、将来的

には、井戸掘削工事において民間部門の果たす役割が大きくなる。このため、実施機関が本プ

ロジェクトにより整備された調査試験用機材を活用し、民間部門に対して井戸掘削技術を普

及・指導することにより、「カ」国全体の井戸掘削技術の向上を図っていくことが重要である。 
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第１章 プロジェクトの背景・経緯 

１-１ 当該セクターの現状と課題 

１-１-１ 現状と課題 

カンボジア国（以下「カ」国と略す）（人口 1,344.1 万人、面積 18.1 万 km2、1 人当たりの GDP260

ドル）では、農村部における給水率が 23％と低く、特に乾期には不衛生な溜まり水を利用することか

ら、水因性疾患の罹患率が高い。地方開発省ではこの様な問題の解消を図り、2012 年には給水率を 45％

へと向上させるため、本計画の実施機関となる地方給水局を中心に、UNICEF 等の国際機関、各国ド

ナー、NGO の協力のもと、農村部における安全な水の供給計画を推進している。 

調査対象地域のコンポンチャム州東部 5 郡においては、2000 年～2002 年に我が国により実施された

「中部地下水開発計画調査」（以下、開発調査と略す）以降、州都コンポンチャム周辺および国道 7

号線などの幹線道路沿いに Social Fund、 SEILA プログラムなどにより新規ハンドポンプ井戸給水施設

が建設され、給水状況が改善された村落が一部にあるものの、メモット郡など州都コンポンチャムか

ら遠い地域および幹線道路から離れた地域においては、開発調査時からの給水状況の改善は見られず、

依然として安全な水の困窮度は高い。調査対象地域においては、手掘りの浅井戸、川、池などが主な

水源であるが、これらの水源は大腸菌などにより汚染されているにもかかわらず飲料水として利用さ

れていることから、下痢やチフスなどの水因性疾患が蔓延している。このため、給水状況の改善は急

務の課題である。 

一方、開発調査で対象地域に設置したパイロット給水施設は、現在もほとんどの施設が利用されてお

り、設置した村落周辺に給水施設がない場合には、周辺の村々からも水を汲みに来ており、ピーク時

期には利用者が 5,000 人にもなるパイロット施設がある。水質が良好であること、水因性疾患が激減し

たこと、施設の故障が少ないまた維持管理トレーニング実施により故障しても住民がすぐに修理でき

ることなどから、利用者のパイロット給水施設の評価は高く、住民からの追加設置の要望は高い。 

１-１-２ 開発計画 

（１）Rectangular Strategy 

2004 年 7 月 16 日の閣議において首相より発表された上位計画であり、内容は以下の MDG、SEDP II

および NPRS のエッセンスを集約したものであり、①農業分野の振興、②基本インフラ整備、③民間

セクター強化・雇用創出、④キャパシティビルディング・人材開発の 4 つの柱から構成される。給水

セクターとしては、今後 20 年間で全国民に対し清潔で安全な水を供給することおよび水因性疾患から

守ることを謳っている。 

（２）Cambodian Millennium Development Goals 2003 (CMDGs) 

2000 年に 27％であった農村部における持続的で安全な飲料水の給水率を 2015 年までに 50％にする
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ことを掲げている。また、2010 年までに 40％とすることを中間目標としている。 

（３）Second Five Year Socio-economic Development Plan 2001-2005 (SEDP II) 

2000 年に 29％であった農村部における安全な水の給水率を 2005 年までに 40％とすることを掲げて

いる。 

（４）National Poverty Reduction Strategy 2003-2005 (NPRS) 

1999 年に 29％であった農村部における持続的で安全な飲料水の給水率を 2005 年までに 40％とする

ことを掲げている。また、Action Plan の中に JICA による地下水開発調査およびそのプロジェクト実施

が記載されている。 

（５）Rural Water Supply and Sanitation Sector Investment Plan 2003-2012（SIP） 

2002 年に 24％であった全国平均の農村部における持続的で安全な飲料水の給水率を 2012 年までに

45％とすることを掲げている。コンポンチャム州については、2002 年の 18％から 2012 年までに 27％

とすることを掲げている。この中には JICA プロジェクトとして「プノンペン市周辺村落給水計画」が

記載されている。 

（６）国家給水衛生政策 

2002 年 2 月に承認された国家給水衛生政策（National Policy on Water Supply and Sanitation）では、地

方給水衛生（Rural Water Supply and Sanitation, RWSS）セクターにおける中央政府および州政府の役割

を次のとおり規定していた。 

中央政府の役割 

♦ セクターにおけるコミュニティ／サービス供給者の参加促進のためのシステムの構築 

♦ セクター財源の確保 

♦ RWSS に係る政策・規則・戦略の作成・宣伝・実践 

♦ 政策を実践するための計画策定 

♦ 国内外援助およびセクター間の調整 

♦ 人材開発およびコミュニティ啓蒙活動分野における技術促進 

♦ セクター目標に対する達成度測定のためのモニタリング・評価システムの開発・強化 

♦ 飲料水水質基準、水質モニタリング手法および水源評価手法の確立 

州政府の役割 

♦ 計画策定に必要なデータ・情報の収集 

♦ 州開発計画およびその財源の準備 

♦ 全ての地方開発プログラムおよびプロジェクトの促進、モニタリングおよび評価 

♦ 州レベルの RWSS サービス関連部局間の連携・調整 

♦ RWSS セクターにおける民間部門の参加促進支援 

♦ コミューン開発委員会（Commune Rural Development Committee）の設立 

♦ 村落開発委員会（VDC）の承認 
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上記政策においては、DRWS および PDRD はファシリテーターの役割を果たすこととし、地方給水

事業を直接実施することは含まれていなかったが、MRD は民間セクターの参入の及ばない地域につい

ては、DRWS および PDRD が地方給水事業を直接実施する必要があるとして、中央政府および州政府

の役割として以下の事項を追記した国家給水衛生政策が 2004 年 9 月 17 日に首相承認された。 

中央政府の役割 

中央政府は国内の地方給水衛生セクターの主導者としての役割を果たすとともに、段階的な民間セク

ターの参入促進とそのキャパシティビルディングを担うものとする。 

♦ 緊急度が高く民間セクター参入の可能性が低い地域における貧困コミュニティに対する

給水サービスの提供 

州政府の役割 

♦ 緊急度が高く民間セクター参入の可能性が低い地域における貧困コミュニティに対する

給水サービスの提供 

１-１-３ 社会経済状況 

「カ」国の社会経済状況は資料－４に示すとおりであるが、20003 年国家予算の歳入総額 US1,712

百万ドルに対して歳出総額は US2,561 百万ドルで US849 百万ドルの赤字となっており、大幅な歳入不

足を外国援助に依存している。また、本プロジェクトの実施機関である DRWS の財政基盤も脆弱であ

り、これまで実施してきた地方給水事業の大半は UNICEF などからの外国援助によるものである。 

調査対象地域の平均人口は 826 人で一世帯当たりの人数は 5 人であり、農業が主要産業である。収

入は不定期・不定額で、1 世帯当たりの年間収入は、対象村落のうちの 21 村落平均で 1,160,000 リエ

ル（約 290 ドル）である。道路事情が悪く、農業による自給自足経済が未だ浸透しており、他村との

物流が非常に限られているので、貨幣経済が発達していない。農地所有規模を見る限り村落間、村落

内の経済格差は大きく、土地無し農民も約 12％存在する。全世帯中、約 17％が寡婦世帯であり、クメ

ール族（仏教）のほか、チャム族（イスラム教）が 12％ほど存在し、1 割程度の村落で両民族が混住

している。全村落の 40％にしか小学校がなく、識字率 60%以下の村落が 7 割以上ある。 

地方自治は、上部機関より Province、District、Commune という順番で構成されている。Province の

責任者は内務省が任命し、内閣がこれを承認する。District の責任者は Province が任命し、内務省がこ

れを承認する。Commune の責任者は選挙で選ばれることになっており、2002 年 2 月に 初の選挙が実

施されている。コンポンチャム州のほとんどの Commune には、公務員として 1 名が派遣されているだ

けで、施設もたいへん狭く、非常に脆弱である。地方自治の正式な 小単位は Commune であるが、そ

れより小さい単位の村には必ず村長（Village Chief）がおり、また村開発委員会（VDC）が存在すると

ころもあり、Commune は村長及び VDC らを実質的な Commune の下部機関として利用している。 
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１-２ 無償資金協力要請の背景・経緯及び概要 

（１）背景・経緯 

我が国は「カ」国要請を受け、開発調査「南部地下水開発計画調査（2001 年）」及び「中部地下水

開発計画調査（2002 年）」を実施した。これらの調査結果を踏まえ、プノンペン市周辺地域について

は 2002 年より無償資金協力「プノンペン市周辺村落給水計画（12.26 億円）」による掘削機材調達及

びハンドポンプ付給水施設建設を実施している。 

「カ」国農村部における給水施設建設の必要性は依然として高く、上記計画に続き「カ」国は、南

部・中部地域の４州（コンポンチャム州、カンダル州、コンポンスプー州、タケオ州）を対象とした

給水計画の実施を目的として我が国に無償資金協力を要請し、この要請に対し我が国は予備調査「南

部・中部村落給水計画」を実施した。 

本基本設計調査は、この要請および予備調査の結果を踏まえて実施したものである。 

（２）要請内容の変遷 

１）当初要請内容 

「カ」国政府が 2002 年 4 月に提出した要請の内容は以下のとおりである。 

A) 施設建設 

対象地域 ｺﾝﾎﾟﾝﾁｬﾑ州 ｶﾝﾀﾞﾙ州 ｺﾝﾎﾟﾝｽﾌﾟｰ州 ﾀｹｵ州 計 

対象村落数 131 31 32 62 256
対象人口（2005 年） 118,320 26,371 18,696 48,854 212,241
ﾊﾝﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ井戸数 526 140 104 266 1,036

 

B) 機材調達 

 井戸掘削用機材： 

1. 井戸掘削機械 2 セット 

2. 高圧コンプレッサー 2 セット 

3. 掘削ツール 2 セット 

4. ハンドポンプ 1,036 セット 

5. PVC ケーシング 1,036 セット 

6. 低圧コンプレッサー 2 セット 

7. 揚水試験機材 2 セット 

8. クレーン付トラック 2 セット 

9. 給水車 2 セット 

10. 燃料タンク車 2 セット 

11. 掘削支援用ピックアップ 2 セット 

12. 地下水資源調査用ピックアップ 2 セット 
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13. 地下水資源調査用ワゴン車 2 セット 

14. 孔内検層機材 2 セット 

15. 物理探査機材 2 セット 

16. 水質分析機材 2 セット 

17. 衛生教育用ノート型パソコンおよびプロジェクター 2 セット 

 維持管理用機材： 

1. ハンドポンプスペアパーツ 1,036 セット 

2. ハンドポンプ維持管理用工具 120 セット 

3. ハンドポンプ 120 セット 

4. 水委員会トレーニング用ピックアップ 4 セット 

5. 衛生教育用スクリーン付ビデオセット 1 セット 

C) ソフトコンポーネント 

♦ 社会経済分析 

♦ 運営・維持管理組織（水委員会）の形成 

♦ 衛生啓蒙キャンペーン 

♦ 水委員会による運営・維持管理のモニタリング 

D) OJT による井戸掘削技術移転 

♦ 物理探査技術 

♦ 掘削機材（特に DTH 工法）の操作およびメンテナンス技術 

♦ 孔内検層技術 

♦ 揚水試験技術 

♦ 水質分析技術 

♦ データベースマネジメント技術 

２）要請内容の確認 

本計画基本設計調査において 2004 年 10 月 8 日に確認された「カ」国側の 終要請内容は以下のと

おりである。 

A) 施設建設 

対象地域 ｺﾝﾎﾟﾝﾁｬﾑ州 計 

対象村落数 142 142 
対象村落人口予想(2005 年) 124,905 124,905 
ﾊﾝﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ井戸数 562 562 

 

B) 機材調達 

 井戸掘削用機材： 

1. 井戸掘削機械     2 セット 

2. 高圧コンプレッサー    2 セット 
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3. 掘削ツール     2 セット 

4. クレーン付トラック    2 セット 

5. 給水車      2 セット 

6. 燃料タンク車     2 セット 

7. 掘削支援用ピックアップ    2 セット 

 調査試験用機材 

1. 揚水試験用機材     2 セット 

2. 揚水試験用クレーン付トラック   2 セット 

3. 孔内検層用機材     2 セット 

4. 孔内検層用ピックアップ    2 セット 

5. 物理探査用機材     2 セット 

6. 物理探査用ワゴン車    2 セット 

7. 水質分析用機材     2 セット 

 維持管理用機材： 

1. WSUG トレーニング用ピックアップ   2 セット 

2. トレーニング用スクリーン付ビデオセット  1 セット 

3. 衛生教育用ノート型パソコンおよびプロジェクター 2 セット 

4. データベース管理用コンピューターセット  1 セット 

5. 井戸洗浄用低圧コンプレッサー   2 セット 

 

C) ソフトコンポーネント 

♦ 社会経済分析 

♦ 運営・維持管理組織（水委員会）の形成 

♦ 衛生啓蒙キャンペーン 

♦ 水委員会による運営・維持管理のモニタリング 

 

D) OJT による井戸掘削技術移転 

♦ 物理探査技術 

♦ 掘削機器（特に DTH）の操作およびメンテナンス技術 

♦ 孔内検層技術 

♦ 揚水試験技術 

♦ 水質分析技術 

♦ データベースマネジメント技術 
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１-３ 我が国の援助動向 

「カ」国の地方給水セクターに関連した我が国の主な技術協力及び無償資金協力は、表  １-１に示

すとおりである。 

表  １-１ 地方給水セクターにおける我が国の援助実績 

年度 案件名 種類 内容 

1996～2001 南部地下水開

発計画 
開発調査 南部 5 州（ｶﾝﾀﾞﾙ､ﾀｹｵ､ｺﾝﾎﾟﾝｽﾌﾟｰ､ｽﾊﾞｲﾘｴﾝ､ﾌﾟﾚｲﾍﾞﾝ）

及びﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ市のﾍﾟﾘｱｰﾊﾞﾝ地区を対象とした地下水資

源開発可能性調査、実施優先村落の選定及び地下水開

発計画の策定 
2000～2002 中部地下水開

発計画 
開発調査 中部 2 州（ｺﾝﾎﾟﾝﾁﾅﾝ、ｺﾝﾎﾟﾝﾁｬﾑ）を対象とした地下水

資源開発可能性調査、実施優先村落の選定及び地下水

開発計画の策定 
2001 ﾍﾟﾘｱｰﾊﾞﾝ地区

村落給水計画 
基本設計調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ市ﾍﾟﾘｱｰﾊﾞﾝ地区 3 郡 60 村落を対象とした給水

施設建設及び井戸掘削機材調達に係る無償資金協力

のための基本設計調査 
2002 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ市周

辺村落給水計

画（1/2 期） 

無償資金協力 35 村落における 91 箇所のハンドポンプ付深井戸給水

施設の建設、井戸掘削機材 1 セットを含む機材調達、

井戸掘削技術移転及び給水施設の持続的運営・維持管

理に係るソフトコンポーネント 
2003 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ市周

辺村落給水計

画（2/2 期） 

無償資金協力 25 村落における 74 箇所のハンドポンプ付深井戸給水

施設の建設、井戸掘削技術移転及び給水施設の持続的

運営・維持管理に係るソフトコンポーネント 
 

１-４ 他ドナーの援助動向 

（１）UNICEF 

UNICEF の Seth Koma プロジェクトでは、2004 年分としてコンポントム、コンポンスプー、ストゥ

ントラン、オトドミンチェイ、プレイベンおよびスバイリエンの６州の学校を主な対象として 500 箇

所（フェーズ１の 200 箇所およびフェーズ２の 300 箇所）の井戸建設を計画している。 

Seth Koma プロジェクトは今後も継続の予定であり、2005 年には 2004 年と同じ対象地域において、

600 箇所の井戸建設を計画しているが、2006 年以降の計画については 2005 年に発行される予定である

「カ」国政府の第 3 次 5 カ年計画（SEDP III）の内容を踏まえて規模および対象州を決定する予定であ

る。 

現在実施中の 2004 年フェーズ１では、コンポンスプー、ストゥントランおよびオトドミンチェイの

３州については DRWS に、コンポントム州についてはコンポントム州 PDRD に、プレイベンおよびス

バイリエンの２州については民間業者に委託している。フェーズ２以降のプロジェクトについては、

SEILA プロジェクトにならい、州知事を議長とする PRDC（Provincial Rural Development Committee）

による入札により民間業者を選定するとしているが、辺境地域や井戸掘削が技術的に難しい地域など
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民間業者の参入が困難な場合には、DRWS へ委託する可能性もあるとしている。 

（２）ADB 

ADB プロジェクトは 2005 年より 6 年間で事業費 1,800 万ドル（グラント 50％およびローン 50％）

を計画している。対象地域は、ポーサット、カンポットおよびコンポントムの 3 州に MRD が追加要請

する予定の 2 州（未定）を加えた計 5 州である。このプロジェクトは 2002 年に実施された F/S 調査に

基いて実施されるものであるが、ローンプロセスの調整や選挙の影響で開始が遅れていたが、2004 年

8 月に ADB 本部と「カ」国政府が協議を行い、2005 年 8 月頃を目処にローンアグリーメントを締結し

プロジェクトを開始する予定で合意している。 

（３）MIME-WB 地方都市給水プロジェクト 

都市給水事業の許認可権を持つ Ministry of Industry, Mining and Energy (MIME)と World Bank（WB）

による地方都市給水プロジェクトが実施されている。本件対象地域においては、Suon コミューンおよ

びこれに隣接する Vihear Luong コミューンの人口集中地区において計画されているが、本件対象村落

はこれらの計画に含まれていない。プロジェクトは入札により選定された民間事業者が自己資金を調

達してパイプ給水施設を建設し、建設後は 15 年間にわたり料金徴収を含む運営維持管理を行い、その

後はコミューンに引き渡すという BOT 方式(Build, Operation and Transfer)により行われるものである。 

MIME はこれ以外にも本件対象地域内の６コミューン（Memot, Tramoung, Kong Chey, Mien, Chak, 

Dar）の人口集中地区を将来の地方都市給水プロジェクトの候補としているが、現時点では具体的な計

画の見通しはたっていない。 

（４）SEILA プログラム 

コンポンチャム州地方開発局（PDRD）の情報によれば、本件対象地域と重複する実施中または今後

計画されている給水プロジェクトは SEILA プログラムのみである。2004 年にコミューンから SEILA

に要請されたプロジェクトは 1,500 件であったが、採用されたプロジェクトは 10 件であった。これら

10 件の対象村落は本件対象村落と重複していない。 

（５）Social Fund 

1994 年に設立された首相直轄の独立した機関であり、WB と OPEC の融資を財源としてコミュニテ

ィからの要請を個別に審査し、コミュニティベースのインフラ整備プロジェクトを独自に実施してき

たが、2004 年中に解散することが既に決定している。政府から独立した機関であるため、PDRD では

Social Fund による給水プロジェクトを把握していないが、調査団は対象地域における 2004 年分の給水

プロジェクトリストを入手し、重複がないことを確認した。 

（６）その他ﾄﾞﾅｰﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

コンポンチャム州におけるその他ﾄﾞﾅｰﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとしては、EU による PRASAC-II プロジェクトが 2003

年に終了している。また、中国による井戸建設プロジェクトも既に終了しており、「カ」国側は中国

政府に対し追加の井戸建設プロジェクトを要請したとのことであるが、実施の見通しはたっていない。 
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２-１ プロジェクトの実施体制 

村落給水施設を建設する担当省庁は、中央政府レベルでは地方開発省（MRD）の地方給水局（DRWS）

であり、地方政府レベルでは地方開発局（PDRD）である。掘削能力にばらつきはあるが、DRWS およ

び PDRD ともに井戸掘削機材を保有して、これまで井戸建設工事を行ってきた。しかし、これらの給

水施設建設プロジェクトは全てドナー、国際機関などの支援によるもので、独自の資金により行われ

てきたものではなく、給水状況の改善のためには外部からの支援が不可欠となっている。 

2002 年 2 月に承認された国家給水衛生政策においては、地方分権化と民間参入促進の方針が盛り込

まれており、現在実施中の SEILA プログラムにおいては、PDRD をファシリテーター役としたプロジ

ェクト実施体制がとられ、入札により選定された民間業者が井戸建設工事を行っている。現在のとこ

ろ、民間業者の多くは所有している井戸掘削機材の能力が低いため技術的に難しい地域においての井

戸掘削は困難であるが、中には掘削能力の高い機材を保有している業者もあり、民間セクターの成長

と共にこのような業者は増加していくと考えられる。 

一方、2004 年 9 月 17 日に承認された改訂版の国家給水衛生政策では、DRWS の役割として、民間

セクターの参入の及ばない地域においては DRWS が国内の地方給水衛生セクターの主導者としての役

割を果たすとともに、段階的な民間セクターの参入促進とそのキャパシティビルディングを担うもの

とする内容が追加された。このため、DRWS が井戸掘削に係る技術を向上させ、民間セクターに対す

る技術の普及を図っていくことが重要となる。 

２-１-１ 組織・人員 

（１）地方開発省地方給水局（DRWS） 

「カ」国側の実施機関である DRWS の組織は図  ２-１のとおりで、総務部、飲料水部、供給財務部、

設計・計画部、小規模灌漑部の 5 部で構成されている。職員数は現在 118 人である。 

本プロジェクトに直接的に関与する担当部課は飲料水部であり、部内の井戸掘削課が井戸掘削や揚

水試験を担当、水質分析課・ポンプ設置修理課が水質分析やその他調査試験等を担当する。 
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図  ２-１ DRWS 組織図 

 

 

 

 
 

図  ２-２ コンポンチャム州 PDRD 組織図 
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図  ２-３  コンポンチャム州 DOD 組織図 

 

（２）地方開発省・コンポンチャム州地方開発局（PDRD） 

地方開発省の地方組織として各州に州地方開発局がある。本プロジェクトサイトを管轄する PDRD 事

務所はコンポンチャム州地方開発局である。その組織は図  ２-２のとおりで、財政課、飲料水課、総務

課、衛生課、教育課、地域開発課の 6課からなり 54 名の職員を抱えている。またコンポンチャム州各

郡に郡地方開発事務所（DOD）を配置している。 

本プロジェクトではコンポンチャム州 PDRD と DOD が DRWS の指導のもとに村落での VDC（村落

開発委員会）や WSUG（水・衛生利用者組合）の設立、運営維持管理に関わる活動を行う。 

２-１-２ 財政・予算 

（１）DRWS 

2004 年度の DRWS の給水部門に係る予算は US$ 102,100 である（下水道業務は含まない）。この内

US$ 2,100 は職員への給与である。 

（２）PDRD 

2005年度において、学校の井戸建設用として SEILAプログラムからコンポンチャム州 PDRDとDOD

に US$ 10,000 の予算が割り当てられている。 

DOD 事務所所長 

DOD 事務所副所長

事務部門 技術部門 

事務課 

人事課 

経理課 

保守課 

地域課 

村落経済課 

保健課 

飲料水供給課 
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２-１-３ 技術水準 

井戸掘削技術に関しては DRWS、PDRD および民間業者ともに未熟であり、とくに井戸掘削に係る

物理探査などの調査技術および揚水試験や電気検層などの品質管理技術については、これらの技術に

必要な資機材すら保有していない状況である。地方給水セクターでは「プノンペン市周辺村落給水計

画」においてはじめて調達され、OJT による技術移転が DRWS に対して行われた。これらの技術は井

戸掘削成功率を高めたり、良好な帯水層を選定して有効に取水するために必要な技術であり、DRWS

が今後もこれらの技術を継続して習得し、PDRD や民間部門に対してこれらの技術を指導していくこ

とが「カ」国全体の井戸掘削技術向上のために必要であると判断される。 

２-１-４ 既存の施設・機材 

（１）給水施設 

社会状況調査で把握した調査対象村落にある既存のハンドポンプ井戸数を表  ２-１に示す。 

DRWS は HP 井戸の維持管理については VLOM(Village Level Operation & Maintenance)を基本方針と

しているが、ほとんどのプロジェクトで建設されている井戸では住民への維持管理教育が全くされて

いないため、軽微な故障であっても村民は修理方法を知らず、また修理用の特殊工具（フィッシング

ツール）を持たないために、故障井戸が修理されずに放置されている例が多く見られた。 

また、衛生教育は保健所によって行われているが、現在は家族計画等に重点をおいており、水の衛

生知識についての教育は十分ではない。PDRD も衛生活動を実施する部署を持っているが、活動状況

は非常に不活発である。 

一方で、開発調査のパイロットプロジェクトでは、住民に対して維持管理訓練を実施するとともに、

修理用工具及びスペアパーツを供与したため、住民自身が軽微な故障の修理を行っており、HP 井戸稼

働率は高く、VLOM は十分に機能している。また、パイロットプロジェクトで維持管理訓練を受けた

ケアテーカーが、他プロジェクトの井戸の修理を実施した事例も確認した。よって、住民に維持管理

訓練を施せば軽微な故障に対しては VLOM が十分に機能して、井戸の利用持続性向上に寄与する可能

性は十分に高いと判断される。 
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表  ２-１ 調査対象地域の既存深井戸施設数 

郡名 
対象 

村落数 
人口 

稼動中

公共 

深井戸

故障中

公共 

深井戸

稼動中

深井戸

（学校・保

健所） 

故障中 

深井戸

（学校・保

健所） 

稼動中 

民間 

深井戸 

故障中 

民間 

深井戸 

既存稼動

井戸数

合計 

Memot 100 86,510 20 13 12 1 10  3  42 

Ponhea Kraek 6 5,921 8 5 1 0 21  1  30 

Dambae 1 1,368 0 0 0 0 0  0  0 

Tboung Khmum 21 26,325 34 8 2 1 45  1  81 

Ou Reang Ov 15 10,209 54 1 2 1 65  2  121 

計 143 130,333 116 27 17 3 141  7  274 

 

（２）機材 

DRWS の保有機材の現状は、表  ２-２に示す。DRWS は井戸掘削機７台とコンプレッサー、資材運

搬トラックなどの支援車両を用いて、地方給水を実施している。 

しかし、稼動している掘削機 7 台のうち 2 台は小型の組立式掘削機（Patt301）で、コンプレッサー

と掘削機材一式を運搬し、現地にて組立掘削を行う掘削機である。この掘削機は一般には小口径の調

査ボーリングおよびトンネル、ダム建設時のグラウト工事用ボーリング機材であり井戸掘削には適し

ていない。残りの 5 台はﾛｰﾀﾘｰ型で、未固結堆積層および軟岩での泥水掘削と硬質岩の深井戸掘削のた

めの DTH(Down-The-Hole Hammer)掘削を併用できる機種である。5 台のうち、1 台がトラクター搭載型

で、4 台がトラック搭載型である。これらの掘削機のうち、2002 年日本から供与された掘削機を除く 4

台は 1998 年に Unicef より供与され、すでに 10～20 年間使用された古い掘削機である。DRWS はこれ

ら 4 台の掘削機を使用し、Unicef の給水計画を主体に年間 100 本前後の井戸建設を行っている。（表  

２-３ DRWS 保有掘削機 掘削記録参照）。 

また、Kampong Cham 州の PDRD が保有している掘削機 2 台は牽引式の小型掘削機（Eureka Drill 

System）であり、一般には小口径の調査ボーリング・工事用ボーリング機材であり井戸掘削には適し

ていない。 

掘削機の掘削能力、消耗の程度、状態、本計画の仕様への適合性を検討するため、DTH 掘削を併用

できる掘削機 5 台について掘削機の状態を調査した。5 台のうち「ペリアーバン地区村落給水計画」で

日本より供与された掘削機（YBM-YTD45B）1 台は既にプロジェクトでの掘削作業を完了していたた

め、DRWS 敷地内において、他の 4 台については掘削現場を訪れ、掘削状況および掘削機の状態を確

認した。 

日本より供与した掘削機（YBM-YTD45B）は、既に修理・メンテナンスとも完了し、コンプレッサ

ー、運搬用トラック、給水車、給油者とも非常に良好な状態に保たれている。 

他の 4 台の掘削機は、道路状態の悪い北西部タイ国境付近の Oddor Meanchey 州、および井戸成功率
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の低い Kampong Spue 州などの自然条件等が悪く民間業者が掘削しない地域での Unicef の地方給水計

画および、DRWS 独自の小規模な掘削を実施している。表  ２-４に DRWS・PDRD 保有の掘削機およ

び DTH 掘削に必要なコンプレッサーの現状を示す 

4 台の掘削機のうち、2 台(Edson2000, Edson5000)は現在までにそれぞれ 900 本から 2000 本以上の井

戸を掘削している。今回、その 1 台が掘削中にロータリー部の歪みから軸部のベアリングの破損によ

り掘削を中断し部分的な修理を行う故障も観察された。各部品の変形・歪みなどの老朽化がはげしく、

搭載トラックおよび搭載トラクター、大規模な部品交換等の修理が必要であるが、製造後 15 年以上経

過しており、スペアパーツの入手は困難なことから、部分的な修理を行って掘削作業を継続している。

支援機材のコンプレッサー等の消耗も激しく大規模な修理・交換が必要な状態にある。他の 2 台

(Ingersoll-Rand TH10(1993 年型)、(1995 年型)) は現在までに 500 本から 700 本以上の井戸掘削を実施し

ている。これら 2 台のスペアパーツは、現地にある Ingersoll-Rand 代理店からスペアパーツが入手可能

であり、Unicef でのプロジェクト開始時に部分的な修理を実施し、掘削作業を実施している。しかし

ながら泥水ポンプ、油圧ポンプの破損および搭載トラックのエンジンの消耗が激しく、部品交換、各

部の調整が必要な状態である。また支援機材のコンプレッサー、運搬トラック、給水タンク用トラッ

ク等のエンジンも消耗しており、修理・交換が必要な状況である。 

自然状況調査結果から、本計画対象地域周辺の水理地質状況を考慮すると、井戸口径 8”で掘削可能

深度 80m 以上の能力を持つ掘削機が必要となる。この条件に適合する掘削機は DRWS 保有の、YBM

製 YTD-45B :1 台、および Ingersoll-Rand 製 TH10 :2 台（本計画開始時に部品交換、修理、調整が必要）

である。 

本計画において井戸掘削を実施するためには、掘削機だけでなくその支援機材（コンプレッサー、

コンプレッサー運搬トラック、ツールトラック、給水トラック、給油トラック、ピックアップ、井戸

試験機材等）の整備が必要となる。 
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表  ２-２ DRWS 保有機材一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

走行距離

D C B A (Km)

Ⅰ 掘 削 機

1 Drilling Patｔ 301 na 1 1 I1(Pat-301)

2 Drilling Patｔ 301 na 1 1 I2(Pat-301)

3 Edson Rig Truck-5000 Iveco-Magirus 1983 8T 1 1 A1(Ed-5000) 6761690 PP3-7263 316853

4 Edson Rig Tractor-2000 Ford 5510 1988 6T 1 1 A2(Ed-2000) 11174

5 Ingersol-Rand Rig TH-10 Iveco-Turbo 1993 8T 1 1 F(TH10) 3249571 0994-PP4 003325

6 Ingersol-Rand Rig TH-10 Iveco-Turbo 1995 8T 1 1 G(TH10) 8413862 0980-PP4 023284

7 YBM RigYTD-45B Nissan Delsel 2003 6T 1 1 YBM PE6-188161 1715-PP4 001107

Ⅱ コ ンプ レッ サ ー

1 Air-Compressor Atlas-copco-XA175 na
1
1

2
I1(Pat-301)
I2(Pat-301)

2 Air-Compressor Ingersol-VHP-700 1995 1 1 F(TH10)

3 Air-Compressor Ingersol-VHP-700 1995 1 1 G(TH10)

4 Air-Compressor Ingersol-VHP-700 1995 1 1 A1(Ed-5000)

5 Air-Compressor Atlas-copco-XR350 1988 1 1 A2(Ed-2000)
6 Air-Compressor Airman PDSJ750S 2003 1 1 YBM

Ⅲ 支 援 車 両

1 Water Tank Truck(4000L) Iveco-Magirus 1983 6T 1 1 G(TH10) 6891456 023003
2 Water Tank Truck(4000L) Iveco-Magirus 1985 6T 1 1 A1(Ed-5000) 6290222 PP3-7267 017864

3 Water Tank Truck Isuzu 2003 6T 1 1 YBM 313072 1713-PP4 001903

4 Fuel Tank Truck Isuzu 2003 4T 1 1 YBM 313082 1714-PP4 001819

5 Transportation Truck Iveco-Magirus Ben 1984 6T 1 1 7227636 192706

6 Transportation Truck Nissan-UD 1990 8T 1 1 DDC118438 040100

7 Transportation Truck Nissan Ben 1992 8T 1 1 BE6120450 0971-PP4 065651

8 Transportation Truck Iveco-Turbo 1995 8T 1 1 I1(Pat-301) 8413864 0987-PP4 023173

9 Compressot-Truck HVP700 Iveco-Magirus 1983 8T 1 1 A1(Ed-5000) 2236202 PP3-2604 015460

10 Compressot-Truck HVP700 Iveco-Turbo 1995
1
1

2
G(TH10)
F(TH10)

8413836
843956

0988-PP4 025973
002716

11 Compressot-Truck XR350 Iveco-Magirus 1985 8T 1 1 A2(Ed-2000) 6760741 0985-PP4 021702
12 Compressot-Truck XR175 Iveco-Magirus 1985 6T 1 1 I2(Pat-301) 079267

13 Compressot-Truck Nissan Delsel 2003 6T 1 1 YBM PE6-188174 1716-PP4 009852

14 Cargo Truck with Crane Isuzu 2003 3T 1 1 YBM 312784 1717-PP4 041906

15 Pick up Toyota Landcruiser 1987 3431cc 1 1 0010550

16 Pick up Toyota Landcruiser 1990 3470cc 1 1 G(TH10) 0005586 1330
319121

17 Pick up Toyota Landcruiser 1991 3470cc
1
1

2
F(TH10)

A2(Ed-2000)
0010575
0010583

1345
1324

023003
210493

18 Pick up Toyota Landcruiser 1992 3470cc 1 1 0013363 1391 ハンドﾎﾟﾝﾌﾟ設置班

19 Pick up Toyota Landcruiser 1993 3470cc 1 IPZ001834

20 Pick up Toyota Hilux 1993 2.8D 1 1 3LZ88907 2085 011002 ヒ素調査班 (Unicef)

21 Wagon Toyota Landcruiser 1992 3470cc 1 1 I1(Pat-301) 1325 221506

22 Wagon Toyota Landcruiser 1997 3431cc
1
1

2 4056
ヒ素調査班 (Unicef)
ヒ素調査班 (Unicef)

23 Wagon Toyota Landcruiser 1986 3431cc 1 1 A1(Ed-5000) 1226 311946

24 Pick up Isuzu 2003 1T 1 1 YBM 946340 061244

25 Pick up Isuzu 2003 1T 1 1 946227 4527 029575

26 Pick up Isuzu 2003 1T 1 1 946296 4530 027315

Ⅳ O/M　機 材

1 Motorbike Yamaha DT125 2003 125cc 1 1 TT-013247 PDRD

2 Motorbike Yamaha DT125 2003 125cc 1 1 TT-013242 PDRD

3 Motorbike Yamaha DT125 2003 125cc 1 1 TT-013246 PDRD

Ⅴ 試 験 機 材

1 Water Pump Yammar na 6 6

2 Water Pump Honda na 3 3

3 Water Pump Yamaha na 2 2

4 Container 20"and40" na 19

5 Resistivity Survey Equipment IRIS 2003 300mA-2.5A 1 1

6 Well Loging Equipment RG LOG 2003 200m 1 1

7 Pumping Test Equipment 2003 100L/min*80m 1 1
8 Water Quality Analysis Kit 2003 ～15items 1 1

* 状態：A 良好、 B 部分的修理必要、 C 大規模な修理が必要、 D 廃棄予定

車両ナンバー
状　　態　　*

数量 備　　考掘削班 機械番号番号 機材 モデルタイプ 仕様製造年
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表  ２-３ DRWS 保有掘削機 掘削記録 

 
年

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

985

2233

793

529

U n i ce f :
73  B /H

Stung  treng

U n i ce f :
11B /H

Oddor

Meanch

ey

2000

U n i ce f :
Tota l  +  400  B /H  ( 3  r i g s )

R e f ug ees  Pro j ect

B a ttambang  Pr i f .

U n i ce f :
Tota l  87  B /H

( 3  r i g s )

Kampong  Thom

2004200320022001

U n i ce f :
Tota l

71B /H (2ri g s )

Kampong  Thom

U n i ce f :
26B /H

Kampon

g  Spue

U n i ce f :
30B /H

Kampon

g  Spue

U n i ce f :
Tota l  +  400  B /H  ( 3  r i g s )

R e f ug ees  Pro j ect

B a ttam bang

U n i ce f :
Tota l  87  B /H

( 3  r i g s )

Kampong  Thom

U n i ce f :
Tota l

71B /H (2ri g s )

Kampong  Thom

1993

Ing ers on-R and
TH 10

( 1993 )

Ing ers on-R and
TH 10

( 1995 )

1995

U n i ce f :
37B /H

Kampong

Thom

U n i ce f :
Tota l  +  400  B /H  ( 3  r i g s )

R e f ug ees  Pro j ect

B a ttam bang

U n i ce f :
Tota l  87  B /H

( 3  r i g s )

Kampong  Thom

N umber o f
D r i l l ed

We l l s

掘 削 機
(製 造

年)

D R WS:
5B /H

Sm a l l

s ca l e

Pro j ect

～ 2000

Eds on  2000
( 1988 )

1993

1993

Eds on5000
( 1983 )

U n i ce f :
+300  B /H

Kam pong  Spue ,

Kanda l ,

Kam pong  Thom

D R WS:
+200B /H

Kam pong  Spue ,

Kanda l
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表  ２-４ DRWS・PDRD 保有掘削機の状態 

公称
口径:
深度

掘削
可能
深度
(8")

掘削機 コンプレッサー

Patt301
4":
60m

20-
30m

1995 na na 432

小口径試掘ﾞおよび工
事用掘削機。老朽化
激しく、大規模な修理
が必要。

老朽化しており、油圧
ﾎﾟﾝﾌﾟの交換等、大規
模な修理が必要。

Patt301
4":
60m

20-
30m

1985 na na 465

小口径試掘および工
事用掘削機。老朽化
激しく、大規模な修理
が必要。

老朽化しており、油圧
ﾎﾟﾝﾌﾟの交換等、大規
模な修理が必要。

Edison2000
(ﾄﾗｸﾀｰ搭載
型)

4":
80m

50-
60m

1988 Unicef 1998 985

ﾛｰﾀﾘｰﾍｯﾄﾞ軸部のズ
レをはじめ、全体に老
朽化が激しく、ｽﾍﾟｱ-
ﾊﾟｰﾂ入手も困難であ
り修理困難。ﾛｯﾄﾞ 2m
x 35本

老朽化が激しく、修理
が困難なため、廃棄
予定。現在はPatt301
用ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰを使用し
ている。

Edison5000
(ﾄﾗｯｸ搭載型)

5.5":
100m

80m 1983 Unicef 1998 2233

ﾛｰﾀﾘｰﾍｯﾄﾞ軸部のズ
レをはじめ、全体に老
朽化が激しく、ｽﾍﾟｱ-
ﾊﾟｰﾂ入手も困難であ
り修理困難。ﾛｯﾄﾞ 3m
x 25本

油圧ﾎﾟﾝﾌﾟの修理、ﾌｨ
ﾙﾀｰ類の交換・調整
が必要。中程度状
態。

Ingersoll-
Rand　TH10
(ﾄﾗｯｸ搭載型)

5.5":
120m

100m 1993 Unicef 1998 793

泥水ﾎﾟﾝﾌﾟ、油圧ﾎﾟﾝ
ﾌﾟ、搭載ﾄﾗｯｸのｴﾝｼﾞﾝ
交換、各部の調整が
必要。ﾛｯﾄﾞ 3m x 40
本。

油圧ﾎﾟﾝﾌﾟの修理、ﾌｨ
ﾙﾀｰ類の交換・調整
が必要。中程度な状
態。

Ingersoll-
Rand　TH10
(ﾄﾗｯｸ搭載型)

5.5":
120m

100m 1995 Unicef 1998 529

泥水ﾎﾟﾝﾌﾟ、油圧ﾎﾟﾝ
ﾌﾟ、搭載ﾄﾗｯｸのｴﾝｼﾞﾝ
交換、各部の調整が
必要。ﾛｯﾄﾞ 3m x 40
本。TH10(1993)よりは
状態は良好。

油圧ﾎﾟﾝﾌﾟの修理、ﾌｨ
ﾙﾀｰ類の交換・調整
が必要。中程度な状
態。

YBM　YTD-
45B
(ﾄﾗｯｸ搭載型)

6":
200m

100-
150m

2002 JICA 2003 40

JICAﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ終了
後、部品交換、調整
済。良好な状態。ﾛｯﾄﾞ
6m x 60本

JICAﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ終了
後、部品交換、調整
済。良好な状態。

Eureka Drill
System
(牽引式)

4"
60m

20-
30m

1994
PRASA

C
(EU)

na 360

小口径試掘および工
事用掘削機。老朽化
が激しく、大規模な修
理が必要だが、ｽﾍﾟｱ-
ﾊﾟｰﾂ入手は困難。

老朽化しており、油圧
ﾎﾟﾝﾌﾟの交換等、大規
模な修理が必要。

Eureka Drill
System
(牽引式)

4"
60m

20-
30m

1994
PRASA

C
(EU)

na 360

小口径試掘および工
事用掘削機。老朽化
が激しく、大規模な修
理が必要だが、ｽﾍﾟｱ-
ﾊﾟｰﾂ入手は困難。

老朽化しており、油圧
ﾎﾟﾝﾌﾟの交換等、大規
模な修理が必要。

DRWS

PDRD
Kampon
g Cham

掘削機

状態

供　与
機　関

供与
年

製造
年

掘削能力
掘削
井戸
本数
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２-２ プロジェクト・サイト及び周辺の状況 

２-２-１ 関連インフラの整備状況 

社会サービスとインフラは極めて貧弱であり、例えば人口１万人当たりの保健所数は１ヶ所以下で

ある。道路状況も劣悪で、2001 年の中部開発調査当時で、首都のプノンペンから対象地域東端にある

Memot まで行くのに 4WD 車で 1 日かかり、雨天には通行不能になることも多かった。2001 年 12 月に

メコン川を渡る橋が開通し 2003 年に国道 7 号線が舗装され、幹線道路は整備されたものの、幹線道路

沿いでない村へのアクセスはまったく改善が進んでおらず、それらの村へのアクセスは 4WD 車が必要

であり、しかも 4WD 車ですら雨季には通行できない道路が多い。 

２-２-２ 自然条件 

（１）気候 

プロジェクトサイトのコンポンチャム州東半部（メコン川左岸部）は熱帯モンスーン気候帯に属し、

季節は概ね 11 月～4 月の乾季と 5 月～10 月の雨季に二分される。 

気温は年間の平均気温が 27.5℃で、暑い時期は 4 月がピークの 3～8 月、比較的涼しい時期は 12 月が

最も気温の低くなる 9～2 月で、雨季・乾季の季節区分とは 1～2 ヶ月のずれがある。 

気象観測が開始された 1994 年以降の年間降雨量は 1,100mm から 2,000mm の範囲内で（平均 1,500mm

程度）、そのほぼ 75％が半年の雨季期間中にもたらされる。しかし、雨季の始まりと終わりの時期が

一定しないことと雨季期間が 7 ヶ月から 8 ヶ月の長期にわたることがしばしばみられ、この 7～8 ヶ月

間の雨季期間中の降雨は、年間降雨量の 85～90％を占める。過去 10 年間の月別・年別雨量を表－イに

示す。過去 4 年間の月別最高・最低気温を表－ロに示す。 

（２）地形・地質 

プロジェクトサイト（コンポンチャム州東半部）は、低平地・丘陵地と大まかに 2 つの地形区に区分

される。低平地は、主としてメコン川沿いとメコン川に注ぐチロン川・ソンバンコドン川沿いに広く

開ける氾濫源平野（標高 5～20m）、及び東部の丘陵・山岳地を取り囲む形で展開する洪積平野（標高

20～50m）とがある。丘陵地は、ごく緩やかな傾斜の低標高丘陵地（南西部 100m、西部 70～100m、東

部 150～200m）で、いずれも頂部が平坦な台地状の丘陵であることが特徴的である。 

地域を構成する地質は、中生代の海成層である砂岩・頁岩・石灰岩など（当該地域は殆どが砂岩、と

ころどころ頁岩を挟在）を基盤岩として、この上に、下から順に第三紀陸成堆積物（未固結の砂礫・

砂・シルト・粘土など、及びその互層）、第四紀洪積層（未固結の砂礫・砂・シルト・粘土など、及

びその互層）、第四紀沖積層（同上）が広い範囲にわたって堆積している。沖積層分布地域が上記の

氾濫源平野、洪積層分布地域が洪積平野に相当する。以上の堆積層のほかに、地域内には第三紀鮮新

世と第四紀洪積世の 2 時期の火山活動で噴出した玄武岩溶岩の分布も大きな広がりを見せる。古い時

期の火山活動による溶岩は、主として東部の台地状丘陵地を形成し、第四紀の溶岩は主として西部の
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低標高丘陵地を形成している。2 時期の火山活動は、それぞれ一回だけの噴出ではないため、溶岩層は

同時代の堆積層と指交状になっているところもある。西部の溶岩層末端部は洪積層と沖積層に挟まれ

る形となっている。調査地内の模式断面図を図  ３-２に示す。なお、詳細地質図は開発調査の最終報告

書に添付のものを参照されたい。 

基盤岩の露出地域及び玄武岩溶岩の分布地域（とくに古い時期の溶岩）の表層部は風化岩のラテライ

ト化作用により粘性土を多量に含むラテライト（紅土）が形成されている。このラテライトは水分を

含むと粘性を増し、未舗装の道路はしばしばぬかるみと化すため雨季期間中の通行は著しく困難とな

る。 

（３）水理地質 

多量の降雨と比較的平坦な地形、ならびに地下水の貯留・移動の容易な地層の広域に亙る分布など、

気象・地形・地質の３条件に恵まれて、当該地域における地下水開発はカンボジア国内では比較的良

好な地域であるといえる。自由地下水位も平地で 1～3m、丘陵地においても 2～20m と地下浅所にあり、

対象村落直下の地質構成次第であるが、いずれの村落においても 100m 以内の井戸掘削で所期の水量

（20m3/日以上、あるいは 30 ㍑/分以上）を確保することができる。後述するように大半が 40m 以内の

掘削で成功井戸となり、水質も概ね良好であることから水量による井戸成功率は高いものと予測され

る。 

当該地区内に分布する地質は、帯水層の良否別に下表のように分類される。 

層相（岩相）と帯水層の良否 
地質区分 

良好帯水層 少量の採水可 採水不可 

不特定   乾季の自由水位の上位

にあるものすべて 

ラテライト   ラテライト 

玄武岩溶岩 自破室、多孔質、及び亀

裂・節理の発達した溶岩

節理の少ないマッシブ

な溶岩 

 

氾濫原堆積物 

（扇状地堆積物）、洪積

堆積物、新第三紀鮮新世

の陸性堆積物などの未

固結堆積層 

砂利層、砂層、砂利/砂互

層、砂分優性の砂/シルト

互層 

シルト混り細砂層、シル

ト分優性なシルト/砂互

層、砂を大量に含むシル

ト 

粘土層、シルト層 

粘土・シルトの互層 

基盤岩（ところどころ頁

岩を挟在する中生代砂

岩） 

断層で破砕質となった

部分 

上面部の風化が進んで

脆弱化した砂岩、亀裂の

多い部分など。 

マッシブな硬砂岩 

 

２-２-３ その他 

（１）砒素汚染問題への取組み 

調査団は 10 月 22 日に開催された第 3 回砒素問題会議（年 1 回開催）”Third Meeting of Arsenic 

Inter-Ministerial Subcommittee (AISC) on Arsenic Situation in Cambodia”にオブザーバーとして出席した。
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出席メンバーは次のとおりである。 

・「カ」国政府： MRD、MIME、MoH、MoE、MoWRAM および各省の州機関 

・国際機関： UNICEF、WHO、WB－WSP 

・NGO:  RDI、IDE、GRET－Kosan 

2004 年 1 月の UNICEF 報告書”Situation Analysis: Arsenic Contamination of Ground water in Cambodia”

の砒素リスクマップに示されるように、UNICEF などによるこれまでの砒素汚染調査の結果から、全

国的な砒素汚染状況が明らかになってきた。これによれば、砒素汚染の危険度の高い地域は、メコン

川、トンレサップ川および両河川の支流の周辺に限られるが、とくに汚染が深刻なのはカンダール州

のメコン川とバサック川に挟まれた地域である。 

また、これまでの調査結果では、「カ」国における砒素中毒患者は確認されていない。 

現在の砒素汚染問題への取り組みは、これまでの全国的な調査から対策に移行してきている。取組

まれている対策は以下の主にとおりである。 

１）井戸スクリーニングによる砒素汚染調査およびリスク通知 

コンポンチャム州においては、UNICEF が 2004 年 2 月から 5 月にかけて 192 村落 305 箇所、SEILA

が 2004 年 6 月から 10 月にかけて 31 村落 45 箇所のスクリーニングを実施している。 

２）代替水源開発 

NGO、民間業者などにより以下の取り組みが行われているが、いずれも対象地域は砒素汚染が深刻

なカンダール州が中心である。 

♦ 雨水利用施設建設 

♦ 改良型ダグウエル 

♦ セラミックフィルターの普及 

♦ 表流水利用パイプ給水施設建設 

 



 
 
 
 
 
 
 

第 3 章 プロジェクトの内容 



 第３章 プロジェクトの内容 

３-１ 

第３章 プロジェクトの内容 

３-１ プロジェクトの概要 

本プロジェクトにおいて実施する協力対象事業は以下のとおりである。 

 井戸掘削工事を含む給水施設の建設 

 井戸掘削に係る調査・試験に必要な資機材の調達 

 維持管理に必要な資機材の調達 

 実施機関への井戸掘削に係る品質管理及び工程管理に係る技術向上のための技術移転 

 実施機関への運営維持管理活動及び衛生教育活動実施のための技術移転 

 住民に対する運営維持管理普及啓蒙のためのソフトコンポーネント 

本プロジェクトの事業概要を PDM（Project Design Matrix）により整理すると、表  ３-１のように要

約される。また、効果指標の測定方法およびベースライン・目標値を表  ３-２および表  ３-３に示す。 
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表  ３-１ プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM） 

プロジェクトの要約 指 標 入手手段 外部条件 
上位目標 
対象地域における住民の生活環境が向

上する 

 
住民の水因性疾患の発症率 ·····A
 

 
アンケート調査 

 

 

プロジェクト目標 
対象地域における安全で安定した水の

給水率が向上する 

 
給水率······································B
 

 
深井戸など安全な水供給

施設の利用者数を推定し

その人口比を算出する。 
 

 
「 カ 」 国 の

水・衛生政策

に大幅な変更

がない。 
成 果 
1. 対象地域に給水施設が建設される。 
 
 
2. 実施機関に井戸掘削に係る調査試験

用機材が整備される。 
 
3. 実施機関の井戸掘削技術が向上する。 
 
 
4. 住民が施設を利用する。 
 
5. 運営・維持管理体制が整う。 
 

 
1. 建設された井戸本数 ············C
 
 
2. 実施機関保有機材の利用状況

·············································D
 
3. 実施機関による井戸掘削本数

·············································E
 
4. 施設利用者数 ·······················F
 
5-1.設立された WSUG の数 ····G
5-2.施設周辺の清掃回数··········H
5-3.維持管理費の徴収率··········I
5-4.対象村落と JICA/MRD 間で

の役割分担に関する契約書の

締結数································J
 

 
1 .工事実績資料 
 
 
2. 機材運用記録 
 
 
3. 実施機関の工事記録 
 
 
4. アンケート調査 
 
5-1.アンケート調査 
5-2.WSUG の活動記録 
5-3.料金徴収記録簿 
5-4.締結契約書数 
 
 
 

 
人口の急激な

増加や移動が

ない。 

投  入  
予見を超えた

干ばつや地下

水位の低下が

ない。 
 
 

活 動（番号は成果の番号に準ずる） 
 
1-1. 給水施設整備計画を策定する。 
1-2. 井戸掘削工事および給水施設建設

工事を実施する。 
 
2. 井戸掘削用調査試験機材および維

持管理用機材を調達する。 
 
3. 実施機関に井戸掘削技術を移転す

る。 
 
4-1. 実施機関が住民に衛生教育を実施

する。 
4-2. 住民が施設位置を決める。 
 
5-1. 運営維持管理計画を策定する。 
5-2. 実施機関に運営維持管理に関する

技術を移転する。 
5-3. 住民が WSUG を設立する。 
5-4. 実施機関が住民へ維持管理方法を

指導する。 

(日本側)       (カンボジア側) 
 
・給水施設建設      ・用地確保 
・調査試験用機材     ・OJT 要員 
・維持管理用機材     ・アクセス整備 
・ソフトコンポーネント  ・住民参加 
・技術移転        ・施設の運営・維持管理 
・コンサルタントサービス 

前提条件 
住民のプロジ

ェクト実施へ

の 意 欲 が あ

る。 

主管官庁：地方開発省（MRD）、 実施機関：地方開発省地方給水局（DRWS） 

WSUG（Water and Sanitation User’s Group）：水・衛生利用者組合 
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表  ３-２ プロジェクト効果指標の測定方法 

プロジェクトの効果指標 測定方法 

A. 水因性疾患の発症率 対象地域には医療機関が限られているため、患者数等の統計データは入手が困難か実

態を的確に反映していない。開発調査ではアンケートにより住民の約 40%が不衛生な

水に起因するチフスおよび下痢について問題であるとしているため、これをベースラ

インとする。チフスおよび下痢に関するアンケート調査により指標を測定する。 

B. 給水率 安全な水の供給が可能な施設による給水人口（ハンドポンプ井戸 1 箇所あたり 210 人

を基準とする）の対象村落全人口に対する割合とする。 

C. 建設された井戸本数 本プロジェクトの工事実績を記録しこれを管理する。ベースラインはゼロである。 

D. 実施機関保有機材の

利用状況 

実施機関の井戸掘削機械を使って本プロジェクトの一部が建設されるので、その際に

どの機材がどの程度の期間活用されたのかを記録する。 

E. 実施機関による井戸

掘削本数 

実施機関により本プロジェクトの一部が建設されるので、その本数を記録する。 

F. 施設利用者数 本プロジェクトで建設された給水施設を利用しているかどうかをアンケート調査に

より把握する。 

G. 設立されたWSUGの

数 

本プロジェクトで建設された給水施設の WSUG が設立されているかどうかをアンケ

ート調査により把握する。 

H. 給水施設周辺の清掃

回数 

WSUG の活動記録により、給水施設周辺の清掃回数を把握する。 

I. 維持管理費の徴収率 

 

WSUG に維持管理費の徴収記録をつけるよう指導し、この記録簿から維持管理費の徴

収率を算定する。 

J. 対 象 村 落 と

JICA/MRD 間での役

割分担に関する実施

契約書の締結数 

維持管理体制が整備された証として、WSUG と MRD（DRWS/PDRD）の役割分担を

定めた実施契約の締結状況を、アンケートにより把握する。 

 

表  ３-３ 成果指標のベースライン・目標値 

 プロジェクトの成果指標 ベースライン 目標値 

A 水因性疾患の発症率 40％ 20％ 

B 給水率 9.5％ 65％ 

C 井戸掘削本数 ０本 380 本 

D 実施機関保有機材の利用状況（稼動月数） ０ヶ月 15 ヶ月 

E 実施機関による井戸掘削本数 ０本 90 本 

F 施設利用者数（WSUG 登録者数に対する割合） 0 人 80％ 

G 設立された WSUG の数（建設された井戸数に対する割合） ０％ 80％ 

H 給水施設周辺の清掃回数（月当り清掃回数） ０回 2 回 

I 維持管理費の徴収率 ０％ 80％ 

J 対象村落－MRD 間の役割分担に関する契約の締結数 ０％ 80％ 
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３-２ 協力対象事業の基本設計 

３-２-１ 設計方針 

（１）基本方針 

１）井戸掘削機材の新規調達について 

コスト縮減のため、井戸掘削機材の新規調達は行わない方針とする。 

２）実施機関保有機材の活用 

コスト縮減のために、実施機関の保有する井戸掘削機材の能力・状態を精査のうえ、可能な限り活

用する方針とする。 

３）現地リソースの活用 

コスト縮減のために、現地調達機材（民間掘削会社保有機材）を積極的に活用する方針とする。 

４）実施対象サイトの選定 

調査実施済の 144 村落のうち、自然条件調査および社会状況調査の結果に基き、地下水開発のポテ

ンシャル（水量・水質）があり、民間業者参入の可能性がなく、住民自身が住民組織を形成して自主

的に本プロジェクトに参加する意思と給水施設の持続的維持管理を行う意思があることが明らかであ

り、給水状況が深刻な村落を対象サイトとして選定する方針とする。 

（２）自然条件に対する方針 

 対象地域の水質は概ね良好であるものの、スポット的に鉄分濃度が高いと想定される地域があ

ることから、本プロジェクトにおける鉄の水質基準設定に留意するとともに、鉄分除去装置の

設置を検討する。 

 メモット郡ではアクセスが良好でない村落があるが、これらの村落は雨季のアクセスが困難と

予想されるため、事業実施工程の策定にあたって十分配慮する。 

 カンボジア地雷除去センター（CMAC）に本プロジェクト対象地域における地雷・不発弾に対

する留意事項について情報収集を行ったが、CMAC によれば、不用意に林の中などへ入ること

を避け、住民の日常生活圏内において作業している限り問題はないとのことであった。本プロ

ジェクトの給水施設は住民の日常生活圏に建設されるため、作業にあたっての危険性はないと

判断されるが、生活圏以外の場所には近づかないなどの指示を着工に先立って関係者に周知徹

底する方針とする。 

（３）社会条件に対する方針 

開発調査で設置したパイロット給水施設において見られるように、住民による既存のハンドポンプ

付井戸施設の運営・維持管理においては、利用者からの料金徴収は一切行われていない。月極めなど
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の定期的料金徴収は現地の実情に即していないと考えられることから、適切な維持管理費の徴収方法

を検討する。 

（４）施設、機材等のグレード設定に係る方針 

１）施設 

給水施設は、維持管理費が安く住民による維持管理作業が容易な、管井戸、ハンドポンプおよび付

帯施設から構成されるレベル 1 給水システムとする。 

ハンドポンプは、住民による維持管理作業が容易で、スペアパーツ供給可能な現地代理店があり、

現地で普及している DRWS 標準タイプの Afridev とする。 

地表の汚水が井戸内へ浸透しないよう、井戸の周囲をコンクリート製のたたきで覆うとともに適当

な長さの排水溝を設ける。排水勾配を確保するために井戸周辺を盛土によりかさ上げするとともに、

将来の不当沈下によるクラックが生じないよう、たたきおよび排水溝を鉄筋で補強する。 

井戸の水質は、飲料用としての水質を満たすものとする。ただし、鉄についてはカンボジア基準値

を超える地域があると想定されるため、住民の希望により必要に応じて鉄分除去装置を設置する。 

日常的な施設の維持管理と衛生的利用の重要性についての住民意識の向上を図るために、井戸周辺

に啓蒙用看板を設置する。 

２）機材 

本プロジェクトで必要となる機材はペリアーバンプロジェクトで供与された機材を活用することを

原則とし、新規に調達する機材は必要 低限のものに絞り込む方針とする。また、維持管理の持続性

を考慮し、現地での修理およびスペアパーツ調達が可能なものを選定する。 

対象村落周辺の道路が未舗装で雨季にはアクセス条件が悪くなることから、車両は四輪駆動車とす

る。 

（５）コスト縮減に対する方針 

本プロジェクトでは、コスト縮減について以下のとおり対応する。 

１）現地調達資機材の活用 

深井戸建設工事ではセメント、鉄筋、砂利等をはじめ多くの工事用資材を現地調達する。また、現

地調達が困難な資機材については、日本国調達と第三国調達とのコスト比較を行いより安価の方を採

用する。 

２）過去の無償資金協力供与機材および現地業者の活用 

実施期間が保有する日本側が実施したこれまでの無償資金協力により供与した機材（井戸掘削機材、

支援車両、調査用機材等）を 大限活用するとともに、現地建設業者の活用を図り日本側建設業者の

要員を必要 低限とする。 
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（６）建設事情等に対する方針 

１）関連法規 

「カ」国では、1997 年に労働基準法（Labour Code）が制定され、法定労働時間、 低賃金、時間外

労働手当、有給休暇など多くの労働基準が設定されている。 

現地労働者の各種手当については、現地の労務費見積価格（基準単価）をベースに「カ」国労働法

で定める諸手当を加算して設定するものとする。 

２）荷揚げ港及び道路条件 

本プロジェクトで調達される機材は、国際港であるシアヌークビル港に荷揚げされる。荷揚げ、通

関はシアヌークビル港にて行われ、プノンペン経由でコンポンチャム州のプロジェクトサイトへと陸

送する。シアヌークビル港からプノンペンおよびコンポンチャム州対象サイトまでの道路は舗装整備

されており、陸送に問題はない。 

３）建設材料 

建設工事に必要な資機材は可能な限り、現地調達を行う。ただし、現地調達が不可能な資機材、も

しくは品質および流通に問題があり、一定期間内に入手が困難な資機材については、日本または第三

国から輸入する。なお、現地調達が不可能な資機材については、日本調達と第三国調達のコスト比較

を行い、より安価な方を採用する。 

本プロジェクトで使用する建設材料の多くは現地調達可能である。セメント、PVC パイプなどはカ

ンボジア国内で生産されていないが、タイ製品が一般的に流通しているためタイ製品をカンボジア国

内で現地調達する。 

４）ハンドポンプ 

ハンドポンプは Afridev が「カ」国の標準タイプである。Afridev にはインド製のオリジナル製品お

よびカンボジア製のコピー製品の 2種類が存在するが、コピー製品は品質が悪く故障が多いことから、

DRWS はオリジナル製品を推奨している。インド製 Afridev の販売代理店が現地にあることから、販売

代理店を通してインド製のオリジナル製品を現地調達する。 

５）調達機材 

車両、モーターバイク、電化製品（コンピューター、ビデオカメラ等）などの調達機材は将来の維

持管理を考慮して、プノンペン市内に代理店、サービス工場などを置くメーカーの製品を調達するこ

とを基本とする。 

（７）実施機関保有機材の活用に係る方針 

実施機関である地方開発省（以下、MRD）地方給水局（以下、DRWS）保有機材の中には、本プロ

ジェクトの規模・仕様に見合う井戸掘削を実施できる能力を有する井戸掘削機材があるため、コスト

縮減の観点から、これら機材の能力、状態、使用予定などを精査の上、可能な限り活用する方針とす
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る。 

（８）現地調達機材の活用に係る方針 

「カ」国の民間掘削会社の中には、本プロジェクトの規模・仕様に見合う井戸掘削を実施できる能

力を有する井戸掘削機材を保有しているものがあり、これらの機材は本プロジェクトにおいて活用可

能と判断される。現地で井戸掘削機材を調達すれば、日本や第 3 国から機材を調達するよりもコスト

を低減できるため、本プロジェクトにおいて積極的に活用する方針とする。 

（９）技術移転に係る方針 

１）井戸掘削技術 

DRWS および民間業者ともに井戸掘削技術は十分ではない。とくに井戸掘削に係る物理探査、孔内

検層、揚水試験などの調査試験技術については、前述のとおり必要となる資機材すら十分に保有して

いない状況である。これらの技術は、井戸掘削成功率を高めることや良好な帯水層を選定して有効に

取水するために必要であり、実施機関がこれらの技術を習得して民間業者に対して普及・指導してい

くことが、今後の「カ」国全体の井戸掘削技術向上のために必要である。 

このため、本プロジェクトにおいて井戸掘削に係る技術移転を実施し、DRWS の井戸掘削技術の向

上を図る方針とする。 

２）運営・維持管理 

「カ」国側より、ペリアーバンプロジェクトで実施された運営・維持管理および衛生教育に係るソ

フトコンポーネントについて、「非常に有効であり、今後の他プロジェクトの手本となるものである」

との高い評価があった。本プロジェクトにおいても引き続き運営・維持管理および衛生教育に係るソ

フトコンポーネントを導入し、DRWS のファシリテーターとしての技術水準を向上させるとともに、

MRD の地方機関であるコンポンチャム州地方開発局（以下、PDRD）に対してファシリテーターとし

ての技術移転を実施する方針とする。 

（１０）工法／調達方法、工期に係る方針 

１）工法 

本プロジェクトで採用する井戸掘削工法は、エアハンマーによる DTH 掘削法および泥水循環式ロー

タリー掘削法の 2 種類である。 

その他工事においては、特別な技術を必要とする工法はない。 

２）調達方法 

本プロジェクトの調達対象機材はカンボジア国内で生産されていない。将来の維持管理において重

要となるスペアパーツの供給、アフターサービスなどについて、日本製品で問題がないことがペリア

ーバンプロジェクトにおいて確認されているため、調達機材は基本的に日本製品とする。ただし、日

本メーカーの生産拠点が海外に移転したもの、日本製品では 1 社に限定されてしまうものなどについ
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ては第三国製品の調達を検討する。また、コンピューターやビデオカメラなど現地代理店から調達し

た方が、アフターサービスにおいて利便性が図られるものについては、現地調達を検討する。 

３）工期 

降雨・アクセスなどの現地自然条件、建設施設数、井戸掘削班の編成などを検討のうえ、工程計画

を策定し、必要に応じて期分けする。 

３-２-２ 基本計画（施設計画／機材計画） 

（１）協力対象事業の全体概要 

 現地調査実施済の 144 村落のうち自然条件調査および社会状況調査の結果に基き、地下水開発

のポテンシャル（水量・水質）があり、民間業者参入の可能性がなく、住民自身が住民組織を

形成して自主的に本プロジェクトに参加する意思と給水施設の持続的維持管理を行う意思が

あることが明らかな、給水状況が深刻な村落を対象に給水施設の建設を行なう。給水施設は、

維持管理費が安くかつ住民による維持管理が容易な管井戸、ハンドポンプおよび付帯施設から

なる施設とする。 

 機材調達については、DRWS の井戸掘削技術向上のために必要な調査試験用機材および DRWS、

PDRD および郡地方開発事務所（以下、DOD）が住民による維持管理を支援していくために必

要な維持管理用機材を調達する。 

 プロジェクト設計監理のためのコンサルタント業務を実施する。 

 実施機関の井戸掘削技術向上のために必要な技術者を派遣する。 

 実施機関による運営・維持管理活動および衛生教育活動を支援するためのソフトコンポーネン

トを実施する。 

（２）実施対象村落の選定 

現地調査開始前の調査対象村落数は 142 村落であったが、2 村落については「中部地下水開発計画

調査」（以下、開発調査）以降に村落が 2 つに分割されたことが現地調査の中であきらかとなったた

め、調査実施村落の合計は 144 村落となった。 

現地調査の結果、調査対象地域南西部の Ou Rieng Ov 郡周辺では、開発調査時（2001 年）に比べて

既存井戸がかなり増加しているが、これは民間業者による安い井戸が多く建設されているためと考え

られる。この地域では今後も民間による安い井戸が普及していくことが予想されるため、選定クライ

テリアに追加し、実施対象から除外することとした。 

また、調査対象村落の中に民間活用による鉱山・水・エネルギー省（以下、MIME）－世界銀行（以

下、WB）パイプ給水プロジェクトの候補村落が存在する。将来、民間事業者によるパイプ給水事業が

実施された場合には、本計画で建設する給水施設は給水事業に影響を及ぼすと考えられるが、現段階

では事業実施の見通しはたっていない。また、カンボジア国（以下、「カ」国）側コメントのように、

パイプ給水事業が開始されたとしても水料金の支払い能力がなく安全な水の供給を受けられない貧困
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層が存在すると考えられる。このため、当面の緊急性および貧困層への必要性を勘案し、これらの救

済のためのクライテリアを設定し、 低限の数の給水施設を設置することとした。 

以上を踏まえて、自然条件調査および社会状況調査の結果よりクライテリアに基く選定を行った結

果、実施対象とする村落数は 115 村落となった。図  ３-１に実施対象村落選定結果のフローチャートを、

また表  ３-４に現地調査結果および実施対象村落選定結果を示す。
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図  ３-１ 実施対象村落選定結果フローチャート
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287A, 290, 292, 307, 310, 325,
327, 337, 338, 340, 341, 346

優先度５
村落数：６

Village ID No.:
7, 10, 12, 21,

96A, 96B
貧困層救済

（村落当り1箇所
のみ設置）

村内の既存HP
井戸の有無
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表  ３-４ 現地調査結果および実施対象村落選定結果 

 

 

 

 

 

 

 

District Commune ID Village 選定結果
人口2004 道路アクセ

ス
洪水位1m

以上
地下水質 民間井戸増

加
村民の収入

額
修繕費の支
払意思額

既存水道施
設

他の給水計
画

既存井戸数
2001年

既存井戸数
2004年

必要井戸数
2010年

必要追加数
2010年

VDCの有無 ランク

Memot Dar 7 Dar Cheung 798 Y N OK 1,040,000 2,200 N MIME 0 0 4 4 Y 5

Memot Dar 8 Dar Lech 1,280 Y N OK 1,300,000 6,000 N MIME 0 1 7 6 N -

Memot Dar 9 Dar Phsar 1,359 Y N OK 1,100,000 4,600 N MIME 3 1 7 6 Y -

Memot Dar 10 Dar Kandaol 2,301 Y N OK 1,020,000 5,000 N MIME 4 0 12 12 N 5

Memot Dar 11 Prampir Meakkakra 1,100 Y N OK 1,400,000 6,800 N 0 0 6 6 Y 1

Memot Dar 12 Dar Tboung 997 Y N OK 1,300,000 5,000 N MIME 1 0 5 5 Y 5

Memot Dar 13 Triek 448 Y N OK 940,000 2,200 N 0 0 2 2 Y 1

Memot Dar 14 Spean 2,230 Difficult N OK 2,680,000 5,600 N 7 6 12 6 Y 3

Memot Dar 15 Meaek Puk 590 Difficult N OK 1,460,000 1,100 N 0 1 3 2 N 4

Memot Dar 16 Srae Chroam 945 Y N OK 860,000 1,800 N 0 0 5 5 Y 1

Memot Dar 17 Chhngar Cheung 880 Y N OK 1,760,000 3,200 N 0 0 5 5 N 2

Memot Dar 18 Chhngar Kandal 420 Y N OK 1,400,000 5,400 N 0 0 2 2 N 2

Memot Dar 19 Samraong Cheung 550 Y N OK 2,700,000 4,400 N 0 1 3 2 Y 3

Memot Dar 21 Beng 410 Y N OK 1,340,000 5,800 N MIME 0 0 2 2 Y 5

Memot Rung 22 Chambak 1,013 Y N OK 820,000 3,800 N 0 0 5 5 Y 1

Memot Rung 24 Doun Roadth Ti Pir 527 Y N OK 1,230,000 4,200 N 0 0 3 3 Y 1

Memot Rung 25 Bos 590 Y N OK 920,000 1,400 N 0 0 3 3 N 2

Memot Rung 26 Choam Tuk 660 Difficult N OK 780,000 2,600 N 2 0 3 3 Y 1

Memot Rung 27 Rung 577 Difficult N OK 620,000 1,800 N 0 0 3 3 Y 1

Memot Rung 28 Taonh 380 Y N OK 880,000 5,200 N 1 1 2 1 Y 3

Memot Rung 29 Doung 482 Difficult N OK 1,060,000 1,900 N 0 0 3 3 Y 1

Memot Rung 30 Beng 579 Difficult N OK 600,000 2,200 N 0 0 3 3 Y 1

Memot Rung 31 Masin 710 Y N OK 960,000 800 N 0 0 4 4 Y 1

Memot Rung 33 Soutey 1,107 Y N OK 880,000 1,900 N 0 0 6 6 Y 1

Memot Rung 34 Trapeang Ruessei 1,153 Difficult N OK 940,000 2,900 N 0 0 6 6 Y 1

Memot Chan Mul 35 Thlok 780 Y N OK 720,000 700 N 0 0 4 4 Y 1

Memot Chan Mul 36 Chan Mul 1,167 Y N OK 740,000 3,200 N 1 1 6 5 Y 3

Memot Chan Mul 37 S'am 868 Y N OK 820,000 2,000 N 0 0 5 5 Y 1

Memot Chan Mul 38 Srae Ta Nong Kaeut 362 Y N OK 880,000 3,000 N 1 1 2 1 Y 3

Memot Chan Mul 39 Srae Ta Nong Lech 350 Difficult N OK 1,080,000 1,700 N 0 0 2 2 Y 1

Memot Chan Mul 44 Kor 531 Y N OK 880,000 2,600 N 0 0 3 3 Y 1

Memot Tonlung 47 Kdol Leu 426 Difficult N OK 840,000 1,300 N 0 0 2 2 N 2

Memot Tonlung 48 Changkum Kandal 956 Y N OK 1,620,000 1,200 N 0 0 5 5 Y 1

Memot Tonlung 50 Beng Kaong 520 Y N OK 1,350,000 900 N 0 0 3 3 N 2

Memot Tonlung 54 Kdol Kraom 845 Y N OK 1,040,000 1,500 N 0 0 4 4 N 2

Memot Tonlung 55 Sla Phnum 789 Y N OK 1,600,000 4,400 N 0 1 4 3 N 4

Memot Tonlung 56 Pong Tuek 1,865 Y N OK 940,000 3,020 N 0 0 10 10 N 2

Memot Rumchek 59 Pnov 550 Y N OK 1,956,000 7,400 N 0 0 3 3 Y 1

Memot Rumchek 60 Kantuot 568 Y N OK 1,840,000 5,100 N 0 0 3 3 Y 1

Memot Rumchek 62 Chheu Khloem 878 Y N OK 910,000 1,440 N 0 0 5 5 Y 1

Memot Rumchek 63 Kampey 943 Y N OK 334,000 440 N 0 0 5 5 Y 1

Memot Rumchek 64 Khpob 1,363 Y N OK 1,900,000 8,600 N 0 0 7 7 Y 1

Memot Memot 68 Memot Phsar 3,155 Y N OK 3,200,000 10,000 Y MIME 0 1 16 15 N -

Memot Memot 73 Choam M'aor 386 Y N OK 1,240,000 1,700 N 0 1 2 1 Y 3

Memot Memot 74 Trabaek 975 Y N OK 1,300,000 4,900 N 0 0 5 5 Y 1

Memot Memot 75 Nang Krapeu 362 Y N OK 1,040,000 5,000 N 0 0 2 2 N 2

Memot Memot 76 Trapeang Reang 1,774 Y N OK 2,360,000 3,900 N 0 0 9 9 Y 1

Memot Memot 78 Sangkom Mean Chey Chas 849 Y N OK 1,080,000 4,400 N 1 1 4 3 N 4

Memot Memot 79 Chi Peh 997 Y N OK 1,740,000 3,100 N 0 0 5 5 Y 1

Memot Memot 80 Chhngar Sala 370 Y N OK 1,000,000 3,200 N 0 0 2 2 Y 1

Memot Memot 81 Mukh Kras 610 Y N OK 1,020,000 3,200 N 0 0 3 3 N 2

Memot Tramung 82 Tramaeng Leu 378 Y N OK 760,000 2,000 N 0 0 2 2 Y 1

Memot Tramung 85 Tramung 944 Y N OK 600,000 2,200 N 2 2 5 3 Y 3

Memot Tramung 86 Choam Triek 1,198 N N OK 1,340,000 1,700 N MIME 1 1 6 5 Y -

現地調査結果
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 District Commune ID Village 選定結果
人口2004 道路アクセ

ス
洪水位1m

以上
地下水質 民間井戸増

加
村民の収入

額
修繕費の支
払意思額

既存水道施
設

他の給水計
画

既存井戸数
2001年

既存井戸数
2004年

必要井戸数
2010年

必要追加数
2010年

VDCの有無 ランク

Memot Tramung 87 Roung Chakr Skar 307 Y N OK 1,196,000 2,400 N 0 0 2 2 N 2

Memot Tramung 88 Andoung Thma Leu 422 Difficult N OK 580,000 600 N 0 0 2 2 N 2

Memot Tramung 89 Andoung Thma Kraom 294 Difficult N OK 600,000 340 N 0 0 2 2 N 2

Memot Tramung 90 Doung 359 Y N OK 1,000,000 2,000 N 1 1 2 1 N 4

Memot Tramung 91 Choam Trav 490 Y N OK 700,000 1,700 N 0 0 3 3 N 2

Memot Tramung 92 Chhuk 661 Difficult N OK 1,340,000 8,600 N 0 1 3 2 N 4

Memot Tramung 93 Ngeu Thum 645 Y N OK 1,140,000 700 N 1 0 3 3 N 2

Memot Tramung 96A Khnong Krapeu Kaeut 1,952 Y N OK 3,580,000 8,000 Y MIME 0 0 10 10 N 5

Memot Tramung 96B Khnong Krapeu Lech 2,400 Y N OK 2,300,000 5,000 N MIME 0 13 13 N 5

Memot Tramung 100 Chrey 527 Difficult N OK 2,060,000 1,800 N 0 0 3 3 N 2

Memot Kampoan 101 Lour 1,802 Y N OK 1,400,000 3,300 N 1 1 9 8 N 4

Memot Kampoan 102 Kampoan 1,600 Y N OK 1,320,000 3,400 N 2 1 8 7 Y 3

Memot Kampoan 104 Srae Saom Thmei 1,053 Y N OK 1,800,000 6,000 N 0 1 5 4 Y 3

Memot Kampoan 105 Srae Saom Chas 602 Y N OK 1,560,000 1,320 N 0 2 3 1 N 4

Memot Kampoan 106 Tuek Tum 1,000 Y N OK 1,660,000 3,800 N 0 1 5 4 N 4

Memot Kampoan 107 Chhloung Muoy 1,278 Y N OK 4,100,000 5,800 N 5 7 2 N 4

Memot Kampoan 108 Chhloung Pir 797 Y N OK 2,240,000 3,200 N 3 4 1 N 4

Memot Kampoan 109 Chhloung Bei 560 Y N OK 1,660,000 3,400 N 0 3 3 N 2

Memot Kokir 110 Srae Poul 799 Y N OK 1,242,000 1,600 N 0 0 4 4 N 2

Memot Kokir 111 Kokir Cheung 1,498 Y N OK 916,000 820 N 1 0 8 8 Y 1

Memot Kokir 112 Kokir Tboung 1,021 Y N OK 3,300,000 7,700 N 0 1 5 4 Y 3

Memot Kokir 113 Tuol Thma 671 Y N OK 1,010,000 675 N 0 0 4 4 Y 1

Memot Kokir 115 Kngaok 770 Difficult N OK 1,160,000 1,900 N 0 1 4 3 N 4

Memot Kokir 116 Preaek Puoy 1,127 Y N OK 1,140,000 4,000 N 0 0 6 6 N 2

Memot Choam Ta Mau 120 Thnal Kaeng 350 Y N OK 1,240,000 1,500 N 0 0 2 2 N 2

Memot Choam Ta Mau 121 Thma Totueng Tboung 380 Difficult N OK 1,260,000 4,300 N 2 0 2 2 N 2

Memot Choam Ta Mau 124 Sampov Lun 819 Difficult N OK 1,500,000 1,540 N 0 0 4 4 N 2

Memot Choam Ta Mau 125 Chumnum Pol 665 Difficult N OK 860,000 1,600 N 0 0 3 3 Y 1

Memot Choam Ta Mau 126 Kantuot 787 Difficult N OK 1,760,000 9,000 N 0 1 4 3 N 4

Memot Choam Ta Mau 127 Angkam 437 Difficult N OK 1,680,000 1,900 N 0 1 2 1 Y 3

Memot Choam Ta Mau 130 Bos Ta Oem 1,072 Difficult N OK 2,000,000 2,200 N 0 0 6 6 Y 1

Memot Memong 132 Memong 1,456 Difficult N OK 1,100,000 1,200 N 0 1 8 7 Y 3

Memot Memong 136 Triek 401 Difficult N OK 900,000 1,000 N 0 0 2 2 Y 1

Memot Memong 137 Choam Khyang 405 Difficult N OK 1,180,000 1,100 N 0 0 2 2 Y 1

Memot Memong 138 Sangkae Thmei 915 Difficult N OK 1,840,000 4,300 N 0 0 5 5 Y 1

Memot Memong 139 Sangkae Chas 1,052 Difficult N OK 2,300,000 7,600 N 0 0 5 5 Y 1

Memot Choam Kravien 141 Khcheay 600 Y N OK 1,280,000 2,700 N 2 0 3 3 N 2

Memot Choam Kravien 143 Satum 1,195 Y N OK 720,000 3,200 N 0 1 6 5 N 4

Memot Choam Kravien 144 Kravien Cheung 540 Y N OK 880,000 2,900 N 0 0 3 3 N 2

Memot Choam Kravien 147 Chrey Laeung 350 Y N OK 560,000 2,000 N 1 0 2 2 N 2

Memot Choam 159 Boeng Chroung 562 Y N OK 1,100,000 3,000 N 0 0 3 3 Y 1

Memot Choam 160 Choam Ampil 489 Difficult N OK 720,000 2,400 N 0 0 3 3 Y 1

Memot Choam 162 Cheung 490 Difficult N OK 620,000 4,400 N 0 0 3 3 Y 1

Memot Choam 163 Leach Leu 602 Difficult N OK 790,000 1,800 N 0 0 3 3 Y 1

Memot Choam 167 Ngiev 668 Difficult N OK 2,500,000 2,000 N 0 0 3 3 N 2

Memot Choam 168 Leach Kraom 1,092 Under repair N OK 780,000 2,500 N 0 0 6 6 Y 1

Ponhea Kraek Popel 169 Tuol Kandal 700 Y N OK 1,820,000 3,000 N 0 0 4 4 Y 1

Ponhea Kraek Popel 170 Srah 725 Y N OK 1,520,000 800 N 3 10 4 -6 Y -

Ponhea Kraek Popel 171 khsak 1,453 Y N OK 2,500,000 4,300 N 2 1 8 7 N 4

Ponhea Kraek Popel 172 Popel 1,349 Y N OK 1,500,000 2,000 N 0 11 7 -4 Y -

Ponhea Kraek Kandaol Chrum 179 Tuol Chamkar 821 Y N OK 1,300,000 1,040 N 3 0 4 4 Y 1

現地調査結果
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District Commune ID Village 選定結果
人口2004 道路アクセ

ス
洪水位1m

以上
地下水質 民間井戸増

加
村民の収入

額
修繕費の支
払意思額

既存水道施
設

他の給水計
画

既存井戸数
2001年

既存井戸数
2004年

必要井戸数
2010年

必要追加数
2010年

VDCの有無 ランク

Ponhea Kraek Kandaol Chrum 180 Sbaek Kueu 873 Y N OK 1,320,000 800 N 3 8 5 -3 Y -

Dambae Chong Cheach 227 Cheach Cheung 1,368 Y N OK 1,060,000 1,400 N 0 0 7 7 Y 1

Tboung Khmum Kor 264 Veal Khmum 2,316 Y N OK 960,000 3,100 N 0 18 12 -6 Y -

Tboung Khmum Moung Rieng 267 Thnong 1,130 Y N OK 2,060,000 3,600 N 0 0 6 6 Y 1

Tboung Khmum Moung Rieng 268 Mong Ti Prammuoy 660 Y N OK 1,660,000 1,800 N 0 0 3 3 Y 1

Tboung Khmum Moung Rieng 269 Mong Ti Prampir 797 Y N OK 1,300,000 1,100 N 1 1 4 3 Y 3

Tboung Khmum Sralab 271 Trapeang Sangkae 588 Y N OK 1,180,000 1,200 N 0 0 3 3 Y 1

Tboung Khmum Anhchaeum 272 Trapeang Chak 549 Y N OK 460,000 800 N 0 0 3 3 Y 1

Tboung Khmum Anhchaeum 273 Chheu Teal Chrum 589 Y N OK 990,000 1,300 N 0 1 3 2 N 4

Tboung Khmum Lngieng 284 Lvea Thum 755 Y N OK 1,340,000 3,400 N 2 4 4 0 Y -

Tboung Khmum Lngieng 285 Lngieng 868 Y N OK 1,220,000 2,700 N 0 0 5 5 Y 1

Tboung Khmum Vihear Luong 287A Pnov 658 Y N OK 2,200,000 5,700 N 0 4 3 -1 Y -

Tboung Khmum Vihear Luong 287B Kien Rung 407 Y N OK 2,480,000 2,000 N 0 2 2 Y 1

Tboung Khmum Vihear Luong 289 Prasrae Leu 547 Y N OK 2,660,000 1,900 N 0 1 3 2 Y 3

Tboung Khmum Suong 290 Prey Totueng 643 Y N OK 1,480,000 1,100 N 0 4 3 -1 Y -

Tboung Khmum Suong 291 Chrak Poun 719 Y N OK 1,020,000 2,410 N 2 0 4 4 Y 1

Tboung Khmum Suong 292 Ponnareay 1,503 Y N OK 2,400,000 11,000 N 7 26 8 -18 Y -

Tboung Khmum Thma Pechr 294 Chambak 1,216 Y N OK 1,520,000 6,400 N 2 0 6 6 Y 1

Tboung Khmum Thma Pechr 295 Chies Ti Muoy 1,013 Y N OK 2,020,000 10,000 N 3 1 5 4 N 4

Tboung Khmum Roka Po Pram 297 Trapeang Khla 2,220 Y N OK 1,560,000 6,000 N 2 1 12 11 Y 3

Tboung Khmum Roka Po Pram 298 Ta Pav Bampenh Tes 2,700 Y N OK 1,140,000 3,200 N 0 0 14 14 N 2

Tboung Khmum Roka Po Pram 299 Pong Tuek 1,712 Y N OK 1,620,000 1,400 N 0 1 9 8 N 4

Tboung Khmum Chirou Pir 304 Srae Siem 2,436 Y N OK Y 1,460,000 4,700 N 8 12 13 1 Y -

Tboung Khmum Chirou Pir 305 Tuol Vihear 2,299 Y N OK Y 860,000 1,800 N 3 7 12 5 Y -

Ou Reang Ov Damrel 307 Tuol 377 Y N OK Y 680,000 3,800 N 0 14 2 -12 Y -

Ou Reang Ov Mien 310 Prey Sambuor Lech 862 Y N OK Y 860,000 2,000 N 0 12 5 -7 N -

Ou Reang Ov Kong Chey 315 Soeng 698 Y N OK Y 940,000 5,000 N 0 1 4 3 Y -

Ou Reang Ov Kong Chey 317 Changva 312 Y N OK Y 1,300,000 4,100 N 1 1 2 1 N -

Ou Reang Ov Kong Chey 320 Prum Khet 352 Y N OK Y 1,060,000 1,400 N 0 0 2 2 Y -

Ou Reang Ov Kong Chey 324 Stueng Chey 647 Y N OK Y 920,000 3,000 N 1 3 3 0 N -

Ou Reang Ov Chak 325 Chamlak 703 Y N OK Y 680,000 1,800 N MIME 1 7 4 -3 N -

Ou Reang Ov Chak 327 Pring 746 Y N OK Y 1,860,000 0 N MIME 2 15 4 -11 N -

Ou Reang Ov Tuol Sophi 332 Poung 862 Y N OK Y 1,840,000 3,600 N 1 2 5 3 N -

Ou Reang Ov Tuol Sophi 337 Thma Da Lech 686 Y N OK Y 1,720,000 8,320 N 0 11 4 -7 N -

Ou Reang Ov Tuol Sophi 338 Thma Da Kaeut 540 Y N OK Y 1,200,000 1,100 N 0 6 3 -3 N -

Ou Reang Ov Preah Theat 340 Tuol Khleang 1,157 Y N OK Y 880,000 700 N 5 28 6 -22 N -

Ou Reang Ov Preah Theat 341 Preah Theat Kandal 570 Y N OK Y 760,000 3,220 N 2 13 3 -10 N -

Ou Reang Ov Ampil Ta Pok 346 Svay Roluos 800 Y N OK Y 900,000 2,500 N 1 8 4 -4 N -

Ou Reang Ov Ampil Ta Pok 351 Meas Snae 897 N N OK Y 1,760,000 1,100 N 0 0 5 5 N -

合計 129,630 1,351,833 3,162

村落数 144 115

*: 井戸設置数基準　210人に1箇所（四捨五入）

**: 人口増加率　1.55 %/年

現地調査結果
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（３）施設計画 

１）給水計画 

DRWS との協議結果を踏まえた以下の諸元に基き給水計画を策定した。 

 計画目標年次：     2010 年 

 計画基準給水量：     40 ㍑／人／日 

 ハンドポンプの実用揚水能力（Afridev）：  15～20 ㍑／分 

 ハンドポンプの運転時間：    8 時間／日 

 ハンドポンプ付深井戸の計画給水量：   8,400 ㍑／日 

 ハンドポンプ付深井戸 1 箇所当りの給水人口：  210 人／箇所 

２）給水施設設置数 

クライテリアに基き実施対象村落として選定された 115 村落に対して、以下の条件により算出した

給水施設設置数を表  ３-５に示す。 

 計画給水人口（2010 年）をハンドポンプ付深井戸 1 箇所当りの給水人口（210 人）で除した値

（四捨五入）を設置数とする。 

 上記の算定方法を適用した場合、人口が集中する村落においては設置数が多くなる。一般的に、

同一村落内にハンドポンプ井戸を６～７箇所以上建設する場合は、パイプ給水施設 1 箇所を建

設する場合に比べて、コストは割高となってしまう。このような場合には、パイプ給水施設と

すれば建設コストを低減することができるが、対象地域の現状ではパイプ給水施設の維持管理

は困難である。よって、コスト縮減の観点および予算内でなるべく多くの村落をカバーすると

いう観点から、村落あたりのハンドポンプ給水施設設置数に上限（5 箇所）を設定する。 

 MIME-WB パイプ給水候補村落については、現時点ではプロジェクト実施の見通しがたってい

ないことおよびサービスを享受できない貧困層が存在すると考えられことから、緊急性および

貧困層救済に配慮して、これらの村落においては 低限の数（既存井戸がない場合にのみ 1 箇

所）の給水施設を設置する。 
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表  ３-５ 給水施設設置数 

 

 

 

District Commune ID Village 選定結果 人口 予測人口 既存井戸数 必要井戸数 必要追加数

ランク 2004年 2010年 2004年 2010年 2010年 上限5箇所 貧困層救済 合計

Memot Dar 7 Dar Cheung 5 798 875 0 4 4 0 1 1

Memot Dar 10 Dar Kandaol 5 2,301 2,523 0 12 12 0 1 1

Memot Dar 11 Prampir Meakkakra 1 1,100 1,206 0 6 6 5 0 5

Memot Dar 12 Dar Tboung 5 997 1,093 0 5 5 0 1 1

Memot Dar 13 Triek 1 448 491 0 2 2 2 0 2

Memot Dar 14 Spean 3 2,230 2,446 6 12 6 5 0 5

Memot Dar 15 Meaek Puk 4 590 647 1 3 2 2 0 2

Memot Dar 16 Srae Chroam 1 945 1,036 0 5 5 5 0 5

Memot Dar 17 Chhngar Cheung 2 880 965 0 5 5 5 0 5

Memot Dar 18 Chhngar Kandal 2 420 461 0 2 2 2 0 2

Memot Dar 19 Samraong Cheung 3 550 603 1 3 2 2 0 2

Memot Dar 21 Beng 5 410 450 0 2 2 0 1 1

Memot Rung 22 Chambak 1 1,013 1,111 0 5 5 5 0 5

Memot Rung 24 Doun Roadth Ti Pir 1 527 578 0 3 3 3 0 3

Memot Rung 25 Bos 2 590 647 0 3 3 3 0 3

Memot Rung 26 Choam Tuk 1 660 724 0 3 3 3 0 3

Memot Rung 27 Rung 1 577 633 0 3 3 3 0 3

Memot Rung 28 Taonh 3 380 417 1 2 1 1 0 1

Memot Rung 29 Doung 1 482 529 0 3 3 3 0 3

Memot Rung 30 Beng 1 579 635 0 3 3 3 0 3

Memot Rung 31 Masin 1 710 779 0 4 4 4 0 4

Memot Rung 33 Soutey 1 1,107 1,214 0 6 6 5 0 5

Memot Rung 34 Trapeang Ruessei 1 1,153 1,264 0 6 6 5 0 5

Memot Chan Mul 35 Thlok 1 780 855 0 4 4 4 0 4

Memot Chan Mul 36 Chan Mul 3 1,167 1,280 1 6 5 5 0 5

Memot Chan Mul 37 S'am 1 868 952 0 5 5 5 0 5

Memot Chan Mul 38 Srae Ta Nong Kaeut 3 362 397 1 2 1 1 0 1

Memot Chan Mul 39 Srae Ta Nong Lech 1 350 384 0 2 2 2 0 2

Memot Chan Mul 44 Kor 1 531 582 0 3 3 3 0 3

Memot Tonlung 47 Kdol Leu 2 426 467 0 2 2 2 0 2

Memot Tonlung 48 Changkum Kandal 1 956 1,048 0 5 5 5 0 5

Memot Tonlung 50 Beng Kaong 2 520 570 0 3 3 3 0 3

Memot Tonlung 54 Kdol Kraom 2 845 927 0 4 4 4 0 4

Memot Tonlung 55 Sla Phnum 4 789 865 1 4 3 3 0 3

Memot Tonlung 56 Pong Tuek 2 1,865 2,045 0 10 10 5 0 5

Memot Rumchek 59 Pnov 1 550 603 0 3 3 3 0 3

Memot Rumchek 60 Kantuot 1 568 623 0 3 3 3 0 3

Memot Rumchek 62 Chheu Khloem 1 878 963 0 5 5 5 0 5

Memot Rumchek 63 Kampey 1 943 1,034 0 5 5 5 0 5

Memot Rumchek 64 Khpob 1 1,363 1,495 0 7 7 5 0 5

Memot Memot 73 Choam M'aor 3 386 423 1 2 1 1 0 1

Memot Memot 74 Trabaek 1 975 1,069 0 5 5 5 0 5

Memot Memot 75 Nang Krapeu 2 362 397 0 2 2 2 0 2

Memot Memot 76 Trapeang Reang 1 1,774 1,946 0 9 9 5 0 5

Memot Memot 78 Sangkom Mean Chey Chas 4 849 931 1 4 3 3 0 3

Memot Memot 79 Chi Peh 1 997 1,093 0 5 5 5 0 5

Memot Memot 80 Chhngar Sala 1 370 406 0 2 2 2 0 2

Memot Memot 81 Mukh Kras 2 610 669 0 3 3 3 0 3

Memot Tramung 82 Tramaeng Leu 1 378 415 0 2 2 2 0 2

Memot Tramung 85 Tramung 3 944 1,035 2 5 3 3 0 3

Memot Tramung 87 Roung Chakr Skar 2 307 337 0 2 2 2 0 2

Memot Tramung 88 Andoung Thma Leu 2 422 463 0 2 2 2 0 2

Memot Tramung 89 Andoung Thma Kraom 2 294 322 0 2 2 2 0 2

Memot Tramung 90 Doung 4 359 394 1 2 1 1 0 1

Memot Tramung 91 Choam Trav 2 490 537 0 3 3 3 0 3

Memot Tramung 92 Chhuk 4 661 725 1 3 2 2 0 2

Memot Tramung 93 Ngeu Thum 2 645 707 0 3 3 3 0 3

Memot Tramung 96A Khnong Krapeu Kaeut 5 1,952 2,141 0 10 10 0 1 1

Memot Tramung 96B Khnong Krapeu Lech 5 2,400 2,632 0 13 13 0 1 1

井戸建設数
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District Commune ID Village 選定結果 人口 予測人口 既存井戸数 必要井戸数 必要追加数

ランク 2004年 2010年 2004年 2010年 2010年 上限5箇所 貧困層救済 合計

Memot Tramung 100 Chrey 2 527 578 0 3 3 3 0 3

Memot Kampoan 101 Lour 4 1,802 1,976 1 9 8 5 0 5

Memot Kampoan 102 Kampoan 3 1,600 1,755 1 8 7 5 0 5

Memot Kampoan 104 Srae Saom Thmei 3 1,053 1,155 1 5 4 4 0 4

Memot Kampoan 105 Srae Saom Chas 4 602 660 2 3 1 1 0 1

Memot Kampoan 106 Tuek Tum 4 1,000 1,097 1 5 4 4 0 4

Memot Kampoan 107 Chhloung Muoy 4 1,278 1,402 5 7 2 2 0 2

Memot Kampoan 108 Chhloung Pir 4 797 874 3 4 1 1 0 1

Memot Kampoan 109 Chhloung Bei 2 560 614 0 3 3 3 0 3

Memot Kokir 110 Srae Poul 2 799 876 0 4 4 4 0 4

Memot Kokir 111 Kokir Cheung 1 1,498 1,643 0 8 8 5 0 5

Memot Kokir 112 Kokir Tboung 3 1,021 1,120 1 5 4 4 0 4

Memot Kokir 113 Tuol Thma 1 671 736 0 4 4 4 0 4

Memot Kokir 115 Kngaok 4 770 844 1 4 3 3 0 3

Memot Kokir 116 Preaek Puoy 2 1,127 1,236 0 6 6 5 0 5

Memot Choam Ta Mau 120 Thnal Kaeng 2 350 384 0 2 2 2 0 2

Memot Choam Ta Mau 121 Thma Totueng Tboung 2 380 417 0 2 2 2 0 2

Memot Choam Ta Mau 124 Sampov Lun 2 819 898 0 4 4 4 0 4

Memot Choam Ta Mau 125 Chumnum Pol 1 665 729 0 3 3 3 0 3

Memot Choam Ta Mau 126 Kantuot 4 787 863 1 4 3 3 0 3

Memot Choam Ta Mau 127 Angkam 3 437 479 1 2 1 1 0 1

Memot Choam Ta Mau 130 Bos Ta Oem 1 1,072 1,176 0 6 6 5 0 5

Memot Memong 132 Memong 3 1,456 1,597 1 8 7 5 0 5

Memot Memong 136 Triek 1 401 440 0 2 2 2 0 2

Memot Memong 137 Choam Khyang 1 405 444 0 2 2 2 0 2

Memot Memong 138 Sangkae Thmei 1 915 1,003 0 5 5 5 0 5

Memot Memong 139 Sangkae Chas 1 1,052 1,154 0 5 5 5 0 5

Memot Choam Kravien 141 Khcheay 2 600 658 0 3 3 3 0 3

Memot Choam Kravien 143 Satum 4 1,195 1,311 1 6 5 5 0 5

Memot Choam Kravien 144 Kravien Cheung 2 540 592 0 3 3 3 0 3

Memot Choam Kravien 147 Chrey Laeung 2 350 384 0 2 2 2 0 2

Memot Choam 159 Boeng Chroung 1 562 616 0 3 3 3 0 3

Memot Choam 160 Choam Ampil 1 489 536 0 3 3 3 0 3

Memot Choam 162 Cheung 1 490 537 0 3 3 3 0 3

Memot Choam 163 Leach Leu 1 602 660 0 3 3 3 0 3

Memot Choam 167 Ngiev 2 668 733 0 3 3 3 0 3

Memot Choam 168 Leach Kraom 1 1,092 1,198 0 6 6 5 0 5

Ponhea Kraek Popel 169 Tuol Kandal 1 700 768 0 4 4 4 0 4

Ponhea Kraek Popel 171 khsak 4 1,453 1,593 1 8 7 5 0 5

Ponhea Kraek Kandaol Chrum 179 Tuol Chamkar 1 821 900 0 4 4 4 0 4

Dambae Chong Cheach 227 Cheach Cheung 1 1,368 1,500 0 7 7 5 0 5

Tboung Khmum Moung Rieng 267 Thnong 1 1,130 1,239 0 6 6 5 0 5

Tboung Khmum Moung Rieng 268 Mong Ti Prammuoy 1 660 724 0 3 3 3 0 3

Tboung Khmum Moung Rieng 269 Mong Ti Prampir 3 797 874 1 4 3 3 0 3

Tboung Khmum Sralab 271 Trapeang Sangkae 1 588 645 0 3 3 3 0 3

Tboung Khmum Anhchaeum 272 Trapeang Chak 1 549 602 0 3 3 3 0 3

Tboung Khmum Anhchaeum 273 Chheu Teal Chrum 4 589 646 1 3 2 2 0 2

Tboung Khmum Lngieng 285 Lngieng 1 868 952 0 5 5 5 0 5

Tboung Khmum Vihear Luong 287B Kien Rung 1 407 446 0 2 2 2 0 2

Tboung Khmum Vihear Luong 289 Prasrae Leu 3 547 600 1 3 2 2 0 2

Tboung Khmum Suong 291 Chrak Poun 1 719 789 0 4 4 4 0 4

Tboung Khmum Thma Pechr 294 Chambak 1 1,216 1,334 0 6 6 5 0 5

Tboung Khmum Thma Pechr 295 Chies Ti Muoy 4 1,013 1,111 1 5 4 4 0 4

Tboung Khmum Roka Po Pram 297 Trapeang Khla 3 2,220 2,435 1 12 11 5 0 5

Tboung Khmum Roka Po Pram 298 Ta Pav Bampenh Tes 2 2,700 2,961 0 14 14 5 0 5

Tboung Khmum Roka Po Pram 299 Pong Tuek 4 1,712 1,878 1 9 8 5 0 5

合計 98,872 108,431 45 517 472 374 6 380

*: 井戸設置数基準　210人に1箇所（四捨五入）

**: 人口増加率　1.55 %/年

井戸建設数
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３）施設の構成 

本プロジェクトで建設される施設は以下のとおりである。 

工種 仕様 箇所 工事内容 実施主体

井戸 4”PVC スクリーンケーシ

ング 

深さ：25～80m 

380 準備工（物理探査、整地、掘削機据付）、

削井作業、孔内検層、ケーシング･スク

リーン挿入、砂利充填、井戸洗浄、揚水

試験、水質試験、埋戻し、止水、撤去工

（片付け、移動） 

日本業者

盛土材料の供給 日本業者盛土 地表面より 30cm 380

盛土および転圧・締め固め 住民 

プラットフォー

ム・排水溝 

鉄筋コンクリート 380 整地、型枠工、鉄筋工、コンクリート打

設・養生 

日本業者

ハンドポンプ Afridev タイプ 380 設置 日本業者

盛土法面植栽 サイト周辺の草 380 植栽による盛土法面保護 住民 

ステンレス製可搬式装置 25 装置の供給 日本業者鉄分除去装置 

フィルター材および据付 25 炭、砂利などの充填材料調達および設置

作業 

住民 

衛生啓蒙用看板 ステンレス製 380 設置 日本業者

 

４）設計条件 

 井戸建設地点： 

現地調査の結果、対象地域は良好な帯水層が得られる地域であることが確認されたため、実

施段階においては建設地点選定のための自然条件調査は実施しない。建設地点は集落形態、住

民希望などの社会的条件により、実施段階の住民組織形成活動において決定する。 

 井戸の必要湧出能力： 900 ㍑／時以上 

Afridev ハンドポンプの実用揚水能力は 15～20 ㍑／分であるが、稼働率を考慮して 15 ㍑／分

（900 ㍑／時）以上を井戸の必要湧出能力とする。 

 水質条件： 

本プロジェクトにおける水質基準は、現地調査における水質調査結果および開発調査におけ

る水質調査結果を検討した結果、以下の項目を設定する。WHO 飲料水水質ガイドラインおよ

びカンボジア飲料水水質基準との比較を表  ３-６に示す。なお、本プロジェクトは、給水施設

の 1 日当り給水量を 8.4m3で計画しているため、カンボジア飲料水水質基準の小規模給水基準

に該当する。 

♦ 砒素（As）：  0.05 mg/l（カンボジア小規模給水基準に準拠） 

♦ 塩素イオン（Cl）： 250 mg/l（カンボジア一般基準に準拠） 

♦ フッ素（F）：  1.5 mg/l（カンボジア一般基準および WHO ガイドラインに準拠） 

♦ マンガン（Mn）： 0.4 mg/l（WHO ガイドラインに準拠） 

♦ 全蒸発残留物（TDS）： 800 mg/l（カンボジア小規模給水基準に準拠） 
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♦ 鉄（Fe）：  2.0 mg/l（以下の理由による） 

本件対象地域の中には鉄濃度がカンボジア飲料水水質基準を超える地域があると想定され

る。 

鉄は健康に影響を及ぼす水質項目ではないが、鉄分濃度が高くなると味、臭い、色などによ

り利用者から敬遠される。WHO ガイドラインでは 0.3 mg/l を苦情が出るレベルの目安としてい

るが、住民が鉄分濃度をどこまで許容するかは一定ではなく、村落ごとの既存水源の水質など

に大きく影響される。「南部地下水開発計画調査」（以下、南部地下水開発調査）におけるパ

イロット給水施設のモニタリング結果では、鉄分濃度が 2.0mg/l であっても味は良好であると

回答した住民があった。一方で、本件対象地域の Ou Rieng Ov 郡の Cheung Voat 村（ID 321）に

設置した開発調査パイロット給水施設では原水の鉄分濃度が 2.0mg/l であったため鉄分除去装

置を設置したところ、住民は鉄分除去装置（鉄除去後の鉄濃度 0.2mg/l）を利用している。 

しかし、南部地下水開発調査のモニタリング結果では、除鉄効果があるにもかかわらず、設

置された鉄分除去装置が必ずしも住民に利用されているとは限らなかった。その主な理由は、

味のよい代替水源が近くにある場合には住民は飲料水を代替水源に依存するためである。 

したがって、水質基準は原水で住民が許容できる程度の鉄分濃度とすることが望ましい。こ

のため、住民にとっての原水の味の良否の目安である鉄分濃度 2.0mg/l を本プロジェクトの水

質基準とする。 

♦ 硝酸塩（NO3）： 50 mg/l（カンボジア一般基準および WHO ガイドラインに準拠） 

♦ 濁度（Turbidity）： 5 NTU（カンボジア小規模給水基準に準拠） 

♦ pH：   設定しない（以下の理由による） 

カンボジア水質基準で pH の基準値が設定されているが、本プロジェクト対象地域の水質は

全般的にこの基準値を超える。pH は腐食など給水施設に影響を及ぼす水質項目であり、健康に

影響を及ぼすものではないため WHO 飲料水水質ガイドラインにおいては規定されていない。

よって、本プロジェクトでは pH の基準値を設定しない。 
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表  ３-６ 水質基準比較表 

本プロジェクト
水質基準

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ値
(mg/l)

味、臭い、色等の
苦情が出るレベ

ルa)　(mg/l)
一般基準 (mg/l)

小規模給水（給水
人口100人以下、
または1日当り給

水量100m3以下）
基準 (mg/l)

基準値 (mg/l)

1. 微生物
大腸菌群
耐熱性大腸菌
大腸菌
糞便性大腸菌群

2. 天然に由来する物質
砒素 0.01 - 0.05 0.05 0.05
バリウム 0.7 - 0.7 - -
ホウ素 0.5 - - - -
塩素イオン - 250 250 - 250
クロム 0.05 - 0.05 - -
フッ素 1.5 - 1.5 - 1.5
硬度 - - 300 - -
硫化水素 - 0.05 0.05 - -
マンガン 0.4 0.1 0.1 - 0.4
モリブデン 0.07 - - - -
pH - - 6.5 - 8.5 6.5 - 8.5 -
セレン 0.01 - 0.01 - -
ナトリウム - 200 200 - -
硫酸塩 - 250 250 - -
全蒸発残留物 - 1,000 800 800 800
ウラン 0.015 - - - -
銀 - - - - -
アルミニウム - 0.2 0.2 - -
鉄 - 0.3 0.3 0.3 2.0
亜鉛 - 3 3 - -
アンチモン 0.02 - - - -
銅 2 1 1 - -
鉛 0.01 - 0.01 - -
ニッケル 0.02 - 0.02 - -

3. 農業に由来する物質
アンモニア - 1.5 1.5 - -
硝酸塩 50 - 50 - 50
亜硝酸塩（短期/長期) 3/0.2 - 3 - -

4. その他 -
味 - - Acceptable - -
色度 - 15 TCUb) 5 TCU - -
臭い - - Acceptable - -
濁度 - 5 NTUc) 5 NTU 5 NTU 5 NTU
マグネシウム - - - - -
カルシウム - - - - -
陰イオン界面活性剤 - - - - -
カリウム - - - - -
炭酸水素イオン (HCO3

-) - - - - -
炭酸イオン (CO3

-) - - - - -
遊離炭酸 (CO2) - - - - -
電気伝導度 - - - - -

a)　Value is not confirmed. It is valuable depend on the situation.
b)　TCU:　true colour unit
c)　NTU:　nephelometric turbidity unit

-

水質項目 WHO飲料水水質ガイドライン
（第三版）

カンボジア飲料水水質基準
（2004年1月）

0 in 100ml
sample - 0 in 100ml

sample
0 in 100ml

sample
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５）標準井戸 

A) 掘削する地層の層相区分 

実施対象 115 村落で、井戸掘削深度内に出現する地層は、未固結層・軟岩・中硬岩・硬岩の４種に

大別され、それぞれの予想地質構成は表  ３-７に示す通りである。 

 



 

 

３
-２

１

表  ３-７ 層相区分と予想地質構成 

 

 

 

District Commune ID Village 予想地質構成

深さ (m) 深さ (m) 深さ (m) 深さ (m) 深さ (m)

Memot Dar 7 Dar Cheung 40 10 25 5 0 Silt with fine sand, Basalt, Weathered sandstone

Memot Dar 10 Dar Kandaol 40 5 25 10 0 Thin basalt, Silt, Weathered sandstone

Memot Dar 11 Prampir Meakkakra 40 10 10 10 10 Sand, Sandstone partially cracky

Memot Dar 12 Dar Tboung 40 10 30 0 0 Basalt

Memot Dar 13 Triek 40 10 20 10 0 Basalt

Memot Dar 14 Spean 40 10 10 10 10 Basalt

Memot Dar 15 Meaek Puk 40 8 11 11 10 Basalt

Memot Dar 16 Srae Chroam 40 8 12 10 10 Basalt

Memot Dar 17 Chhngar Cheung 60 15 15 20 10 Thich laterite, Basalt

Memot Dar 18 Chhngar Kandal 40 15 15 10 0 Basalt, Sandy silt　～ Silty sand ～ Fine sand

Memot Dar 19 Samraong Cheung 30 0 7 18 5 Clay, Basalt, Weathered Sandstone

Memot Dar 21 Beng 40 15 20 5 0 Basalt, Sandy silt　～ Silty sand ～ Fine sand

Memot Rung 22 Chambak 35 0 17 6 12 Basalt, Medium ～ Coarse sand

Memot Rung 24 Doun Roadth Ti Pir 30 17 13 0 0 Gravel, Coarse sand, Gravelly sand

Memot Rung 25 Bos 30 30 0 0 0 Fine ～ medium sand, Coarse sand

Memot Rung 26 Choam Tuk 30 22 6 2 0 Basalt, Fine ～ Medium sand

Memot Rung 27 Rung 30 27 3 0 0 Laterite, Basalt, Coarse sand, Fine ～ Medium sand

Memot Rung 28 Taonh 30 17 8 5 0 Basalt, Fine ～ Medium sand

Memot Rung 29 Doung 30 20 5 4 1 Basalt, Fine ～ Medium sand

Memot Rung 30 Beng 30 27 3 0 0 Laterite, Basalt, Coarse sand, Fine ～ Medium sand

Memot Rung 31 Masin 30 15 8 2 5 Basalt, Fine ～ Medium sand

Memot Rung 33 Soutey 30 4 4 7 15 Basalt, Fine ～ Medium sand

Memot Rung 34 Trapeang Ruessei 55 35 5 5 10 Silty sand, Fine ～ Medium sand, Silt, Weathered sandstone

Memot Chan Mul 35 Thlok 70 60 10 0 0 Basalt, Clay ～ Silt (thick), Medium sand

Memot Chan Mul 36 Chan Mul 65 40 10 13 2 Basalt, Fine sand, Medium ～ Coarse sand

Memot Chan Mul 37 S'am 40 30 5 3 2 Basalt, Fine sand, Silt with sand

Memot Chan Mul 38 Srae Ta Nong Kaeut 75 60 5 2 8 Basalt, Clay ～ Silt (th ick), Fine ～ Medium sand

Memot Chan Mul 39 Srae Ta Nong Lech 70 50 12 5 3 Basalt, Clay (thick), Sandstone (Basement rock)

Memot Chan Mul 44 Kor 40 22 5 8 5 Basalt, Silt with sand, Fine ～ Medium sand

Memot Tonlung 47 Kdol Leu 75 5 10 15 45 Thin basalt, Medium sand, Silt, Sandstone (Basement Rock)

Memot Tonlung 48 Changkum Kandal 40 15 10 15 0 Medium ～ Coarse sand, Silt, Weathered sandstone

Memot Tonlung 50 Beng Kaong 40 40 0 0 0 Medium sand, Silt with sand, Medium ～ Coarse sand

Memot Tonlung 54 Kdol Kraom 40 20 20 0 0 Fine ～ medium sand, Silt, Weathered sandstone (Basement rock)

Memot Tonlung 55 Sla Phnum 50 30 5 10 5 Laterite, Basalt, Fine sand, Clay, Sandstone

Memot Tonlung 56 Pong Tuek 55 50 5 0 0 Thin basalt, Silt with fine sand, Fine to medium sand

Memot Rumchek 59 Pnov 55 55 0 0 0 Sand with gravel, Silt, Medium ～ Coarse sand

Memot Rumchek 60 Kantuot 40 40 0 0 0 Gravelly sand, Clay ～ Silt, Medium sand

Memot Rumchek 62 Chheu Khloem 55 55 0 0 0 Sand with gravel, Fine sand, Clay ～ Silt, Medium ～ Coarse sand

Memot Rumchek 63 Kampey 30 30 0 0 0 Coarse sand with gravel, Clay ～ Silt , Medium ～ Coarse sand

Memot Rumchek 64 Khpob 45 45 0 0 0 Fine sand, Clay ～ Silt, Medium sand

Memot Memot 73 Choam M'aor 30 0 25 3 2 Basalt, Medium ～ Coarse sand, Fine sand

Memot Memot 74 Trabaek 30 5 5 10 10 Medium sand, Basalt, Medium sand

Memot Memot 75 Nang Krapeu 50 43 5 2 0 Basalt, Fine sand, Silt, Fine ～ Medium sand

Memot Memot 76 Trapeang Reang 30 23 5 2 0 Basalt, Fine sand, Medium ～ Coarse sand

Memot Memot 78 Sangkom Mean Chey Chas 40 25 13 2 0 Basalt, Clay ～ Silt, Medium ～ Coarse sand

Memot Memot 79 Chi Peh 50 37 5 3 5 Basalt, Clay ～ Silt, Fine sand, Silt with sand

Memot Memot 80 Chhngar Sala 40 30 10 0 0 Laterite, Basalt, Clay, Fine ～ Medium sand

Memot Memot 81 Mukh Kras 40 35 5 0 0 Laterite, Basalt, Silt, Fine ～ Medium sand

Memot Tramung 82 Tramaeng Leu 30 20 5 5 0 Basalt, Coarse sand and gravel

硬岩中硬岩軟岩未固結層

層相区分別深度井戸深度
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District Commune ID Village 予想地質構成

深さ (m) 深さ (m) 深さ (m) 深さ (m) 深さ (m)

Memot Tramung 85 Tramung 30 5 15 5 5 Basalt, Coarse sand

Memot Tramung 87 Roung Chakr Skar 30 5 20 3 2 Basalt, Coarse sand, Fine ～ Medium sand

Memot Tramung 88 Andoung Thma Leu 55 35 10 5 5 Basalt, Medium ～ Coarse sand, Silt with fine sand, Fine ～ Medium sand

Memot Tramung 89 Andoung Thma Kraom 65 38 10 13 4 Basalt, Silt, Medium ～ Coarse sand

Memot Tramung 90 Doung 40 0 19 6 15 Basalt, Medium ～ Coarse sand

Memot Tramung 91 Choam Trav 40 20 8 8 4 Laterite, Basalt, Medium ～ Coarse sand

Memot Tramung 92 Chhuk 30 15 5 5 5 Laterite, Basalt, Fine ～ Coarse sand with gravel

Memot Tramung 93 Ngeu Thum 40 30 4 3 3 Laterite, Basalt, Clay ～ Silt, Fine ～ Medium sand

Memot Tramung 96A Khnong Krapeu Kaeut 30 12 4 9 5 Basalt, Fine ～ Medium sand, Fine sand with silt

Memot Tramung 96B Khnong Krapeu Lech 30 12 4 9 5 Basalt, Fine ～ Medium sand, Fine sand with silt

Memot Tramung 100 Chrey 30 0 22 4 4 Basalt, Medium ～ Coarse sand, Fine sand with silt

Memot Kampoan 101 Lour 30 4 4 10 12 Laterite, Basalt, Weathered sandstone

Memot Kampoan 102 Kampoan 40 25 5 5 5 Laterite, Basalt, Fine ～ Medium sand, Silt with sand

Memot Kampoan 104 Srae Saom Thmei 30 10 5 10 5 Gravel and sand, Clay ～ Silt, Weathered sandstone

Memot Kampoan 105 Srae Saom Chas 30 17 2 5 6 Basalt, Fine ～ Medium sand with silt

Memot Kampoan 106 Tuek Tum 40 40 0 0 0 Clay, Silt, Medium sand with silt

Memot Kampoan 107 Chhloung Muoy 80 25 42 9 4 Laterite, Basalt, Clay ～ Silt (thick), Fine ～ Medium sand

Memot Kampoan 108 Chhloung Pir 40 0 28 8 4 Laterite, Basalt, Fine ～ Medium sand with silt

Memot Kampoan 109 Chhloung Bei 65 0 48 17 0 Laterite, Basalt, Silt (thich), Weathered sandstone

Memot Kokir 110 Srae Poul 60 50 5 5 0 Laterite, Basalt, Silt, Medium sand, Silt, Fine ～ medium sand

Memot Kokir 111 Kokir Cheung 45 35 5 5 0 Basalt, Silt, Fine ～ Medium sand

Memot Kokir 112 Kokir Tboung 70 50 20 0 0 Basalt, Fine ～ Medium sand, Silt (thick), Coarse sand (Weathered sandstone)

Memot Kokir 113 Tuol Thma 70 60 5 5 0 Basalt, Silt, Medium sand

Memot Kokir 115 Kngaok 45 20 10 10 5 Laterite, Basalt

Memot Kokir 116 Preaek Puoy 50 40 5 5 0 Laterite, Basalt, Clay ～ Silt, Weathered sandstone

Memot Choam Ta Mau 120 Thnal Kaeng 70 52 5 5 8 Basalt, Clay, Silt (thick), Weathered sandstone

Memot Choam Ta Mau 121 Thma Totueng Tboung 30 10 10 5 5 Laterite, Basalt , Silt with sand

Memot Choam Ta Mau 124 Sampov Lun 30 0 20 10 0 Laterite, Weathered sandstone

Memot Choam Ta Mau 125 Chumnum Pol 30 0 5 20 5 Laterite, Weathered sandstone

Memot Choam Ta Mau 126 Kantuot 30 30 0 0 0 Clay, Silt, Fine sand, Coarse sand, Clay, Silt with sand, Gravel, Clay

Memot Choam Ta Mau 127 Angkam 50 10 10 24 6 Basalt, Silt, Clay, Weathered sandstone

Memot Choam Ta Mau 130 Bos Ta Oem 30 5 10 15 0 Laterite, Sandstone weathered to soil, Weathered sandstone

Memot Memong 132 Memong 30 10 15 5 0 Basalt, Silt with fine ～ medium sand, Medium ～ Coarse sand

Memot Memong 136 Triek 35 25 5 5 0 Basalt, Fine ～ medium sand, Fine sand

Memot Memong 137 Choam Khyang 30 5 8 7 10 Basalt, Medium sand

Memot Memong 138 Sangkae Thmei 65 55 5 5 0 Laterite, Basalt, Silt with fine ～ medium sand, Silt with fine sand

Memot Memong 139 Sangkae Chas 30 0 20 10 0 Laterite, Weathered basalt, Medium sand

Memot Choam Kravien 141 Khcheay 30 0 2 3 25 Laterite, Basalt, Fine ～ medium sand

Memot Choam Kravien 143 Satum 30 0 30 0 0 Coarse sand with gravel, Medium ～ Coarse sand, Sandstone

Memot Choam Kravien 144 Kravien Cheung 30 5 6 9 10 Laterite, Basalt

Memot Choam Kravien 147 Chrey Laeung 30 10 7 3 10 Laterite, Basalt, Silt , Medium ～ Coarse sand

Memot Choam 159 Boeng Chroung 30 30 0 0 0 Coarse sand with gravel, Coarse sand, Fine ～ Medium sand

Memot Choam 160 Choam Ampil 40 40 0 0 0 Coarse sand with gravel, Silt with sand, Medium ～ Coarse sand

Memot Choam 162 Cheung 40 40 0 0 0 Coarse sand with gravel, Fine ～ medium sand, Medium ～ Coarse sand

Memot Choam 163 Leach Leu 30 30 0 0 0 Medium sand, Medium ～ Coarse sand, Gravel, Coarse sand

井戸深度 層相区分別深度

未固結層 軟岩 中硬岩 硬岩
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District Commune ID Village 予想地質構成

深さ (m) 深さ (m) 深さ (m) 深さ (m) 深さ (m)

Memot Choam 167 Ngiev 30 5 5 10 10 Laterite, Basalt, Fine ～ Medium sand

Memot Choam 168 Leach Kraom 30 25 5 0 0 Coarse sand with gravel, Fine ～ medium sand

Ponhea Kraek Popel 169 Tuol Kandal 75 75 0 0 0 Sand and gravel, Coarse sand, Silt (thick), Fine ～ Medium sand

Ponhea Kraek Popel 171 khsak 40 40 0 0 0 Sand and gravel, Clay and Silt, Medium ～ Coarse sand

Ponhea Kraek Kandaol Chrum 179 Tuol Chamkar 45 32 5 8 0 Sand, Basalt, Silt ～ Clay, atternation of sand and silt dominated by silt

Dambae Chong Cheach 227 Cheach Cheung 25 5 10 10 0 Medium ～ Coarse sand, Basalt, Clay Alternation of silt and fine sand dominated by silt

Tboung Khmum Moung Rieng 267 Thnong 45 35 5 5 0 Clay and Silt, Fine sand with silt, Clay, Basalt (thin), Fine sand

Tboung Khmum Moung Rieng 268 Mong Ti Prammuoy 35 35 0 0 0 Clay, Sand with Silt, Fine ～ medium sand

Tboung Khmum Moung Rieng 269 Mong Ti Prampir 40 40 0 0 0 Clay, Silt ～ clay, Fine ～ Medium ～ Coarse sand, Fine sand

Tboung Khmum Sralab 271 Trapeang Sangkae 30 25 5 0 0 Basalt, Silt, Alternation of silt and Fine ～ Coarse sand dominated by medium sand

Tboung Khmum Anhchaeum 272 Trapeang Chak 30 15 10 5 0 Silt, Clay, Basalt , Fine ～ medium sand

Tboung Khmum Anhchaeum 273 Chheu Teal Chrum 30 15 5 5 5 Clay, Silt with sand, Basalt, Fine sand, Silt with sand

Tboung Khmum Lngieng 285 Lngieng 30 20 5 5 0 Brecciated Basalt, Fine sand with silt

Tboung Khmum Vihear Luong 287B Kien Rung 30 20 5 2 3 Basalt, Clay, Fine ～ medium sand

Tboung Khmum Vihear Luong 289 Prasrae Leu 30 25 2 3 0 Basalt, Clay, Alternation of silt and fine ～ coarse sand dominated by fine sand

Tboung Khmum Suong 291 Chrak Poun 30 25 5 0 0 Basalt, Silt ～ Clay, Fine ～ Medium sand

Tboung Khmum Thma Pechr 294 Chambak 30 20 5 5 0 Basalt, Fine sand with silt, Fine ～ Medium sand

Tboung Khmum Thma Pechr 295 Chies Ti Muoy 40 40 0 0 0 Silt with fine ～ medium sand, Alternation of silt and fine ～ medium sand dominated by silt

Tboung Khmum Roka Po Pram 297 Trapeang Khla 70 65 5 0 0 Basalt, Silt (th ich), Fine ～ medium sand

Tboung Khmum Roka Po Pram 298 Ta Pav Bampenh Tes 30 20 3 2 5 Basalt, Silt with sand, Fine ～ medium sand

Tboung Khmum Roka Po Pram 299 Pong Tuek 30 0 5 20 5 Laterite, Basalt

井戸深度 層相区分別深度

未固結層 軟岩 中硬岩 硬岩
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B) 井戸掘削法 

迅速な井戸掘削法として、①エアハンマーによる DTH 掘削法（以下、DTH ハンマー法）と、②泥

水循環式ロータリー掘削法（以下、泥水掘り）の２種が挙げられ、当該事業地域においては２種とも

に適用するが、未固結層の掘削が多いことから、②の泥水掘りが主体となる。（泥水掘り 80％、DTH

ハンマー法 20％） 

当該地域は、大別して未固結堆積層・玄武岩溶岩・基盤岩（砂岩）の３種により構成されるが、１）

に示した計画掘削深度内に出現する地層は、ラテライト層を含む未固結層が優勢である。（未固結層

60％、軟・中硬・硬岩を含む岩盤層 40％） 

未固結層中では、掘削中孔壁が崩壊し易いことから、崩壊防止対策として DTH ハンマー法では防護

用サービスケーシングをおろしながら掘進しなければならない。（大口径で掘削して、サービスケー

シングを設置し、そのケーシングより小さい径のハンマービットを用いて下位を掘り進める。）泥水

掘りでは、循環させる泥水の比重調整を行って、泥水に孔壁スタビライザーの役割を持たせる。 

常識的には、掘進能率から見て岩盤部は DTH ハンマー法、未固結層部は泥水掘りが有利であるが、

両者混在の地層からなる地点においては、中途で工法の変更をするよりは、いずれかの工法に統一し

た方が効率的である。そのため泥水掘りと DTH ハンマー法の掘削は、以下のよう名地層構成に応じて

一貫した工法を採用する計画とする。 

これにより、掘進長比率は泥水掘りが約 80％に、DTH ハンマー掘りが約 20％となる。 

 泥水掘り 

♦ 孔底まで未固結層が連続する地点 

♦ 未固結層が大半で、5m 厚以内の溶岩が出現する地点 

♦ 40m 以上の未固結層掘進ののち基盤岩にあたる地点 

 DTH ハンマー法 

♦ 表層部を除き、ほぼ全区間を溶岩が占める地点 

♦ 地表下 20m 以内に基盤岩が出現する地点 

既往の水理地質調査結果と、電気探査の結果得られた比抵抗分布から類推した地層構成により、両

掘削工法適用掘削総延長は表  ３-８および表  ３-９のように取りまとめられる。 

表  ３-８ 層相別掘削工法適用ならびに掘削延長 

適用する掘削工法 村落数 井戸本数 掘削総延長 （比率） 未固結層 軟岩 中硬岩 硬岩 

DTH ハンマー掘り 24 76 2,970m (19%) 516m 839m 924m 691m

泥水掘り 91 304 12,565m (81%) 9,117m 1,897m 1,042m 509m

合  計 115 380 15,535m  9,633m 2,736m 1,966m 1,200m
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表  ３-９ 村落別層相別掘削工法適用ならびに掘削延長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

District Commune ID Village 掘削工法 井戸設置数

深さ (m) 延長 (m) 深さ (m) 延長 (m) 深さ (m) 延長 (m) 深さ (m) 延長 (m) 深さ (m) 延長 (m)

Memot Dar 7 Dar Cheung DTH 1 40 40 10 10 25 25 5 5 0 0

Memot Dar 10 Dar Kandaol DTH 1 40 40 5 5 25 25 10 10 0 0

Memot Dar 11 Prampir Meakkakra DTH 5 40 200 10 50 10 50 10 50 10 50

Memot Dar 12 Dar Tboung DTH 1 40 40 10 10 30 30 0 0 0 0

Memot Dar 13 Triek DTH 2 40 80 10 20 20 40 10 20 0 0

Memot Dar 14 Spean DTH 5 40 200 10 50 10 50 10 50 10 50

Memot Dar 15 Meaek Puk DTH 2 40 80 8 16 11 22 11 22 10 20

Memot Dar 16 Srae Chroam DTH 5 40 200 8 40 12 60 10 50 10 50

Memot Dar 17 Chhngar Cheung DTH 5 60 300 15 75 15 75 20 100 10 50

Memot Dar 18 Chhngar Kandal MUD 2 40 80 15 30 15 30 10 20 0 0

Memot Dar 19 Samraong Cheung DTH 2 30 60 0 0 7 14 18 36 5 10

Memot Dar 21 Beng MUD 1 40 40 15 15 20 20 5 5 0 0

Memot Rung 22 Chambak MUD 5 35 175 0 0 17 85 6 30 12 60

Memot Rung 24 Doun Roadth Ti Pir MUD 3 30 90 17 51 13 39 0 0 0 0

Memot Rung 25 Bos MUD 3 30 90 30 90 0 0 0 0 0 0

Memot Rung 26 Choam Tuk MUD 3 30 90 22 66 6 18 2 6 0 0

Memot Rung 27 Rung MUD 3 30 90 27 81 3 9 0 0 0 0

Memot Rung 28 Taonh MUD 1 30 30 17 17 8 8 5 5 0 0

Memot Rung 29 Doung MUD 3 30 90 20 60 5 15 4 12 1 3

Memot Rung 30 Beng MUD 3 30 90 27 81 3 9 0 0 0 0

Memot Rung 31 Masin MUD 4 30 120 15 60 8 32 2 8 5 20

Memot Rung 33 Soutey DTH 5 30 150 4 20 4 20 7 35 15 75

Memot Rung 34 Trapeang Ruessei MUD 5 55 275 35 175 5 25 5 25 10 50

Memot Chan Mul 35 Thlok MUD 4 70 280 60 240 10 40 0 0 0 0

Memot Chan Mul 36 Chan Mul MUD 5 65 325 40 200 10 50 13 65 2 10

Memot Chan Mul 37 S'am MUD 5 40 200 30 150 5 25 3 15 2 10

Memot Chan Mul 38 Srae Ta Nong Kaeut MUD 1 75 75 60 60 5 5 2 2 8 8

Memot Chan Mul 39 Srae Ta Nong Lech MUD 2 70 140 50 100 12 24 5 10 3 6

Memot Chan Mul 44 Kor MUD 3 40 120 22 66 5 15 8 24 5 15

Memot Tonlung 47 Kdol Leu DTH 2 75 150 5 10 10 20 15 30 45 90

Memot Tonlung 48 Changkum Kandal DTH 5 40 200 15 75 10 50 15 75 0 0

Memot Tonlung 50 Beng Kaong MUD 3 40 120 40 120 0 0 0 0 0 0

Memot Tonlung 54 Kdol Kraom MUD 4 40 160 20 80 20 80 0 0 0 0

Memot Tonlung 55 Sla Phnum MUD 3 50 150 30 90 5 15 10 30 5 15

Memot Tonlung 56 Pong Tuek MUD 5 55 275 50 250 5 25 0 0 0 0

Memot Rumchek 59 Pnov MUD 3 55 165 55 165 0 0 0 0 0 0

Memot Rumchek 60 Kantuot MUD 3 40 120 40 120 0 0 0 0 0 0

Memot Rumchek 62 Chheu Khloem MUD 5 55 275 55 275 0 0 0 0 0 0

Memot Rumchek 63 Kampey MUD 5 30 150 30 150 0 0 0 0 0 0

Memot Rumchek 64 Khpob MUD 5 45 225 45 225 0 0 0 0 0 0

Memot Memot 73 Choam M'aor MUD 1 30 30 0 0 25 25 3 3 2 2

Memot Memot 74 Trabaek DTH 5 30 150 5 25 5 25 10 50 10 50

Memot Memot 75 Nang Krapeu MUD 2 50 100 43 86 5 10 2 4 0 0

Memot Memot 76 Trapeang Reang MUD 5 30 150 23 115 5 25 2 10 0 0

Memot Memot 78 Sangkom Mean Chey Chas MUD 3 40 120 25 75 13 39 2 6 0 0

Memot Memot 79 Chi Peh MUD 5 50 250 37 185 5 25 3 15 5 25

Memot Memot 80 Chhngar Sala MUD 2 40 80 30 60 10 20 0 0 0 0

Memot Memot 81 Mukh Kras MUD 3 40 120 35 105 5 15 0 0 0 0

Memot Tramung 82 Tramaeng Leu MUD 2 30 60 20 40 5 10 5 10 0 0

Memot Tramung 85 Tramung MUD 3 30 90 5 15 15 45 5 15 5 15

Memot Tramung 87 Roung Chakr Skar MUD 2 30 60 5 10 20 40 3 6 2 4

Memot Tramung 88 Andoung Thma Leu MUD 2 55 110 35 70 10 20 5 10 5 10

Memot Tramung 89 Andoung Thma Kraom MUD 2 65 130 38 76 10 20 13 26 4 8

Memot Tramung 90 Doung DTH 1 40 40 0 0 19 19 6 6 15 15

Memot Tramung 91 Choam Trav MUD 3 40 120 20 60 8 24 8 24 4 12

Memot Tramung 92 Chhuk MUD 2 30 60 15 30 5 10 5 10 5 10

Memot Tramung 93 Ngeu Thum MUD 3 40 120 30 90 4 12 3 9 3 9

Memot Tramung 96A Khnong Krapeu Kaeut MUD 1 30 30 12 12 4 4 9 9 5 5

Memot Tramung 96B Khnong Krapeu Lech MUD 1 30 30 12 12 4 4 9 9 5 5

Memot Tramung 100 Chrey MUD 3 30 90 0 0 22 66 4 12 4 12

層相区分別掘削延長井戸掘削延長

未固結層 硬岩中硬岩軟岩
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C) 井戸掘削深度 

事業対象 115 村落において掘削する 380 本の井戸のそれぞれの深度は、帯水層の深度およびその良

否に呼応するものとし、次の３点に着眼して決定した。スクリーンケーシングは原則 2 本（6～8ｍ区

間）とし、やや不良帯水層が予測される地点では 3 本（延長 9～12m 区間）を計画する。 

 小掘削深度は、表層汚染水の進入防止を確実にするため 25ｍとする。すなわち、孔底部の底

閉じブラインドケーシング（サンドトラップ）1 本と 2 本のスクリーンケーシングの上位に 10m

程度の長さのブラインドケーシング設置を可能にする 小深度である。 

 良好な帯水層の存在が明らかな地点においては、その帯水層の深度に 2 本のスクリーンケーシ

ングが設置できる深さに加えて、サンドトラップ設置用 4～5m の掘削とする。 

 マイナーな帯水層が飛び飛びに出現すると思われる地点においては、帯水層の深度に合わせて

3 本のスクリーンケーシングを設置できる深度まで掘り下げる。（たとえば、粘土層と砂層の

互層、あるいは、節理・亀裂が不規則な岩盤など。）サンドトラップ用は同上。 

事業対象地における計画井戸深度は、25m から 80ｍまでの範囲にあり、計画井戸総延長は 15,535ｍ

District Commune ID Village 掘削工法 井戸設置数

深さ (m) 延長 (m) 深さ (m) 延長 (m) 深さ (m) 延長 (m) 深さ (m) 延長 (m) 深さ (m) 延長 (m)

Memot Kampoan 101 Lour DTH 5 30 150 4 20 4 20 10 50 12 60

Memot Kampoan 102 Kampoan MUD 5 40 200 25 125 5 25 5 25 5 25

Memot Kampoan 104 Srae Saom Thmei DTH 4 30 120 10 40 5 20 10 40 5 20

Memot Kampoan 105 Srae Saom Chas MUD 1 30 30 17 17 2 2 5 5 6 6

Memot Kampoan 106 Tuek Tum MUD 4 40 160 40 160 0 0 0 0 0 0

Memot Kampoan 107 Chhloung Muoy MUD 2 80 160 25 50 42 84 9 18 4 8

Memot Kampoan 108 Chhloung Pir MUD 1 40 40 0 0 28 28 8 8 4 4

Memot Kampoan 109 Chhloung Bei MUD 3 65 195 0 0 48 144 17 51 0 0

Memot Kokir 110 Srae Poul MUD 4 60 240 50 200 5 20 5 20 0 0

Memot Kokir 111 Kokir Cheung MUD 5 45 225 35 175 5 25 5 25 0 0

Memot Kokir 112 Kokir Tboung MUD 4 70 280 50 200 20 80 0 0 0 0

Memot Kokir 113 Tuol Thma MUD 4 70 280 60 240 5 20 5 20 0 0

Memot Kokir 115 Kngaok MUD 3 45 135 20 60 10 30 10 30 5 15

Memot Kokir 116 Preaek Puoy MUD 5 50 250 40 200 5 25 5 25 0 0

Memot Choam Ta Mau 120 Thnal Kaeng MUD 2 70 140 52 104 5 10 5 10 8 16

Memot Choam Ta Mau 121 Thma Totueng Tboung MUD 2 30 60 10 20 10 20 5 10 5 10

Memot Choam Ta Mau 124 Sampov Lun MUD 4 30 120 0 0 20 80 10 40 0 0

Memot Choam Ta Mau 125 Chumnum Pol DTH 3 30 90 0 0 5 15 20 60 5 15

Memot Choam Ta Mau 126 Kantuot MUD 3 30 90 30 90 0 0 0 0 0 0

Memot Choam Ta Mau 127 Angkam DTH 1 50 50 10 10 10 10 24 24 6 6

Memot Choam Ta Mau 130 Bos Ta Oem DTH 5 30 150 5 25 10 50 15 75 0 0

Memot Memong 132 Memong MUD 5 30 150 10 50 15 75 5 25 0 0

Memot Memong 136 Triek MUD 2 35 70 25 50 5 10 5 10 0 0

Memot Memong 137 Choam Khyang MUD 2 30 60 5 10 8 16 7 14 10 20

Memot Memong 138 Sangkae Thmei MUD 5 65 325 55 275 5 25 5 25 0 0

Memot Memong 139 Sangkae Chas MUD 5 30 150 0 0 20 100 10 50 0 0

Memot Choam Kravien 141 Khcheay DTH 3 30 90 0 0 2 6 3 9 25 75

Memot Choam Kravien 143 Satum DTH 5 30 150 0 0 30 150 0 0 0 0

Memot Choam Kravien 144 Kravien Cheung DTH 3 30 90 5 15 6 18 9 27 10 30

Memot Choam Kravien 147 Chrey Laeung MUD 2 30 60 10 20 7 14 3 6 10 20

Memot Choam 159 Boeng Chroung MUD 3 30 90 30 90 0 0 0 0 0 0

Memot Choam 160 Choam Ampil MUD 3 40 120 40 120 0 0 0 0 0 0

Memot Choam 162 Cheung MUD 3 40 120 40 120 0 0 0 0 0 0

Memot Choam 163 Leach Leu MUD 3 30 90 30 90 0 0 0 0 0 0

Memot Choam 167 Ngiev MUD 3 30 90 5 15 5 15 10 30 10 30

Memot Choam 168 Leach Kraom MUD 5 30 150 25 125 5 25 0 0 0 0

Ponhea Kraek Popel 169 Tuol Kandal MUD 4 75 300 75 300 0 0 0 0 0 0

Ponhea Kraek Popel 171 khsak MUD 5 40 200 40 200 0 0 0 0 0 0

Ponhea Kraek Kandaol Chrum 179 Tuol Chamkar MUD 4 45 180 32 128 5 20 8 32 0 0

Dambae Chong Cheach 227 Cheach Cheung MUD 5 25 125 5 25 10 50 10 50 0 0

Tboung Khmum Moung Rieng 267 Thnong MUD 5 45 225 35 175 5 25 5 25 0 0

Tboung Khmum Moung Rieng 268 Mong Ti Prammuoy MUD 3 35 105 35 105 0 0 0 0 0 0

Tboung Khmum Moung Rieng 269 Mong Ti Prampir MUD 3 40 120 40 120 0 0 0 0 0 0

Tboung Khmum Sralab 271 Trapeang Sangkae MUD 3 30 90 25 75 5 15 0 0 0 0

Tboung Khmum Anhchaeum 272 Trapeang Chak MUD 3 30 90 15 45 10 30 5 15 0 0

Tboung Khmum Anhchaeum 273 Chheu Teal Chrum MUD 2 30 60 15 30 5 10 5 10 5 10

Tboung Khmum Lngieng 285 Lngieng MUD 5 30 150 20 100 5 25 5 25 0 0

Tboung Khmum Vihear Luong 287B Kien Rung MUD 2 30 60 20 40 5 10 2 4 3 6

Tboung Khmum Vihear Luong 289 Prasrae Leu MUD 2 30 60 25 50 2 4 3 6 0 0

Tboung Khmum Suong 291 Chrak Poun MUD 4 30 120 25 100 5 20 0 0 0 0

Tboung Khmum Thma Pechr 294 Chambak MUD 5 30 150 20 100 5 25 5 25 0 0

Tboung Khmum Thma Pechr 295 Chies Ti Muoy MUD 4 40 160 40 160 0 0 0 0 0 0

Tboung Khmum Roka Po Pram 297 Trapeang Khla MUD 5 70 350 65 325 5 25 0 0 0 0

Tboung Khmum Roka Po Pram 298 Ta Pav Bampenh Tes MUD 5 30 150 20 100 3 15 2 10 5 25

Tboung Khmum Roka Po Pram 299 Pong Tuek DTH 5 30 150 0 0 5 25 20 100 5 25

合計 380 15,535 9,358 2,969 2,008 1,200

平均 40.88 24.63 7.81 5.28 3.16

未固結層 軟岩 中硬岩 硬岩

井戸掘削延長 層相区分別掘削延長
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で、深度別の計画掘進長は、表  ３-１０に示すとおりである。 

表  ３-１０ 計画井戸深度別掘進延長およびスクリーンケーシング本数 

井戸計画深度 

（m） 
井戸本数 

（本） 
掘進延長 

（m） 
スクリーン 

計画本数（本） 

25 5 125 10 
30 162 4,860 329 
35 10 350 20 
40 96 3,840 198 
45 17 765 45 
50 11 550 35 
55 25 1,375 67 
60 9 540 22 
65 15 975 40 
70 21 1,470 63 
75 7 525 21 
80 2 160 6 

合計 380 15,535 856 
 

D) スクリーンケーシング 

380 本の井戸に設置するスクリーンケーシングは、すべてがハンドポンプ揚水井で揚水量が 20～30

㍑／分の少量であることから、原則として 2 本／井を計画する。ただし、シルト層に細砂の薄層が挟

まれる地点、あるいは基盤岩の裂罅から揚水する地点など劣質の帯水層が予測される地点においては、

3 本を計画する。このようなマイナーな帯水層の出現が予測される地点は、96 箇所である。スクリー

ンケーシングの全体数量は１％程度の予備を見込む。なお、現地調達可能なケーシングには 3m 長・4m

長の 2 種があるが、どちらの長さを採用するにしても、井戸一箇所あたりの本数は 2 本・および 3 本

で全数は同じ本数とする。 

スクリーンは、PVC パイプに水平の 1mm 幅スリット加工を施したものとし、開口率は 2％、あるい

はそれ以上を確保するものとする。 

 

E) 井戸構造と掘削口径 

当該地区の井戸は、玄武岩溶岩あるいは基盤岩（砂岩）中の裂罅水を揚水する岩盤井戸が数十箇所

含まれるものの、大部分は未固結層中に胚胎する地下水を揚水する井戸である。そのため、井戸の寿

命を永く保つためにスクリーン周りの砂利充填が必須条件となる。（水の通りは保ちつつ砂の侵入を

阻み、かつ孔壁崩壊を防ぐための安定化充填物）。この砂利充填を容易にするために、口径 4 インチ

の井戸ケーシングと掘削した孔壁間の環状スペースを 3～4cm 幅で確保する必要があり、掘削孔の口径

は 18cm 程度以上であることを要する。また、ケーシングが、掘った孔の中心に設置されるよう、ケー

シングにセントラライザーの取り付けも必要である。 



 第３章 プロジェクトの内容 

３-２８ 

井戸掘削は、上から下まで同口径で掘り進める方法（オープンホールドリリングメソッド）と、孔

壁崩壊を防護するためのアウターケーシング降ろしつつ掘り進める方法（テレスコピックメソッド）

とがあるが、いずれの方法をとるにしても、井戸スクリーン周りの砂利充填を可能にするために 終

口径は 18cm 以上を確保するものとする。 

砂利充填は、孔底から 上位のスクリーンの上部 5m までの区間とし、残りの環状スペースには粗

砂と井戸の掘りくずを充填する。地表部 3m 区間は地表汚染水浸入防護のため、セメントミルク注入で

シールを行う。 

 

F) 井戸掘削成功率 

現地調査および「中部地下水開発計画調査」の結果に基き、水量による成功基準を 95％および水質

による成功基準を 95％と設定する。よって、全体としての成功率は 95％ ｘ 95% = 90.5%となる。成

功率設定の根拠は以下のとおりである。 

 

 水量面の成功率 95％算定の根拠 

水量面の不成功率５％は、次のような劣性帯水層の地層条件に該当する村落が 9 村落（計画

井戸本数 32 本）存在することから算出したものである。 

① シルト層に細粒砂の薄層が挟まれると思われる地層が厚く堆積しており、より深く掘って

も条件向上が期待できない地点（8 村落 30 地点） 

② シルト層の直下に裂罅の少ない基盤岩（砂岩）が出現すると思われる地点（1 村落 2 地点） 

①については、挟在砂層から採水できる量が必要湧出能力の 15 ㍑/分を超えるか否かの微妙

な判定となるが、約 50％の成功率が見込まれる。また、②の新鮮基盤岩からの採水可能な確率

も同様に約 50％程度と見込まれる。 

他の 348 本（380－32＝348）の成功率が 100％と仮定すれば、全体の成功率は約 96％と算出

される（不成功率 4％）。しかし、探査地点から大きく外れる井戸建設地点では不確定要素が

生じることと、電気探査結果そのものの信頼度という問題もあるため、その他の井戸の成功率

を 100％とするのには無理がある。 

従って、各種調査結果によって確実に水が出ると予想された 106 村落 348 本の井戸において

も、不成功率が 1％程度あると見るのが妥当である。 

以上の諸点を勘案した結果として、全体で 95％の水量面での成功率として算出された。 

 

 水質面の成功率 95％算定の根拠 

水質面の成功率に影響する水質項目は鉄とフッ素である。 

開発調査の水理地質図に基づき、対象地域を地下水区に分類した。地下水区分図を図  ３-２

に示す。 

鉄については現地調査結果に基づき、地下水区ごとに基準値を超えた井戸数を調査数で除し

成功率を算出した。フッ素については現地調査結果では基準値を超える井戸は検出されなかっ
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たが、開発調査のデータでは基準値を超える井戸があるため、開発調査のデータに基いて成功

率を算出した。鉄およびフッ素の成功率を合成して、水質面の成功率 95％を算出した。水質面

での成功率算定根拠を表  ３-１１に示す。 

表  ３-１１ 水質面での成功率算定根拠 

 

鉄 鉄＋フッ素

1 2 3 0 0 100.0% 97.5% 24 24.0 24.6
4B 2 10 1 0 91.7% 97.5% 0 0.0 0.0
5A 8 13 0 1 95.2% 97.5% 50 52.5 53.8
5C 1 2 0 1 66.7% 97.5% 17 25.5 26.2
5D 4 - 0 - 100.0% 97.5% 28 28.0 28.7
5E 3 1 0 0 100.0% 97.5% 88 88.0 90.3
6A 1 - 0 - 100.0% 97.5% 24 24.0 24.6
6B 7 3 0 0 100.0% 97.5% 95 95.0 97.4
6C 4 - 0 - 100.0% 97.5% 22 22.0 22.6
6D 1 - 0 - 100.0% 97.5% 9 9.0 9.2
6E 1 3 0 0 100.0% 97.5% 17 17.0 17.4
6F 2 2 1 0 75.0% 97.5% 0 0.0 0.0
6H 1 1 0 0 100.0% 97.5% 6 6.0 6.2

合計 37 38 2 2 94.7% 97.5% 380 391.0 401.0
97.2% 94.8%

フッ素
計画

井戸本数
深井戸 浅井戸

地下水区
深井戸

調査管井戸数 ＞2mg/ℓ

浅井戸

成功率
必要掘削井戸本数

対象井戸数

鉄



 

３-３０ 

図  ３-２ 地下水区分図 
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G) 不成功井戸についての考え方 

不成功井戸についての考え方は以下のとおりとする。 

 水量面で不成功井の場合 

DTH ハンマー法により掘削する場合は、掘削中の成功／不成功の判断が可能である。このた

め、不成功に係る掘削工事費を積算に計上する。 

泥水掘りにより掘削する場合は、掘削完了後に孔内検層、スクリーンケーシング建込み、グ

ラベル充填、井戸洗浄、揚水試験などの作業を経てはじめて成功／不成功が判定される。この

ため、不成功井に係る材料を含むこれらの工事費用を積算に計上する必要がある。 

 水質面で不成功の場合 

水質面で不成功の場合は、掘削完了後に孔内検層、スクリーンケーシング建込み、グラベル

充填、井戸洗浄、揚水試験、水質分析などの作業を経てはじめて成功／不成功が判定される。

このため、不成功井に係る材料を含むこれらの作業費用を積算に計上する。 

 不成功井の処置 

掘削孔を放置することは安全上好ましくないため、埋め戻しを行う。埋め戻しは、掘削孔が

密実に埋め戻されるよう砂を充填し、将来の沈下が生じないよう水締めにより十分締め固める。 

 代替掘削地点 

不成功となった場合には、同一村落内において代替地点を選定して掘削を行うものとする。

ただし、同一村落内において 2 地点が不成功となった場合には、同一村落内における掘削を断

念し、代替村落において井戸掘削を行うものとする。代替村落は掘削を断念した村落と同じコ

ミューンの中から DRWS の推薦により決定する。 

 

H) 期別井戸掘削計画 

井戸掘削工事は給水困窮度の高いメモット郡から開始することとし、期別井戸掘削計画は次のとお

りとする。また、表  ３-１２に期別の井戸掘削数量を示す。 

第 1 期： メモット郡の南部・東部地域（56 村落、173 箇所の井戸建設） 

第 2 期： メモット郡の残りの地域、Ponhea Kraek 郡、Dambae 郡、および Tboung Khmum 郡（59

村落、207 箇所の井戸建設） 
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表  ３-１２ 期別井戸掘削計画 

期分け 郡名 コミューン名 ID 村落名 井戸設置数 掘削工法

深さ (m) 延長 (m)

第1期 Memot Dar 17 Chhngar Cheung 5 DTH 60 300
Memot Dar 18 Chhngar Kandal 2 泥水 40 80
Memot Dar 19 Samraong Cheung 2 DTH 30 60
Memot Rung 22 Chambak 5 泥水 35 175
Memot Rung 24 Doun Roadth Ti Pir 3 泥水 30 90
Memot Rung 25 Bos 3 泥水 30 90
Memot Rung 26 Choam Tuk 3 泥水 30 90
Memot Rung 27 Rung 3 泥水 30 90
Memot Rung 28 Taonh 1 泥水 30 30
Memot Rung 29 Doung 3 泥水 30 90
Memot Rung 30 Beng 3 泥水 30 90
Memot Rung 31 Masin 4 泥水 30 120
Memot Rung 33 Soutey 5 DTH 30 150
Memot Rung 34 Trapeang Ruessei 5 泥水 55 275
Memot Chan Mul 35 Thlok 4 泥水 70 280
Memot Chan Mul 36 Chan Mul 5 泥水 65 325
Memot Chan Mul 37 S'am 5 泥水 40 200
Memot Chan Mul 38 Srae Ta Nong Kaeut 1 泥水 75 75
Memot Chan Mul 39 Srae Ta Nong Lech 2 泥水 70 140
Memot Chan Mul 44 Kor 3 泥水 40 120
Memot Tonlung 47 Kdol Leu 2 DTH 75 150
Memot Tonlung 48 Changkum Kandal 5 DTH 40 200
Memot Tonlung 50 Beng Kaong 3 泥水 40 120
Memot Tonlung 54 Kdol Kraom 4 泥水 40 160
Memot Tonlung 55 Sla Phnum 3 泥水 50 150
Memot Tonlung 56 Pong Tuek 5 泥水 55 275
Memot Memot 73 Choam M'aor 1 泥水 30 30
Memot Memot 74 Trabaek 5 DTH 30 150
Memot Memot 75 Nang Krapeu 2 泥水 50 100
Memot Memot 76 Trapeang Reang 5 泥水 30 150
Memot Memot 78 Sangkom Mean Chey Chas 3 泥水 40 120
Memot Memot 79 Chi Peh 5 泥水 50 250
Memot Memot 80 Chhngar Sala 2 泥水 40 80
Memot Memot 81 Mukh Kras 3 泥水 40 120
Memot Tramung 82 Tramaeng Leu 2 泥水 30 60
Memot Tramung 85 Tramung 3 泥水 30 90
Memot Tramung 87 Roung Chakr Skar 2 泥水 30 60
Memot Tramung 88 Andoung Thma Leu 2 泥水 55 110
Memot Tramung 89 Andoung Thma Kraom 2 泥水 65 130
Memot Tramung 90 Doung 1 DTH 40 40
Memot Tramung 91 Choam Trav 3 泥水 40 120
Memot Tramung 92 Chhuk 2 泥水 30 60
Memot Tramung 93 Ngeu Thum 3 泥水 40 120
Memot Tramung 96A Khnong Krapeu Kaeut 1 泥水 30 30
Memot Tramung 96B Khnong Krapeu Lech 1 泥水 30 30
Memot Tramung 100 Chrey 3 泥水 30 90
Memot Choam Kravien 141 Khcheay 3 DTH 30 90
Memot Choam Kravien 143 Satum 5 DTH 30 150
Memot Choam Kravien 144 Kravien Cheung 3 DTH 30 90
Memot Choam Kravien 147 Chrey Laeung 2 泥水 30 60
Memot Choam 159 Boeng Chroung 3 泥水 30 90
Memot Choam 160 Choam Ampil 3 泥水 40 120
Memot Choam 162 Cheung 3 泥水 40 120
Memot Choam 163 Leach Leu 3 泥水 30 90
Memot Choam 167 Ngiev 3 泥水 30 90
Memot Choam 168 Leach Kraom 5 泥水 30 150
小計 56村落 173 6,915

井戸掘削延長
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期分け 郡名 コミューン名 ID 村落名 井戸設置数 掘削工法

深さ (m) 延長 (m)

第2期 Memot Dar 7 Dar Cheung 1 DTH 40 40
Memot Dar 10 Dar Kandaol 1 DTH 40 40
Memot Dar 11 Prampir Meakkakra 5 DTH 40 200
Memot Dar 12 Dar Tboung 1 DTH 40 40
Memot Dar 13 Triek 2 DTH 40 80
Memot Dar 14 Spean 5 DTH 40 200
Memot Dar 15 Meaek Puk 2 DTH 40 80
Memot Dar 16 Srae Chroam 5 DTH 40 200
Memot Dar 21 Beng 1 泥水 40 40
Memot Rumchek 59 Pnov 3 泥水 55 165
Memot Rumchek 60 Kantuot 3 泥水 40 120
Memot Rumchek 62 Chheu Khloem 5 泥水 55 275
Memot Rumchek 63 Kampey 5 泥水 30 150
Memot Rumchek 64 Khpob 5 泥水 45 225
Memot Kampoan 101 Lour 5 DTH 30 150
Memot Kampoan 102 Kampoan 5 泥水 40 200
Memot Kampoan 104 Srae Saom Thmei 4 DTH 30 120
Memot Kampoan 105 Srae Saom Chas 1 泥水 30 30
Memot Kampoan 106 Tuek Tum 4 泥水 40 160
Memot Kampoan 107 Chhloung Muoy 2 泥水 80 160
Memot Kampoan 108 Chhloung Pir 1 泥水 40 40
Memot Kampoan 109 Chhloung Bei 3 泥水 65 195
Memot Kokir 110 Srae Poul 4 泥水 60 240
Memot Kokir 111 Kokir Cheung 5 泥水 45 225
Memot Kokir 112 Kokir Tboung 4 泥水 70 280
Memot Kokir 113 Tuol Thma 4 泥水 70 280
Memot Kokir 115 Kngaok 3 泥水 45 135
Memot Kokir 116 Preaek Puoy 5 泥水 50 250
Memot Choam Ta Mau 120 Thnal Kaeng 2 泥水 70 140
Memot Choam Ta Mau 121 Thma Totueng Tboung 2 泥水 30 60
Memot Choam Ta Mau 124 Sampov Lun 4 泥水 30 120
Memot Choam Ta Mau 125 Chumnum Pol 3 DTH 30 90
Memot Choam Ta Mau 126 Kantuot 3 泥水 30 90
Memot Choam Ta Mau 127 Angkam 1 DTH 50 50
Memot Choam Ta Mau 130 Bos Ta Oem 5 DTH 30 150
Memot Memong 132 Memong 5 泥水 30 150
Memot Memong 136 Triek 2 泥水 35 70
Memot Memong 137 Choam Khyang 2 泥水 30 60
Memot Memong 138 Sangkae Thmei 5 泥水 65 325
Memot Memong 139 Sangkae Chas 5 泥水 30 150
Ponhea Kraek Popel 169 Tuol Kandal 4 泥水 75 300
Ponhea Kraek Popel 171 khsak 5 泥水 40 200
Ponhea Kraek Kandaol Chrum 179 Tuol Chamkar 4 泥水 45 180
Dambae Chong Cheach 227 Cheach Cheung 5 泥水 25 125
Tboung Khmum Moung Rieng 267 Thnong 5 泥水 45 225
Tboung Khmum Moung Rieng 268 Mong Ti Prammuoy 3 泥水 35 105
Tboung Khmum Moung Rieng 269 Mong Ti Prampir 3 泥水 40 120
Tboung Khmum Sralab 271 Trapeang Sangkae 3 泥水 30 90
Tboung Khmum Anhchaeum 272 Trapeang Chak 3 泥水 30 90
Tboung Khmum Anhchaeum 273 Chheu Teal Chrum 2 泥水 30 60
Tboung Khmum Lngieng 285 Lngieng 5 泥水 30 150
Tboung Khmum Vihear Luong 287B Kien Rung 2 泥水 30 60
Tboung Khmum Vihear Luong 289 Prasrae Leu 2 泥水 30 60
Tboung Khmum Suong 291 Chrak Poun 4 泥水 30 120
Tboung Khmum Thma Pechr 294 Chambak 5 泥水 30 150
Tboung Khmum Thma Pechr 295 Chies Ti Muoy 4 泥水 40 160
Tboung Khmum Roka Po Pram 297 Trapeang Khla 5 泥水 70 350
Tboung Khmum Roka Po Pram 298 Ta Pav Bampenh Tes 5 泥水 30 150
Tboung Khmum Roka Po Pram 299 Pong Tuek 5 DTH 30 150

小計 59村落 207 8,620
合計 115村落 380 15,535

井戸掘削延長
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６）ハンドポンプ 

 ハンドポンプの仕様および材質 

ところにより、動水位が 2～5m 以内と非常に浅い位置にある井戸の出現が予測されるものの、

長期にわたってその状態が持続するとは限らないため、本計画事業の井戸に設置するハンドポ

ンプは全て深井戸用ハンドポンプとする。 

材質については、当該地域内の大半の地下水が酸性水であることから、揚水管・ポンプロッ

ド・ポンプシリンダーなど水中部分は全て防錆材料であることを必要とし、揚水管は PVC パイ

プ製、ロッド・シリンダーはステンレススティール製を採用することとする。 

 揚水管長 

井戸の静水位と揚水中の水位降下の程度によって決められる。当該地域内の乾季における静

水位は 2m から 15m の範囲内にあり、また、ハンドポンプにて連続数時間揚水した場合の水位

降下は、帯水層の良否により数ｃｍから 10m 程度まで多様である。揚水管長は、水位降下が 8

～10m と大きいと予測される地点で 24m（3mｘ8 本）を計画する。水位降下が大きいと予測さ

れる地点は、劣質帯水層の存在地点 96 箇所にほぼ相当する。その他については、個々の井戸の

水位降下を予測しがたいため、21m（3mｘ7 本）を計画する。 

７）プラットフォーム 

汚水が地表から井戸内へ流入しないよう、井戸の周囲をコンクリート製のたたきで覆うとともに適

当な長さの排水溝を設ける。排水勾配を確保するために井戸周辺を盛土によりかさ上げするとともに、

将来の不当沈下によるクラックが生じないよう、たたきおよび排水溝を鉄筋で補強する。また、盛土

周辺は侵食防止のため植栽で覆うものとし、盛土および植栽作業は住民参加により実施する。 

８）鉄分除去装置 

南部地下水開発調査で設置した鉄分除去装置のモニタリング結果では、除鉄効果があるにもかかわ

らず、設置された装置が必ずしも住民に利用されているとは限らなかった。主な理由は、味のよい代

替水源が近くにある場合には、住民は手間ひまのかからない代替水源に飲料水を依存するためである。

また、同モニタリング結果によれば、維持管理トレーニングを実施したにもかかわらず、多くのパイ

ロット給水施設で維持管理が持続されなかったが、維持管理が煩雑である、フィルターを通すため水

量が少ないなどの理由から、維持管理が持続されないケースも多い。さらに、対象地域におけるパイ

ロット給水施設で設置した鉄分除去装置では、建設後時間の経過とともに地下水の鉄分濃度が低下し

たために使用されなくなったものもあった。 

以上のような理由から、鉄分除去装置は維持管理が持続されない可能性が残されているため、維持

管理されなくなった場合には PDRD が回収できるよう開発調査で提案された可搬式とする。 

本プロジェクトでは、鉄分濃度 1.0mg/l 以上を目安として利用者の希望により鉄分除去を設置する。

鉄分除去装置は日本側が供給するものとし、装置に充填する炭や砂利などの吸着材やフィルター材は

住民負担とし、住民参加により設置する。装置の設置および維持管理に係る住民への指導をソフトコ
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ンポーネントにより実施する。 

鉄分除去装置の必要数量は、水質調査結果に基き表  ３-１３のとおり算出した。実施段階において、

設置数量が必要数量に満たなかった場合には、設計変更による減額を行う。 

 

表  ３-１３ 鉄分除去装置必要数算定根拠 

1 2 3 0 0 24 0
4B 2 10 1 0 0 0
5A 8 13 0 1 50 3
5C 1 2 0 1 17 6
5D 4 - 1 - 28 8
5E 3 1 0 0 88 0
6A 1 - 0 - 24 0
6B 7 3 1 0 95 10
6C 4 - 0 - 22 0
6D 1 - 0 - 9 0
6E 1 3 0 0 17 0
6F 2 2 0 0 0 0
6H 1 1 0 0 6 0

合計 37 38 3 2 380 27

地下水区
深井戸 浅井戸 深井戸

＞1.0mg/ℓ調査管井戸数

浅井戸

0.0%

超過井戸

0.0%
8.3%
4.8%
33.3%
25.0%
0.0%

計画井戸
本数

鉄除去装
置設置数

0.0%
0.0%
0.0%

6.7%

0.0%
10.0%
0.0%

 
 

（４）資機材調達計画 

１）協力対象機材の選定 

要請機材の優先度を以下の評価項目に基き、検討した。 

① 事業に対する必要性 

② DRWS 保有機材との整合性 

③ DRWS 要員の技術的受入能力 

検討結果を表  ３-１４に示す。 
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表  ３-１４ 計画対象機材選定表 

機材番号 機材名 使用目的 能力/仕様
事業に対する

必要性
DRWSの
保有状況

DRWSの
技術的受入れ

DRWS側の
優先順位

要請数量
（最終確認時）

優先度 最終計画 摘　要

B A B A

実施時にOJTによる
技術移転は必要

B A B A

実施時にOJTによる
技術移転は必要

B A B A

実施時にOJTによる
技術移転は必要

B A B A

実施時にOJTによる
技術移転は必要

B A B A

実施時にOJTによる
技術移転は必要

B A B A

実施時にOJTによる
技術移転は必要

B A B A

実施時にOJTによる
技術移転は必要

A B B A
現地業者は機材を保
有していないため、井
戸掘削工事に不可欠

前回無償資金協力で
供与した1セット以外
はない

実施時にOJTによる
技術移転は必要

A B B A
現地業者は機材を保
有していないため、井
戸掘削工事に不可欠

前回無償資金協力で
供与した1台以外はな
い

実施時にOJTによる
技術移転は必要

A B B A
現地業者は機材を保
有していないため、井
戸掘削工事に不可欠

前回無償資金協力で
供与した1台以外はな
い

実施時にOJTによる
技術移転は必要

A B B A
現地業者は機材を保
有していないため、井
戸掘削工事に不可欠

前回無償資金協力で
供与した1台以外はな
い

実施時にOJTによる
技術移転は必要

A B B A
現地業者は機材を保
有していないため、井
戸掘削工事に不可欠

前回無償資金協力で
供与した1台以外はな
い

実施時にOJTによる
技術移転は必要

A B A A

OJTによる作業実施に
不可欠

本計画に充当する機
材はない

特に問題なし

A B A A

OJTによる作業実施に
不可欠

本計画に充当する機
材はない

特に問題なし

B B A A

上記ピックアップで対
応可能。

本計画に充当する機
材はない

特に問題なし

A B A A
PDRDによる維持管理
体制整備のために不
可欠

本計画に充当する機
材はない

特に問題なし

A B A A
DODによる維持管理体
制整備のために不可
欠

本計画に充当する機
材はない

特に問題なし

B B B A

トレーナーズトレーニン
グに必要

本計画に充当する機
材はない

ソフトコンポーネント
で活用方法を指導す
る必要あり

B B B A

トレーナーズトレーニン
グに必要

本計画に充当する機
材はない

ソフトコンポーネント
で活用方法を指導す
る必要あり

A B B A

OJTによる作業実施に
不可欠

本計画に充当する機
材はない

実施時にOJTによる
技術移転は必要

注）

B 1
維持管理啓蒙活動および衛生教育活動に使用する。
DRWS、PDRDおよびDOD事務所において、トレーナーズト
レーニング用として使用する。

プロジェクターセット
維持管理啓蒙活動・衛
生教育

ノートパソコン、プロジェク
ター、ソフトウエア

2

C 0
新規調達を行わないとする日本側方針をカ国側に説明し、
「カ」国側が了解した。

3-3 ビデオセット
維持管理啓蒙活動・衛
生教育

ビデオカメラ、ビデオプレー
ヤー、テレビ、ビデオカセット

1 B 1

1-5 給水車 泥水掘削用水の補給

1
維持管理・モニタリングのための井戸データベース作りに使
用する。

1-6 給油者
井戸掘削機材の燃料
補給

0
新規調達を行わないとする日本側方針をカ国側に説明し、
「カ」国側が了解した。

維持管理啓蒙活動および衛生教育活動に使用する。
DRWS、PDRDおよびDOD事務所において、トレーナーズト
レーニング用として使用する。

3-4

1
PDRDによる維持管理支援活動に使用する。ハンドポンプ
修理用資機材の運搬も兼ねる。

OM要員の移動
100ｃｃ以上、ファミリータイプ、
現地普及モデル

0 A 4 DODによる維持管理支援活動に使用する。3-2 モーターバイク

2 A3-1 ピックアップ OM要員・機材の運搬
ダブルキャビンピックアップ、４
WD

総合判定（優先度順位）：A>B>C

3維持管理用機材

2 C

3-5 コンピューターセット 井戸データベース作成
デスクトップパソコン、プリン
ター、ソフトウエア

1 A

0
上記のクレーン付トラックおよびピックアップで対応可能と
思われる。

2-8 ステーションワゴン 要員の移動 ４WD、5人乗り以上

2 A 2 調査試験要員・機材の運搬に使用する。2-7 ピックアップ 要員・機材の運搬
ダブルキャビンピックアップ、４
WD

2 A 2 調査試験用機材の運搬に使用する。2-6 クレーン付トラック 資機材運搬 2tonクレーン付4WDトラック

2 A 1
井戸掘削に伴う水質分析および日常の水質検査に使用。
前回供与済１セットを加えた2セットが必要。

2-5 水質分析器 現場水質試験
現場用水質分析器材、試薬類
は建設費に計上

2 C 0 帯水層の探査に使用。前回供与済１セットで対応可能。2-4 電気探査器 物理探査 探査深度150m以上

2 A 1
帯水層、スクリーン設置深度の検層に使用。検層深度
150m以上。前回供与済１セットを加えた2セットが必要。

2-3 孔内検層器 孔内検層
検層深度150m以上、比抵抗、
自然電位、ガンマー併用型

2 A 1
井戸洗浄用低圧コンプレッサー。クレーン付トラックでの運
搬を考慮し、スキッドタイプとする。前回供与済１セットを加
えた2セットが必要。

2-2 低圧コンプレッサー
揚水試験前の井戸洗
浄、　井戸の維持管理

スキッド型、7.0kg/cm2(100psi),
8.5m3/min (300psi)

2 A 1
井戸仕上げ寸法4インチに対応した揚水試験用ポンプおよ
び関連機材。前回供与済１セットを加えた2セットが必要。

2調査試験用機材

2-1 揚水試験機材 揚水試験
井戸口径４インチ対応揚水試
験用ポンプおよび関連機材

0

新規調達を行わないとする日本側方針をカ国側に説明し、
「カ」国側が了解した。

新規調達を行わないとする日本側方針をカ国側に説明し、
「カ」国側が了解した。

新規調達を行わないとする日本側方針をカ国側に説明し、
「カ」国側が了解した。

新規調達を行わないとする日本側方針をカ国側に説明し、
「カ」国側が了解した。

新規調達を行わないとする日本側方針をカ国側に説明し、
「カ」国側が了解した。

0

0

0

02

2

C

C

C

C

C

2 C

2

1井戸掘削機材

2

2

2

工事管理用車両

井戸掘削

DTH掘削時の圧縮空
気供給

井戸掘削付属品

工事用資機材運搬

1-7

井戸掘削機

高圧ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ

掘削ツール

ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ

ピックアップ

1-1

1-2

1-3

1-4
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２）計画対象機材 

本プロジェクトで調達される機材は調査試験用機材および維持管理用機材に大別される。各機材の

主な仕様、数量および使用目的は、表  ３-１５のとおりである。 

表  ３-１５ 主要機材リスト 

機材名 主な仕様または構成 数量 使用目的

A 調査試験用機材

A.1 孔内検層用機材

A.1.1 孔内検層器
検層深度150m以上、比抵抗、自然電
位、ｶﾞﾝﾏｰ併用型

1
ケーシングプログラム作成、また調査
地域の地質データ収集のため

A.1.2 現場用ノートパソコン 耐衝撃・防塵・坊滴ﾀｲﾌﾟ 1
孔内検層の結果を現場で解析し、ケー
シングプログラムを作成する。

A.2 井戸洗浄用機材

A.2.1 低圧コンプレッサー
ｽｷｯﾄﾞﾀｲﾌﾟ
圧力:7.0kg/c㎡(100psi)
吐出量:8.5m3/min(300cfm)以上

1 揚水試験時の井戸洗浄に必要

A.2.2 井戸洗浄用パーツ 揚水管、ﾌﾗﾝｼﾞ他 1 揚水試験時の井戸洗浄に必要

A.3 揚水試験用機材

A.3.1 水中モーターポンプ
4ｲﾝﾁｹｰｼﾝｸﾞ対応
揚水量80 L/min×揚程80m以上

1 揚水試験を実施するために必要

A.3.2 ディーゼル発電機 出力10KVA以上、50Hz、380V、3相 1 揚水試験を実施するために必要

A.3.3 三角堰 200L/min計測可 1 揚水試験時の水量計測に必要

A.3.4 水位計 100ｍ深度計測可 1 揚水試験時の地下水位測定に必要

A.4 水質分析用機材

A.4.1 水質分析計 ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ分光器ﾀｲﾌﾟ 1
事務所での他項目にわたる水質分析に
必要

A.4.2 濁度計 計測値0-1000NTU以上 1 現場での水質分析(濁度測定)に必要

A.4.3 電気伝導度/TDS計 計測値0-19.9mS/cm,､3 range以上 1
現場での水質分析(電気伝導度測定・
TDS測定)に必要

A.4.4 pHメータ 計測値0-14 1 現場での水質分析(pH測定)に使用

A.4.5 ORPメーター 計測値±2000mv 1
現場での水質分析(酸化還元電位)測定
に使用

A.4.6 インキュベータ 小型卓上型、設定温度30-40℃ 1 水質分析のための細菌培養に必要

A.5 クレーン付トラック 4WD,3tｸﾚｰﾝ､GVW10tｸﾗｽ 2 調査試験用機材運搬に必要

A.6 ピックアップ 4WD,ﾀﾞﾌﾞﾙｷｬﾋﾞﾝ 2
調査試験時の要員・資機材の運搬に必
要

B 維持管理用機材

B.1 ピックアップ 4WD,ﾀﾞﾌﾞﾙｷｬﾋﾞﾝ 1
維持管理・啓蒙活動、ハンドポンプ修
理時の資機材運搬に必要

B.2 モーターバイク 125cc､ﾌｧﾐﾘｰﾀｲﾌﾟ 4
維持管理要員の衛生教育・啓蒙活動に
必要

B.3 ビデオセット

B.3.1 ビデオカメラ DV,PAL方式 1
衛生教育・啓蒙活動・ワークショップ
等に必要

B.3.2 ビデオプレイヤー VHS,PAL方式 1
衛生教育・啓蒙活動･ワークショップ等
に必要

B.3.3 テレビ 20ｲﾝﾁ､ｶﾗｰ､ｽﾃﾚｵｻｳﾝﾄﾞ 1
衛生教育・啓蒙活動・ワークショップ
等に必要

B.4 プロジェクターセット

B.4.1 ノートブックパソコン
PentiumM 1.5G､40GHDD､CDRW-DVD
Compatible､14.1TFT､ｿﾌﾄｳｪｱ

1
衛生教育・啓蒙活動・ワークショップ
等に必要

B.4.2 プロジェクター
SVGA800*600以上､PAL,SECAM,NTSC対
応

1
衛生教育・啓蒙活動・ワークショップ
等に必要

B.4.3 スクリーン 60ｲﾝﾁ*60ｲﾝﾁ､三脚ﾀｲﾌﾟ 1
衛生教育・啓蒙活動・ワークショップ
等に必要

B.4.4 小型発電機 900VA 1 村落でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ等使用時に必要

B.5 コンピューターセット

B.5.1 デスクトップパソコン
Pentium4 2.4G､40GHDD､CDRW-DVD
Compatible､17ｲﾝﾁﾓﾆﾀ､ｿﾌﾄｳｪｱ

1 井戸掘削データベース構築に必要

B.5.2 UPS 1200VA 1 パソコンの補助電源として必要

B.5.3 プリンター ｶﾗｰ､ﾚｰｻﾞｰﾌﾟﾘﾝﾀ､A3印刷可 1 井戸掘削データベース構築に必要

機材番号
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３）機材の仕様決定根拠 

各機材の仕様決定根拠は以下のとおりである。 

A. 調査試験用機材 

 A.1 孔内検層用機材 

孔内検層器は、深井戸掘削後に実施される帯水層深度の確認、ポンプとスクリーン設置位置

の決定の目的に使用される。本プロジェクトにおいては、孔内検層チームを 2 班編成する予定

であるため、検層器もそれに伴い 2 セット必要となる。その内の 1 セットは「ペリアーバンプ

ロジェクト」において供与済みである DRWS が保有する機材を使用するが、1 セット分が不足

するため、新規に 1 セットを調達する。 

 

 A.1.1 孔内検層器：1 台 

本プロジェクトの想定 大掘削深度は 80m であるが、プロジェクト終了後には DRWS が他

地区でのプロジェクトにおいても使用するため、「ペリアーバンプロジェクト」と同等の仕様

（比抵抗・自然電位・自然ガンマー併用型）とする。測定能力も同様にカンボジアのほぼ全域

をカバーできると想定される 150m とする。 

 

 A.1.2 現場用ノートパソコン：1 台 

孔内検層の結果は直ちに解析し、ケーシングプログラム作成に反映させなければならない。

従って、現場でデータを解析可能とするために、ノートパソコンを 1 台計画する。現場での使

用を考慮して、耐衝撃・防塵仕様のものとする。 

 

 A.2 井戸洗浄用機材 

井戸洗浄機材は、揚水試験前の井戸洗浄に使用される。また、洪水時の井戸洗浄などの維持

管理用としても使用される。本プロジェクトにおいては、井戸洗浄チームを 2 班編成する予定

であるため、井戸洗浄機材もそれに伴い 2 セット必要となる。その内の 1 セットは「ペリアー

バンプロジェクト」において供与済みの DRWS が保有する機材を活用するが、1 セット分が不

足するため、新規に 1 セットを調達する。プロジェクト終了後には DRWS が他地区でのプロジ

ェクトにおいても使用するため、「ペリアーバンプロジェクト」と同等の仕様とする。 

 

 A.2.1 低圧コンプレッサー：1 台 

本プロジェクトにおいては、クレーン付トラックによる運搬を想定し、スキッドタイプを計

画する。汎用性を考慮して、「ペリアーバンプロジェクト」と同等とするが、下記に従い仕様

を決定した。 

掘削井戸の 大掘削深度を 80m、 深井戸静水位を GL-15m（ハンドポンプの揚水管長が

大 24m であることも考慮）、エアリフトによる 大水位低下を 20m、 低浸水率を 40％と仮

定した場合、下図および下表から H および Hs はそれぞれ H＝35m、Hs＝40m、揚程 75m とな



 第３章 プロジェクトの内容 

３-３９ 

る。 

この場合、所要空気吐出量は、揚程（H）の 35m と左上がりの浸水率曲線 40％の交点から上

方に垂直線を引いて 8.0m3/min 以上と読みとれる。従って、空気吐出量は、安全を考慮して「ペ

リアーバンプロジェクト」と同等の 8.5m3/min 以上を計画する。なお、空気吐出量の算出にあ

たっては、空気圧縮機使用図解表（㈱地人書館発行「温泉と開発と設計」）を参考にした。 

 

       
 

一方、コンプレッサーを用いる井戸洗浄時の圧縮空気圧は、地下水ハンドブック（建設産業

調査会発行）によると、「普通 7～10kg/cm2」まで上げると記載されてある。従って、本プロ

ジェクトの掘削口径は小さく、空気管、導水管等も小口径であるため、圧縮空気圧は、7.0kg/cm2

以上と設定した。 

圧力：7.0kg/cm2 (100psi) 以上 

吐出量：8.5m3/min (300cfm) 以上 

 

 A.2.2 井戸洗浄用パーツ：1 式 

当該機材は、井戸洗浄を実施する際に、低圧コンプレッサーと掘削井戸の間隔を固定するた

めに用いられる。容易に現場への搬入や組み立て・分解が可能な仕様とし、図  ３-３のような

構成とする。 

 

中央空気管式の機構 空気圧縮機使用図解表 
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図  ３-３ 井戸洗浄用パーツ 
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 A.3 揚水試験用機材 

揚水試験機材は、水中モーターポンプ、ディーゼル発電機、三角堰などから構成される。本

プロジェクトでは、揚水試験班が 2 チーム必要となり、揚水試験機材は 2 セット必要となる。

その内の 1 セットは「ペリアーバンプロジェクト」において供与済みの DRWS が保有する機材

を使用するが、1 セット分が不足するため、新規に 1 セットを調達する。揚水試験機材は、プ

ロジェクト終了後は DRWS が将来プロジェクトに使用するため、「ペリアーバンプロジェク

ト」と同等の以下の仕様とする。 

 

 A.3.1 水中モーターポンプ：1 台 

揚水試験は掘削工事が終了し、ケーシングを挿入し終えた後に実施される。従って、水中モ

ーターポンプの外径は、本プロジェクトで計画するケーシングの内径（4 インチ）に収まるサ

イズを計画する。揚程は 80m 以上（揚程 75m と想定されるが安全を考慮）を確保する。また、

ハンドポンプでの揚水量が 20～30L/min と想定されるため、揚水試験には揚水量の倍以上であ

る 80L/min の汲み上げが可能な仕様とする。 

 

 A.3.2 ディーゼル発電機：1 台 

ディーゼル発電機は、水中モーターポンプの電源を確保するために使用される。工事対象地

域は、大半が電化されていない村落であるため、揚水試験用の水中モーターポンプ駆動用に発

電機を計画する必要がある。発電容量は水中モーターポンプの駆動に必要な 10KVA 程度を確

保する。 

 

 A.3.3 三角堰：1 台 

三角堰は、揚水試験時の水量を計測するために使用される。これは揚水試験の計測において

も容易で、かつ精度の高い計測器であり、揚水試験には不可欠である。一般的に普及してい

る三角堰の 少測定容量である 200L/min を採用する。 

 

 A.3.4 水位計：1 台 

水位計は、揚水試験時に孔内の水位を測定するために使用される。水位計は各メーカーとも

50m 長または 100m 長が標準仕様となっているため、本プロジェクトの想定 大掘削深度であ

る 80m を考慮し、100m 長の水位計を計画する。 

 

 A.4 水質分析用機材 

水質分析項目のうち、サンプル水の汲み上げ直後に分析を実施しなければ正確な数値が得ら

れないものは現場測定とする。また、その他の水質分析項目については、DRWS 現場事務所に

おいて分析を行う。本プロジェクトにおいては、孔内検層チームを 2 班編成する予定であるた

め、水質分析器もそれに伴い 2 セット必要となる。その内の 1 セットは「ペリアーバンプロジ
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ェクト」において供与済みである DRWS が保有する機材を使用するが、1 セット分が不足する

ため、新規に 1 セットを調達する。また、「ペリアーバンプロジェクト」と同等の仕様を計画

する。 

なお、試薬類については、試薬の有効期限を考慮し、施設建設の試験費用において計上する。 

 A.4.1 水質分析計：1 台 

一般的な水質項目について対応可能な分光光度計とする。水質分析計は、水中の金属化合物、

無機物、有機化合物など多くの物質の分析に適用できるものであり、本プロジェクトにおいて

計画している分析項目は、以下の通りである。なお、DRWS 事務所での使用を考慮して、簡易

卓上型を計画する。 

分析項目：Arsenic (As), Barium (Ba), Chromium (Cr6
+), Chloride (Cl), Fluoride (F), Hardness, 

Hydrogen Sulfide (H2S), Manganese (Mn), Selenium (Se), Sodium (Na), Sulfate (So4
2-), 

Aluminum (Al), Iron (Fe), Zinc (Zn), Copper (Cu), Lead (Pb), Nickel (Ni),  

Ammonia (NH4), Nitrate (No3), Nitrit (No2),  Color 等 

 

 A.4.2 濁度計：1 台 

濁度（Turbidity）は、大気に触れた直後から数値が変動するため、現場測定が望ましい水質

分析項目である。当該機材は、濁度分析に特化した分析機器であり、一般的な基準とされる 0

～1,000 NTU が計測できる仕様とする。なお、現場での使用を考慮して、携帯型を計画する。 

 

 A.4.3 電気伝導度/TDS 計：1 台 

電気伝導度（EC）は、大気に触れた直後から数値が変動するため、現場測定が望ましい水質

分析項目である。0～19.9mS/cm が計測できる仕様とする。TDS は全溶存固形物量を測定するも

のであり、0~1999mg/L を測定値とする。なお、現場での使用を考慮して、携帯型を計画する。 

 

 A.4.4 pH メーター：1 台 

pH は地下水の性質を示す代表的な分析項目であるが、大気に触れた直後から数値が変動す

るため、現場で測定することが望ましい。当該機材は、pH 分析に特化した分析機器であり、一

般的な基準とされる pH 0～14 が計測できる仕様とする。なお、現場での使用を考慮して、携帯

型を計画する。 

 

 A.4.5 ORP メーター：1 台 

酸化還元電位（ORP）は、水質の酸化・還元の状態を示すものであり、鉄や砒素などの水質

項目に密接に関連している。大気に触れた直後から数値が変動するため、現場測定が望ましい

分析項目である。当該機材は、酸化還元電位に特化した分析機器であり、一般的な基準とされ

る±2,000mv が計測できる仕様とする。なお、現場での使用を考慮して、携帯型を計画する。 
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 A.4.6 インキュベーター：1 台 

細菌や大腸菌の存在は、水質を図る上で重要な分析項目である。当該機材は、細菌・大腸菌

試験紙を使用したサンプルを恒温維持するために使用し、一般的な基準とされる温度 30～40℃

が維持できる仕様とする。なお、DRWS 事務所での使用を考慮して、小型卓上型を計画する。 

 

 A.5 クレーン付トラック：2 台 

クレーン付トラックは、主に資機材の運搬に使用され、孔内検層および揚水試験などの調査

試験が 2 チーム体制で行われることに対応して、2 台計画する。本プロジェクトで運搬される

長の資機材は、井戸工事用ケーシングであるが、この全長が 4.0m であるため、荷台長はそ

れ以上とする。 

また、雨期には道路がぬかるみ、アクセスが悪化するサイトも存在することから、四輪駆動

タイプを計画する。なお、サイト内には小規模吊り橋などの通行の際に、車両自重が影響を及

ぼすアクセスは存在しない。本プロジェクトで計画する低圧コンプレッサーの自重が 2ton 以上

と想定されるため、クレーンの吊り上げ能力は 3ton 以上とする。 

 

 A.6 ピックアップ：2 台 

ピックアップもクレーン付トラックと同様に、孔内検層および揚水試験などの調査試験時に

要員・資機材の運搬に使用するが、作業が 2 チーム体制で行われるために 2 台計画する。雨期

におけるアクセスの悪化を考慮し、四輪駆動タイプを計画する。作業員が一度に 4～5 人移動す

ることが想定されるため、ダブルキャビンを採用する。 

 

B.維持管理機材 

 B.1 ピックアップ：1 台 

本プロジェクトでは、維持管理を PDRD と DOD が担当することとなる。ピックアップは

PDRD による維持管理支援活動に使用され、村での啓蒙活動、ハンドポンプ修理時の資機材の

運搬などにも使用される。雨期におけるアクセスの悪化を考慮し、四輪駆動タイプを計画する。

作業員が一度に 4～5 人移動することが想定されるため、ダブルキャビンを採用する。 

 

 B.2 モーターバイク：4 台 

村落レベルの維持管理活動では、DOD の維持管理要員の働きが非常に重要となる。維持管理

要員の衛生教育・啓蒙活動・メインテナンスなどの幅広い維持管理活動を支援するためにモー

ターバイクを計画する。維持管理を念頭に置き、現地でのスペアパーツの入手難易度や修理の

熟練度なども考慮して、現地で も普及している 100cc クラス、ファミリータイプを計画する。

実施対象地域である 4 郡の DOD に各 1 台、計 4 台を調達し、現場に活動に即して使用される

ことになる。 
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 B.3 ビデオセット 

DRWS は井戸掘削以外にも、DRWS、PDRD、DOD 職員に対して研修・指導も実施すること

になる。ビデオセットは、同職員に対する維持管理啓蒙活動や衛生教育活動を目的に使用する。

サイトでの住民組織活動や衛生教育活動をビデオテープに記録し、職員に対するトレーナーズ

トレーニング用として使用する。 

 

 B.3.1 ビデオカメラ：1 台 

ビデオカメラは一般的に普及しているデジタルビデオ方式とする。デジタルビデオカメラは、

村落での住民教育・啓蒙活動やサンプル採水作業などを映像として残し、研修材料として使用

するために用いる。現場での使用を念頭に置き、小型タイプのものを計画する。デジタルビデ

オカメラの場合、受像機器（テレビ、プロジェクターなど）に直接繋げて再生することが可能

であるため、ビデオ再生機が別途不要となる利点もある。なお、デジタルビデオカメラは地域

性を考慮して PAL 方式とし、ビデオカセットを 10 本付属する。 

 

 B.3.2 ビデオプレイヤー：1 台 

ビデオプレイヤーは、VHS テープを再生する目的で供与される。啓蒙・教育活動の記録は、

デジタルビデオカメラで行なうため、前述の通り、録画から再生まで同カメラでの対応が可能

となる。しかし、過去に他ドナーや関係機関が作成した啓蒙ビデオは大半が VHS 方式で録画さ

れているため、これらを再生するためには、VHS 対応のビデオプレイヤーの調達が必須となる。

なお、ビデオプレイヤーは地域性を考慮して PAL 方式とする。 

 

 B.3.3 テレビ：1 台 

テレビは、デジタルビデオカメラおよびビデオプレイヤーによって再生される研修用映像の

受像機として使用される。DRWS 事務所に配置・整備される予定であるため、特に機器移動な

どは考慮せずに、ごく普通のテレビを計画する。多くても一度に 10 名程度の研修生を予定して

いるため、20 インチ程度の規模とする。なお、テレビは地域性を考慮して PAL 方式とする。 

 

 B.4 プロジェクターセット 

プロジェクターセットは、DRWS（場合によっては PDRD または DOD）が、職員または受

益者に対する維持管理啓蒙活動や衛生教育活動におけるワークショップ、セミナー、トレーナ

ーズトレーニングを実施する際に使用される。これらの研修は、一度に大人数を対象に実施さ

れることが多いため、これに対応すべく機種および仕様を選定しなければならない。DRWS 事

務所に対して 1 セット調達する。 

 

 B.4.1 ノートブックパソコン：1 台 

ノートブックパソコンは、水質分析結果や現場での写真などのデジタルデータを映写する際
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に活用するが、生のデジタルデータの編集作業にも使用することができる。また、研修生の配

布資料作成にも使用できるため、多目的な用途への活用が期待される。現場への移動も考慮し

て、持ち運び可能なノート型とする。 

 

 B.4.2 プロジェクター：1 台 

受益者に対して啓蒙活動などを実施する場合、視覚による教育が一番容易で効果的である。

プロジェクターは、一度に大人数に対して、映像を提供できるため、本プロジェクトのような

研修・指導の場合、非常に効果的であると考えられる。プロジェクターは、パソコンやデジタ

ルビデオカメラと接続し、デジタルデータを映写するものである。事務所だけでなく、村落に

出向いての研修も計画しているため、持ち運び可能な小型タイプを計画する。 

 

 B.4.3 スクリーン：1 枚 

スクリーンは、プロジェクターからの映像を投影するために使用する。大人数の研修生に対

して一度に映像を提供することを考慮し、60×60”程度の大きさを計画する。また、三脚付のタ

イプを計画する。 

 

 B.4.4 小型発電機（インバーター式）：1 台 

村落で啓蒙活動などを実施することが想定されているが、電化されていない村落が大半を占

めるため、パソコン、プロジェクターなどの電源を確保するために、インバーター式小型発電

機を計画する。容量は 900VA 程度とする。 

 

 B.5 コンピューターセット 

コンピューターセットは、デスクトップコンピューター、プリンターなどから構成され、主

に本プロジェクトにおける掘削井戸および水質分析結果のデータベース構築に使用される。維

持管理・モニタリング活動などに利用できる。DRWS 事務所に対して１セット導入する。 

 

 B.5.1 デスクトップコンピューター：1 台 

DRWS によって実施される井戸工事のデータは、DRWS によって一元管理（井戸データ台帳

の作成）し、今後展開される給水計画に反映していく必要がある。また、定期的に施工後の深

井戸の水質サンプリングを実施することが、安全な水を受益者に供給することに繋がるため、

データの一元管理は必須事項であると言える。従って、これらのデータを管理するために、コ

ンピューターを調達する。 

 

 B.5.2 UPS：1 台 

DRWS 事務所の地域は電化されているが、電圧が不安定であり、停電も頻繁に発生する。コ

ンピューターには井戸管理台帳や水質分析結果、啓蒙活動・衛生教育用資料などの重要データ
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を長期保存する予定であるため、停電によるコンピューターへのダメージを 小限に食い止め

る必要がある。 

そこで、コンピューター電源の一時的なバックアップを目的として、UPS を 1 台計画する。

コンピューター専属の使用を想定しているため、1,200VA 程度の容量を計画する。 

 

 B.5.3 プリンター：1 台 

プリンターは、データベースや研修用資料の出力を目的として使用される。研修用資料を作

成する際の視覚効果も考慮して、A3 サイズ対応のカラーレーザープリンターとする。 

 

４）交換部品の調達 

交換部品の調達は以下のとおり計画する。 

 水位計、ｐH メーター、家庭用電化製品など、通常交換部品を必要としない機材には交換部品

を含めない。 

 現地の代理店、販売店などから交換部品の入手が容易であるピックアップ、モーターバイクな

ど、現地調達機材には交換部品を含めない。 

 日本または第 3 国から調達する機材のうち、交換部品が必要な機材についてのみ交換部品を調

達する。 

 以上より、本プロジェクトにおいて交換部品を調達する機材は以下のとおりとなる。 

♦ A.1.1 孔内検層器 

♦ A.2.1 低圧コンプレッサー 

♦ A.3.1 水中モーターポンプ 

♦ A.3.2 ディーゼル発電機 

♦ A.5 クレーン付トラック 

 必要 低限の在庫を確保するという観点から、交換部品は 1 年分とする。 

 

３-２-３ 基本設計図 

基本設計図は以下のとおりである。 

 図  ３-４ サイト位置図  

 図  ３-５ 井戸構造図  

 図  ３-６ プラットフォーム  

 図  ３-７ 鉄分除去装置 

 図  ３-８ 啓蒙用看板 
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３-２-４ 施工計画／調達計画 

３-２-４-１ 施工方針／調達方針 

（１）事業の実施体制 

ペリアーバンプロジェクトでは日本側より供与された井戸掘削機材を活用し、DRWS に対して技術

移転が行われ、現在、DRWS の井戸掘削能力向上は現地業者と同等程度の掘削能力がある。このため

DRWS 保有機材のうち、ペリアーバンプロジェクトで日本側より供与された井戸掘削機材を活用して、

無償貸与機材施工班を 1 班編成する。また、現地調達機材班を３班編成し、計 4 班による井戸掘削工

事を日本業者が管理する。物理探査、孔内検層、井戸洗浄、揚水試験、水質分析など井戸掘削工事の

品質管理に係る作業は、OJT 作業班として 2 班編成する。 

 

ペリアーバンプロジェクトにて供与された機材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掘削機 YBM-YTD45B 

 

 

 

 

 

 

 

 

給油車 : Isuzu 

ﾂｰﾙﾄﾗｯｸ Isuzu 掘削用ビット 

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ搭載ﾄﾗｯｸ ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ Airman 
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（２）実施機関保有機材の活用 

実施機関である地方開発省（以下、MRD）地方給水局（以下、DRWS）保有機材のうち、DRWS が

本プロジェクト実施のために無償貸与することに合意した無償資金協力「ペリアーバン地区村落給水

計画」（以下、ペリアーバンプロジェクト）で調達された以下の機材を活用して、井戸掘削施工班を

編成する。これら機材ついては、貸与される機材の数量、期間、条件などについて、概要説明時に DRWS

側と文書で詳細に確認した。 

１）井戸掘削機材および支援車両 

♦ 井戸掘削機械    1 台 

♦ 掘削ツール    1 セット 

♦ 高圧コンプレッサー   1 台 

♦ クレーン付トラック   1 台 

♦ 給水タンク車    1 台 

♦ 燃料タンク車    1 台 

♦ 要員・資材運搬用ピックアップ  2 台 

２）調査試験用機材 

♦ 物理探査用機材    1 セット 

♦ 孔内検層用機材    1 セット 

♦ 井戸洗浄用機材（低圧コンプレッサー） 1 台 

♦ 揚水試験用機材    1 セット 

♦ 水質分析用機材    1 セット 

３）維持管理用機材 

♦ 維持管理用ピックアップ   1 台 

（３）現地調達機材の活用 

現地調達機材（「カ」国の民間掘削会社保有機材）は、本プロジェクトの規模・仕様に見合う井戸

掘削を実施できる能力があると判断できる。本プロジェクトに活用可能な規模の井戸掘削ﾘｸﾞを保有し

ている現地業者は 3 社で、各社 低 2 台、合計 10 台を保有している。施工期間中の井戸掘削ﾘｸﾞの故

障による入れ替えを想定して各社 低保有台数の１／２を活用するものとし、現地調達機材を活用し

た現地調達機材掘削班を 3 班編成する。 

ただし、DRWS は井戸掘削に係る品質管理技術（物理探査、孔内検層、井戸洗浄、揚水試験、水質

分析など）、機材を保有していない。このため、井戸掘削工事に係る品質管理については、DRWS に

対する OJT を 6 ヶ月間実施し、その後 DRWS 独自により実施するものとする。品質管理班は 2 班を編

成し、必要な機材はペリアーバンプロジェクトで供与されたものを活用する方針とするが、不足する
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機材については本プロジェクトにおいて調達する。 

（４）技術移転 

本プロジェクトで実施する技術移転の項目と内容は以下のとおりである。 

１）井戸掘削技術 

 井戸掘削に係る調査試験技術 

本計画で実施する井戸掘削工事の調査試験に係る技術移転の項目と内容は以下のとおりで

ある。 

項  目 内  容 

物理探査 物理探査の理論・方法・解析、掘削前の物理探査データと掘削後の実際のデ

ータの比較による水理地質状況の解析・判定 
孔内検層 電気検層の理論・方法・解析とｽｸﾘｰﾝ設置位置の判定 
揚水試験 掘削後の段階試験、連続試験、回復試験の理論・実施方法・解析方法と帯水

層能力の判定 
水質検査 水質項目に関する知識の習得、掘削後のサンプリング方法・水質分析の方法

データベース作成 上記の試験データを将来の地下水開発に有効活用するためのデータベース

の作成方法およびその維持管理方法 
 

 工程管理技術 

2002 年 2 月に承認された国家給水衛生政策においては、民間参入促進の方針が盛り込まれて

おり、実施機関がプロジェクトのファシリテーター役として、プロジェクトマネジメントを担

う役割が重視されている。一方、実施機関はこれまで他ドナーより供与された資機材により自

ら掘削工事を行ってきたが工期の制約等を受けずに実施してきたため、工程管理に係る技術に

乏しい。 

今後、実施機関がプロジェクトマネジメントを担っていくためには総合的な工程管理に係る

技術を習得し、民間業者を適切に指導できる能力を身につけていく必要があるため、本計画に

おいて工程管理に係る技術移転を実施する。本計画で実施する工程管理に係る技術移転の項目

と内容は以下のとおりである。 

段階 項  目 内  容 

計画 施工計画 施工順序、施工方法などの基本方針の決定 
 工程計画 作業手順の把握、平行して行える作業、各作業の所要日数、作業ごとの相

互関係および所要工期と作業日数との関係の把握、日程調整、工程表作成

 使用計画 機械、労務、材料の使用・調達時期の把握、品目・数量の算定、輸送搬入

計画 
施工 工事の指示 工事の指示・監督 
 作業量管理 作業量、使用量などの作業実績把握 
 進捗度管理 計画工程と実施進度との比較、工程表での進度監視 
 手配管理 機械、労力、材料などの手配 
 是正 修正および再計画 
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２）運営・維持管理 

運営・維持管理に係る実施機関、PDRD および DOD に対する技術移転は、本プロジェクトのソフト

コンポーネントにより実施する。技術移転の項目および内容を ３-２-１（９）技術移転に係る方針に示

す。 

３-２-４-２ 施工上／調達上の留意事項 

（１）アクセス条件 

メモット郡においてはアクセス条件の悪い村落が存在するが、雨季にはこれらの村落への進入が困

難と予想される。このため、乾季にこれらの村落を施工し、雨季にはアクセス良好な村落を施工する

よう綿密な実施工程を策定する。 

（２）DRWS、PDRD および DOD との連携 

井戸の維持管理に必要な住民組織形成支援および衛生教育の 適な実施組織は、既存組織および人

員から見て PDRD であり、DOD が補助的な役割を担うべきと考えられる。一方で、組織形成後の維持

管理の支援は、より村落に近い所に位置して活動している DOD が実施組織となるべきと考えられる。

PDRD および DOD ともに人員は配置されているものの能力は不十分であるため、技術移転および資機

材を含めた能力強化が必要である。 

（３）ソフトコンポーネントとの連携 

ペリアーバンプロジェクトで実施中の運営・維持管理および衛生教育に係るソフトコンポーネント

について、「非常に有効であり、今後の他プロジェクトの手本となるものである」との高い評価が「カ」

国側よりあった。本プロジェクトにおいても引き続き運営・維持管理および衛生教育に係るソフトコ

ンポーネントを導入し、DRWS のファシリテーターとしての技術水準を向上させるとともに、MRD の

地方機関である PDRD および DOD に対してファシリテーターとしての技術移転を実施する。 

（４）現地業者および資材の活用 

現地井戸掘削業者は、本プロジェクトの規模・仕様に見合う井戸掘削を実施できる能力があり、下

請けとして活用可能と判断されるため、本プロジェクトにおいて積極的な活用を図る。 

建設工事に必要な資機材は可能な限り、現地調達を行う。ただし、現地調達が不可能な資機材、も

しくは品質および流通に問題があり、一定期間内に入手が困難な資機材については、日本または第三

国から輸入する。なお、現地調達が不可能な資機材については、日本調達と第三国調達のコスト比較

を行い、より安価な方を採用する。 

３-２-４-３ 施工区分／調達・据付区分 

本プロジェクトが実施された場合の日本側と「カ」国側との施工負担区分は、表  ３-１６に示すとお

りである。 
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表  ３-１６ 日本側および「カ」国側の施工負担区分 

項目 日本側 「カ」国側 摘要 

建設用地の確保  ○ WSUG 

機材保管スペースの確保  ○ DRWS/PDRD/DOD 

井戸建設地点までのアクセス整備  ○ PDRD/WSUG 

井戸建設工事 ○  

井戸周辺の盛土 ○ ○ 日本側は材料を供給 

プラットフォーム・排水溝建設工事 ○  

ハンドポンプ設置工事 ○  

盛土法面植栽  ○ WSUG 

鉄分除去装置設置工事 ○ ○ 日本側は装置を供給 

衛生啓蒙用看板 ○  

流末排水路の建設  ○ WSUG 
 

３-２-４-４ 施工監理計画／調達監理計画 

本プロジェクトは日本国政府の一般無償資金協力により実施されるもので、「カ」国側は JICA が推

薦するコンサルタントと契約を行い、コンサルタントは実施設計と施工監理業務を行う。施設建設と

機材調達は、「カ」国側と契約する日本側の建設工事請負業者および機材調達業者が行う。コンサル

タントおよび日本側請負業者は、表  ３-１７に示す監理/管理要員を派遣する。 

表  ３-１７ 日本側施工監理／調達監理要員 

区分 監理/管理要員 員数 担当分野 派遣期間 

業務主任 １ プロジェクトの総括管理 スポット 
常駐監理 １ 建設工事の監理 常駐 

コンサルタント 

調達監理 １ 機材調達監理 スポット 
所長 １ 工事管理責任者 常駐 
事務管理者 １ 会計事務 常駐 
さく井技師 ２ さく井工事管理 常駐 
土木技術者 １ 構造物施工管理 スポット 

建設工事請負業者 

技能工 ３ 井戸掘削技術指導／機械整備指導 スポット 
機材調達請負業者 調達管理 １ 機材調達管理 スポット 
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３-２-４-５ 品質管理計画 

（１）品質管理方法・基準 

１）コンクリート工事 

本プロジェクトでは生コンクリート製造業者よりのコンクリート購入を計画していない。全てのコ

ンクリートは現場に設置するコンクリート練り混ぜ機によって製造する。 

コンクリートの製造において、各種材料の計量がコンクリート強度に大きく影響するため、計量方

法は以下の通りとする。 

表  ３-１８ コンクリート材料計量方法 

品目 仕様  計量方法 

構造物用（Ｇ２１） 低セメント量 300kg/m3 重量計量 セメント 
均しコンクリート用（Ｇ１８） 低セメント量 250kg/m3 重量計量 
細骨材  重量計量 骨材 
粗骨材  重量計量 

水   容積計量 
混和剤   容積計量 

 

２）品質管理試験 

a. コンクリート 

コンクリートの圧縮強度については、打設日毎に実施する。1 回あたりの供試体本数は 3 本と

し、材令 28 日において圧縮試験を行う。 

b. 鉄筋 

使用する種別、径別に、製造者の製造する 1 ロットごとに引張り試験を実施する。 

c. 水質試験 

水質試験は以下に示す３段階（①現場水質試験、②現地事務所室内水質試験、③水質精密分析）

を実施し、水質基準に対する合否判定は①現場水質試験、②現地事務所室内水質試験にて判定し、

③水質精密分析については①現場水質試験、②現地事務所室内水質試験の結果確認とする。 

 現場水質試験 

井戸掘削現場において、短時間（５分～１０分）で大まかな合否を判定することを目的とす

る。本プロジェクト及びペリアーバンププロジェクトにて供与された簡易試験機材を使用し、

OJT により日本業者指導の下 DRWS が揚水試験完了後、実施する。現場水質試験における検査

項目を表  ３-１９に示す。試験方法は、①簡易水質試験包、②携帯用濁度計、③携帯用 EC/TDS

計により行い、判定基準は表  ３-１９に示したとおりである。 

①簡易水質試験包による試験は、標準色との比色により判定するものであるため、水質判定

基準に示すような数値での判定は出来ない。このため比色により明らかに基準値以下の場合は
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合格、基準値以上の場合には不合格の判定を行う。また、②携帯用濁度計、③携帯用 EC/TDS

計による試験では、数値表示が可能であるので数値によって成否を判定する。 

 現地事務所室内水質試験 

現場水質試験において、①簡易水質試験包によって実施された項目の数値化、②携帯用濁度

計、③携帯用 EC/TDS 計によって測定された数値の確認による成否判定、また、今回プロジェ

クトでは成功基準に含んでいない、その他「カ」国基準について測定を行う。その他「カ」国

基準は、成功基準成功には含んでいないものの、飲料水として使用していく上で必要不可欠な

測定項目であるため実施する。 

現地より採取したサンプルを下記に示す、本プロジェクト及びペリアーバンププロジェクト

にて供与された簡易型分光光度計を使用して行う。 

 水質精密試験 

水質精密試験は、サンプルを第 3 者機関に分析依頼し、①現場水質試験、②現地事務所室内

水質試験により得られた分析結果との試験結果比較を行うことを目的とする。 
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表  ３-１９ 水質判定基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本プロジェクト
水質基準

一般基準
(mg/l)

小規模給水（給水
人口100人以下、

または1日当り給

水量100m3以下）

基準 (mg/l)

基準値 (mg/l)

該当項目 測定方法 該当項目 測定方法 該当項目

砒素（As) 0.05 0.05 0.05 ○ フィールドキット ○ 簡易型分光光度計 ○

塩素イオン（Cl) 250 - 250 ○ 簡易水質試験包 ○ 簡易型分光光度計 ○

フッ素（F) 1.5 - 1.5 ○ 簡易水質試験包 ○ 簡易型分光光度計 ○

マンガン（Mn) 0.1 - 0.4 ○ 簡易水質試験包 ○ 簡易型分光光度計 ○

全蒸発残留物（TDS) 800 800 800 ○ 携帯用EC計 ○

鉄（Fe) 0.3 0.3 2.0 ○ 簡易水質試験包 ○ 簡易型分光光度計 ○

硝酸塩（No3) 50 - 50 ○ 簡易水質試験包 ○ 簡易型分光光度計 ○

濁度（Turbidity) 5 NTU 5 NTU 5 NTU ○ 携帯用濁度計 ○

大腸菌群

耐熱性大腸菌

大腸菌

糞便性大腸菌群

バリウム（Ba) 0.7 - - ○ 簡易型分光光度計

クロム（Cr6
+
) 0.05 - - ○ 簡易型分光光度計 ○

硬度 300 - - ○ 簡易型分光光度計 ○

硫化水素（H2S) 0.05 - - ○ 簡易型分光光度計

pH 6.5 - 8.5 6.5 - 8.5 - ○ 携帯用ｐH計

セレン（Se) 0.01 - - ○ 簡易型分光光度計

ナトリウム（Na) 200 - - ○ 簡易型分光光度計

硫酸塩（So4
2-) 250 - - ○ 簡易型分光光度計 ○

アルミニウム（Al) 0.2 - - ○ 簡易型分光光度計 ○

亜鉛（Zn) 3 - - ○ 簡易型分光光度計 ○

銅（Cu) 1 - - ○ 簡易型分光光度計 ○

鉛（Pb) 0.01 - - ○ 簡易型分光光度計 ○

ニッケル（Ni) 0.02 - - ○ 簡易型分光光度計 ○

アンモニア（NH4) 1.5 - - ○ 簡易型分光光度計 ○

亜硝酸塩（NO2) 3 - - ○ 簡易型分光光度計 ○

色度 5 TCU - - ○ 簡易型分光光度計

水温 ○ 携帯用ｐH計

電気伝導度 ○ 携帯用EC計

酸化還元電位 ○ 携帯用ORP計参
考

項
目

現場水質試験 現地事務所室内水質試験

大腸菌群試験紙
一般細菌試験紙

- ○

水質項目

「カ」国飲料水水質基準
（2004年1月）

水質精密分析

○

判
定

基
準

項
目

そ
の

他
の

「
カ

」
国

基
準

0 in 100ml
sample

0 in 100ml
sample
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３-２-４-６ 資機材等調達計画 

（１）機材調達計画 

本プロジェクトで調達する機材の調達先は、表  ３-２０に示すとおりとする。 

表  ３-２０ 機材の調達先 

資機材名 日本 現地 第三国 備考 

孔内検層用機材 ○    
井戸洗浄用機材 ○    
揚水試験用機材 ○    
水質分析用機材 ○    
クレーン付トラック ○    
ピックアップ ○    
モーターバイク  ○   
ビデオセット  ○   
プロジェクターセット  ○   
コンピューターセット  ○   

 

（２）輸送計画 

本プロジェクトで調達される機材は、日本主要港（横浜等）で船積みされ、定期貨物船にてシンガ

ポール経由でカンボジア国内の通関港であるシアヌークビル港に荷揚げされる（海上輸送期間約 3 週

間）。調達機材の荷揚げ･通関はシアヌークビル港にて行い、シアヌークビルからコンポンチャム州プ

ロジェクトサイトまで陸送され、全ての機材の引渡しが行われる。 

（３）機材調達工程 

試験機材および車両類の製作期間に 30 日間、海上輸送、通関および内陸輸送、引渡しに必要な期間

に 60 日間を見込み、業者契約から引渡しまで 90 日間を見込む。 

（４）コンサルタントによる機材調達監理 

コンサルタントは、機材調達監理に関連し、①計画内容の 終確認、②仕様書の検討・入札図書の

作成、③入札図書の承認取得、④入札公示、現説・図渡し、⑤入札立会い・評価、⑥業者契約の立会

い、⑦業者打合せ、⑧工場検査、⑨船積み前検査（第 3 者機関へ委託）、⑩現地機材検収などの業務

を行う。 

（５）請負業者による調達管理 

請負業者の現地調達管理者(初期運転指導を兼務)を調達機材の現地通関港着にあわせて派遣する。本

計画では、車両類、試験機材、維持管理用機材を対象とした機械の運転･維持管理に関する技術指導を

行う。技術指導は受入れ機関・維持管理体制を考慮して DRWS で実施する。 
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３-２-４-７ ソフトコンポーネント計画 

（１）ソフトコンポーネントを計画する背景 

DRWS はハンドポンプ井戸の維持管理について VLOM（Village Level Operation & Maintenance）によ

り行うことを基本方針としているが、多くのプロジェクトで建設された井戸では村落レベルでの維持

管理組織形成及び維持管理教育が行われていないため、軽微な故障であっても住民は修理方法を知ら

ず、また修理用の特殊工具（フィッシングツール）を持たないために、故障井戸が修理されずに放置

されている例が多く見られた。 

また、給水施設が持続的に利用されるためには、住民自身が衛生に対する意識を持ち安全な水を確

保することの重要性を認識する必要がある。対象地域における住民への衛生教育は保健所によって行

われているが、現在は家族計画等に重点をおいており、水の衛生知識についての教育は十分ではない。

PDRD も衛生活動を実施する部署を持っているが、活動状況は非常に不活発である。 

以上より、本計画で建設される給水施設の持続性を高めるための課題としては、以下が挙げら

れる。 

 村落レベルの持続的な運営・維持管理組織の構築 

 村落レベルの維持管理能力の強化 

 住民の衛生意識の向上 

 PDRD 及び DOD の村落への運営維持管理活動及び衛生教育活動に係る支援能力の強化 

（２）ソフトコンポーネントの目標 

上記の課題を踏まえ、本計画では以下の目標を達成すべく運営・維持管理に係る支援プログラム（ソ

フトコンポーネント）を実施する。 

 村落レベルの給水施設の持続的な運営・維持管理体制が構築される。 

 住民の保健・衛生知識が向上し、開発された水を十分に有効活用し、正しい衛生習慣及び行動

がとられる。 

 PDRD 及び DOD の村落への維持管理支援能力が整備される。 

（３）ソフトコンポーネントの成果 

ソフトコンポーネントの具体的な活動内容と成果を以下に示す。 

項  目 活  動 成  果 

プロジェクト

立上に係る活

動 

PDRD 及び DOD 職員、計画対象村落村長を

対象に、プロジェクト及び住民啓発ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

の目的・内容と実施計画の説明を行い、協力

を要請する。 

PDRD、DOD 及び村落ﾘｰﾀﾞｰの本プ

ロジェクトへの協力体制の構築と

指導力の向上 
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項  目 活  動 成  果 

村落レベルで

の啓蒙教育及

び組織設立に

係る活動 

活動導入のための訪問 
VDC の設立 
住民啓蒙教育と WSUG の設立 
生活用水井導入等に係る合意形成 
井戸建設に必要な道路アクセス改善などの

仮設工事、井戸付帯施設（柵、周辺法面など）

整備への住民参加の啓蒙 

VDC の円滑な組織化 
WSUG の円滑な組織化 
WSUG に対する住民意識の向上 
プロジェクトに対する住民理解の

向上 
プロジェクトへの村のｵｰﾅｰｼｯﾌﾟの

向上 
ｺﾐｭﾆﾃｨﾚﾍﾞﾙで

の組織強化に

係る活動 

WSUG 組織強化のためのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの開催 
VDC の技術担当者及び WSUG のｹｱﾃｰｶｰへの

ハンドポンプ維持管理技術に係るﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

の開催 
VDC の技術担当者、WSUG のｹｱﾃｰｶｰ、及び

利用者への衛生教育の実施 

WSUG 要員の能力・知識の向上 
WSUG ｹｱﾃｰｶｰのハンドポンプ維持

管理技術の向上 
全利用者の衛生知識の向上による、

衛生面の態度の向上 

PDRD ／ DOD
の組織強化 

重度な修理技術の訓練の実施 
村落への維持管理支援業務についてのﾜｰｸｼｮ

ｯﾌﾟの実施 

PDRD／DOD の重度な故障への対

応能力の向上 
PDRD／DOD の村落への技術支援

能力の向上 
 

（４）成果達成度の確認方法 

ソフトコンポーネントの成果の達成度はチェックリストにより行うものとする。チェックリスト

（案）は以下に示すとおりであるが、これらは、ソフトコンポーネント活動を展開する中で実態に即

して追加・修正する。 

成  果 達成度の確認方法 

プロジェクトの目的・内容が理解されているか？ 
プロジェクトにおけるソフトコンポーネントの意義・目標・内容が理解さ

れているか？ 

PDRD、DOD 及び村落

ﾘｰﾀﾞｰの本プロジェク

トへの協力体制の構築

と指導力の向上 ソフトコンポーネントにおける各自の役割分担が理解されているか？ 
VDC・WSUG が維持管理マニュアルに従って設立されているか？ 
住民集会による民主的な方法で委員が選出されているか？ 

VDC・WSUG の円滑な

組織化 

維持管理費の料金設定・徴収方法が決定されているか？ 
VDC・WSUG の必要性が理解されているか? VDC・WSUG に対する

住民意識の向上 各委員の役割分担が理解されているか？ 
建設される給水施設の概要が理解されているか？ 
維持管理の重要性が理解されているか？ 

プロジェクトに対する

住民理解の向上 

維持管理基金の必要性が理解されているか？ 
住民が負担する工事の内容が理解され、住民の参加意思が表明されている

か？ 
プロジェクトへの村の

ｵｰﾅｰｼｯﾌﾟの向上 
給水施設の設置場所は住民の総意により民主的に決定されているか？ 
各委員の役割分担が理解されているか？ 
日常的な施設の利用方法が理解されているか？ 

WSUG 要員の能力・知

識の向上 

維持管理基金の管理方法が理解されているか？ 
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成  果 達成度の確認方法 

軽微な故障の修理ができるようになったか？ 
スペアパーツの調達方法を把握しているか？ 

WSUG ｹｱﾃｰｶｰのハンド

ポンプ維持管理技術の

向上 重故障修理の要請方法及び連絡方法を把握しているか？ 
安全な水の利用方法が理解されているか？ 
し尿による地下水汚染の仕組みが理解されているか？ 
ゴミによる地下水汚染の仕組みが理解されているか？ 

全利用者の衛生知識の

向上による、衛生面の

態度の向上 

給水施設周辺の清掃の重要性が理解されているか？ 
PDRD・DOD は重度な故障の修理方法及び必要な資機材の調達方法を理解

したか？ 
DRWS に支援を仰ぐ必要のある修理項目を把握しているか？ 

PDRD／DOD の重度な

故障への対応能力の向

上 

DRWS への連絡体制は整備されたか？ 
PDRD－DOD－VDC・WSUG の連絡体制は整備されたか？ 
スペアパーツの供給体制は整備されたか？ 

PDRD／DOD の村落へ

の技術支援能力の向上 

維持管理に係るモニタリングを定期的に行う体制が整備されたか？ 
 

（５）ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

ソフトコンポーネントの活動内容および投入計画を表に示す。 
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表  ３-２１ ソフトコンポーネント活動内容及び投入計画（全期） 

村落数： 115 村
井戸設置数： 380 箇所

番号 項目 日数 活動内容

邦人 現地 邦人 現地 邦人 現地 邦人 現地 邦人 現地 邦人 現地

A.1
実施機関職員（DRWS、PDRD、
DOD）へのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

3 回 3

・プロジェクト説明
・実施機関の役割
・実施方法の説明
・詳細実施計画の作成

3.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.5 3.5 0.0 0.0 0.0 0.0

B.1 ｷｯｸｵﾌ「村落ﾘｰﾀﾞｰへの説明」 115 村 58
・プロジェクトの概要説明
・参加及び協力意思の確認
・衛生委員会の設立要請

4.3 57.5 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 67.1 0.0 0.0 0.0 0.0

B.2
住民組織強化ﾜｰｸｼｮﾌﾟ1
「VDCの設立」

115 村 115

・VDCの設立。委員選出
・プロジェクトの概要説明
・地下水開発の可能性
・維持管理の必要性
・修繕積立金
・住民協力（労働提供）要請
・井戸配置の協議・決定

8.6 115.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 134.2 0.0 0.0 0.0 0.0

B.3
住民組織強化ﾜｰｸｼｮﾌﾟ2
「WSUGの設立」

380 井 190
・ WSUGの必要性と役割
・ 各担当者の選出
・ 水管理組合の規定作成

13.8 190.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.1 221.7 0.0 0.0 0.0 0.0

B.4
住民組織強化ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ3
「井戸建設の最終確認」

380 井 190
・修繕積立金徴収の実施確認
・住民による井戸位置の選定
・各WSUGとの井戸建設契約の調印

13.8 190.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.1 221.7 0.0 0.0 0.0 0.0

C.1 衛生教育 273 井 137

1.「水」
・安全な水とは？
・地下水の利用
・水の汚染に起因する病気
2.「し尿」
・し尿による水の汚染と病気
・し尿・排水の適切な処理（間にトイレの設置、使
用方法等）
3.ごみ処理
・ ごみによる水の汚染および生活環境の汚染
・ 家庭ごみの適切な処理方法等

0.0 0.0 11.2 136.5 0.0 0.0 0.0 0.0 13.0 159.3 0.0 0.0

A.2 井戸修理方法の訓練 2 回 2

・PDRD職員、DOD職員、民間井戸業者に修理方
法を教育
・井戸台帳をDOD職員及び民間井戸業者に提供
・民間井戸修理業者の台帳を作成・保管

0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.3 2.3

E.1 維持管理ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 273 井 137

1.水源衛生組合の役割
2.運営･維持管理方法
・ポンプの日常点検
・清掃
・軽微故障の修理
・重大故障の対応
・施設の利用ルール
・スペアパーツの入手方法

0.0 0.0 0.0 0.0 11.2 136.5 0.0 0.0 0.0 0.0 13.0 159.3

計（人日） 50.7 648.1 13.0 159.3 15.3 161.6
計（人月） 1.8 21.7 0.5 5.4 0.6 5.5

合計（人月） 2.9 32.6

暦日作業日数
ｺﾐｭﾆﾃｨ開発専門家 衛生教育専門家 維持管理専門家

必要数量
ｺﾐｭﾆﾃｨ開発専門家 衛生教育専門家

実作業日数
維持管理専門家
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表  ３-２２ ソフトコンポーネント活動内容及び投入計画（第 1 期） 
村落数： 56 村
井戸設置数： 173 箇所

番号 項目 日数 活動内容

邦人 現地 邦人 現地 邦人 現地 邦人 現地 邦人 現地 邦人 現地 邦人 現地

A.1
実施機関職員（DRWS、PDRD、
DOD）へのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

2 回 × 1 日 2

・プロジェクト説明
・実施機関の役割
・実施方法の説明
・詳細実施計画の作成

100% 100% 2.0 2.0 2.3 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0

B.1 ｷｯｸｵﾌ「村落ﾘｰﾀﾞｰへの説明」 56 村 × 0.5 日 28
・プロジェクトの概要説明
・参加及び協力意思の確認
・衛生委員会の設立要請

10% 100% 2.8 28.0 3.3 32.7 0.0 0.0 0.0 0.0

B.2
住民組織強化ﾜｰｸｼｮﾌﾟ1
「VDCの設立」

56 村 × 1 日 56

・VDCの設立。委員選出
・プロジェクトの概要説明
・地下水開発の可能性
・維持管理の必要性
・修繕積立金
・住民協力（労働提供）要請
・井戸配置の協議・決定

10% 100% 5.6 56.0 6.5 65.3 0.0 0.0 0.0 0.0

B.3
住民組織強化ﾜｰｸｼｮﾌﾟ2
「WSUGの設立」

173 井 × 0.5 日 87
・ WSUGの必要性と役割
・ 各担当者の選出
・ 水管理組合の規定作成

10% 100% 8.7 86.5 10.1 100.9 0.0 0.0 0.0 0.0

B.4
住民組織強化ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ3
「井戸建設の最終確認」

173 井 × 0.5 日 87
・修繕積立金徴収の実施確認
・住民による井戸位置の選定
・各WSUGとの井戸建設契約の調印

10% 100% 8.7 86.5 10.1 100.9 0.0 0.0 0.0 0.0

C.1 衛生教育 173 井 × 0.5 日 87

1.「水」
・安全な水とは？
・地下水の利用
・水の汚染に起因する病気
2.「し尿」
・し尿による水の汚染と病気
・し尿・排水の適切な処理（間にトイレの設置、使
用方法等）
3.ごみ処理
・ ごみによる水の汚染および生活環境の汚染
・ 家庭ごみの適切な処理方法等

10% 100% 8.7 86.5 0.0 0.0 10.1 100.9 0.0 0.0

A.2 井戸修理方法の訓練 1 回 × 1 日 1

・PDRD職員、DOD職員、民間井戸業者に修理方
法を教育
・井戸台帳をDOD職員及び民間井戸業者に提供
・民間井戸修理業者の台帳を作成・保管

100% 100% 1.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 1.2

E.1 維持管理ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 173 井 × 0.5 日 87

1.水源衛生組合の役割
2.運営･維持管理方法
・ポンプの日常点検
・清掃
・軽微故障の修理
・重大故障の対応
・施設の利用ルール
・スペアパーツの入手方法

10% 100% 8.7 86.5 0.0 0.0 0.0 0.0 10.1 100.9

計（人日） 32.3 302.2 10.1 100.9 11.3 102.1
計（人月） 1.1 10.1 0.4 3.4 0.4 3.5

合計（人月） 1.9 17.0

実作業日数 暦日作業日数必要数量 比率
衛生教育専門家 維持管理専門家ｺﾐｭﾆﾃｨ開発専門家 衛生教育専門家 維持管理専門家 ｺﾐｭﾆﾃｨ開発専門家
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表  ３-２３ ソフトコンポーネント活動内容及び投入計画（第２期） 
村落数： 59 村
井戸設置数： 207 箇所

番号 項目 日数 活動内容

邦人 現地 邦人 現地 邦人 現地 邦人 現地 邦人 現地 邦人 現地 邦人 現地

A.1
実施機関職員（DRWS、PDRD、
DOD）へのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

1 回 × 1 日 1

・プロジェクト説明
・実施機関の役割
・実施方法の説明
・詳細実施計画の作成

100% 100% 1.0 1.0 1.2 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0

B.1 ｷｯｸｵﾌ「村落ﾘｰﾀﾞｰへの説明」 59 村 × 0.5 日 30
・プロジェクトの概要説明
・参加及び協力意思の確認
・衛生委員会の設立要請

5% 100% 1.5 29.5 1.7 34.4 0.0 0.0 0.0 0.0

B.2
住民組織強化ﾜｰｸｼｮﾌﾟ1
「VDCの設立」

59 村 × 1 日 59

・VDCの設立。委員選出
・プロジェクトの概要説明
・地下水開発の可能性
・維持管理の必要性
・修繕積立金
・住民協力（労働提供）要請
・井戸配置の協議・決定

5% 100% 3.0 59.0 3.4 68.8 0.0 0.0 0.0 0.0

B.3
住民組織強化ﾜｰｸｼｮﾌﾟ2
「WSUGの設立」

207 井 × 0.5 日 104
・ WSUGの必要性と役割
・ 各担当者の選出
・ 水管理組合の規定作成

5% 100% 5.2 103.5 6.0 120.8 0.0 0.0 0.0 0.0

B.4
住民組織強化ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ3
「井戸建設の最終確認」

207 井 × 0.5 日 104
・修繕積立金徴収の実施確認
・住民による井戸位置の選定
・各WSUGとの井戸建設契約の調印

5% 100% 5.2 103.5 6.0 120.8 0.0 0.0 0.0 0.0

C.1 衛生教育 100 井 × 0.5 日 50

1.「水」
・安全な水とは？
・地下水の利用
・水の汚染に起因する病気
2.「し尿」
・し尿による水の汚染と病気
・し尿・排水の適切な処理（間にトイレの設置、使
用方法等）
3.ごみ処理
・ ごみによる水の汚染および生活環境の汚染
・ 家庭ごみの適切な処理方法等

5% 100% 2.5 50.0 0.0 0.0 2.9 58.3 0.0 0.0

A.2 井戸修理方法の訓練 1 回 × 1 日 1

・PDRD職員、DOD職員、民間井戸業者に修理方
法を教育
・井戸台帳をDOD職員及び民間井戸業者に提供
・民間井戸修理業者の台帳を作成・保管

100% 100% 1.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 1.2

E.1 維持管理ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 100 井 × 0.5 日 50

1.水源衛生組合の役割
2.運営･維持管理方法
・ポンプの日常点検
・清掃
・軽微故障の修理
・重大故障の対応
・施設の利用ルール
・スペアパーツの入手方法

5% 100% 2.5 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 58.3

計（人日） 18.4 345.9 2.9 58.3 4.1 59.5
計（人月） 0.7 11.6 0.1 2.0 0.2 2.0

合計（人月） 1.0 15.6

実作業日数 暦日作業日数必要数量 比率
衛生教育専門家 維持管理専門家ｺﾐｭﾆﾃｨ開発専門家 衛生教育専門家 維持管理専門家 ｺﾐｭﾆﾃｨ開発専門家
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（６）ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

本ソフトコンポーネントは、本邦コンサルタントおよび現地コンサルタントにより行う。活動期間

が長期にわたるため、現地コンサルタント会社や NGO から調達する場合には会社経費などの金額がか

さむ。このため、現地コンサルタントの調達にあたっては、個人コンサルタントを面接試験により資

質・経歴などを個別に審査し適当と思われる個人コンサルタントを邦人コンサルタントが傭上する。 

（７）ソフトコンポーネントの実施工程 

ソフトコンポーネント活動のフロー及び実施工程を表  ３-２４および表  ３-２５に示す。 

表  ３-２４ ソフトコンポーネント活動のフロー 

時期

〔B.住民組織形成〕 〔C.衛生教育〕 〔D.住民参加活動〕 〔E.維持管理技術訓練〕

〔A. 実施機関内の活動〕

建
設
中

建
設
前

〔村落内の活動〕

A.1.実施機関職員へのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
・プロジェクト説明
・実施機関の役割
・実施方法の説明
・詳細実施計画の作成

B.1.ｷｯｸｵﾌ「村落ﾘｰﾀﾞｰへの説明
・プロジェクトの概要説明
・参加及び協力意思の確認
・VDCの設立要請

B.2.住民組織強化ﾜｰｸｼｮﾌﾟ1
「VDCの設立」
・VDCの設立。委員選出
・プロジェクトの概要説明
・地下水開発の可能性
・維持管理の必要性
・維持管理基金の必要性
・住民分担作業内容の説明
・井戸配置の協議・決定

B.4.住民組織強化ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ3
「井戸建設の最終確認」
・維持管理基金の徴収確認
・住民分担作業への参加確認
・住民による井戸設置場所の選
定
・WSUGとの井戸建設契約の調
印

B.3.住民組織強化ﾜｰｸｼｮﾌﾟ2
「WSUGの設立」
・ WSUGの必要性と役割
・ 各担当者の選出
・ WSUGの規定作成

D.2.住民参加2（工事中）
「ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ、ﾊﾝﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ周辺施
設の建設への参加
・ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ建設への参加
・柵又は植栽のすべての建設
・周辺法面のすべての防護工

C.1.衛生教育
1.「水」
・安全な水とは？
・地下水の利用
・水の汚染に起因する病気
2.「し尿」
・し尿による水の汚染と病気
・し尿・排水の適切な処理（間にト
イレの設置、使用方法等）
3.ごみ処理
・ ごみによる水の汚染および生
活環境の汚染
・ 家庭ごみの適切な処理方法等

E.1.維持管理ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ
1.WSUGの役割
2.運営･維持管理方法
・ポンプの日常点検
・清掃
・軽微故障の修理
・重大故障の対応
・施設の利用ルール
・スペアパーツの入手方法
・鉄分除去装置の維持管理方法

A.2.井戸修理方法の訓練
・PDRD職員、DOD職員、民間井
戸業者に修理方法を教育
・井戸台帳をDOD職員及び民間
井戸業者に提供
・民間井戸修理業者の台帳を作
成・保管

D.1.住民参加1（工事前）
「アクセスの整備」
・井戸掘削機械の進入、掘削及
び建設に必要な道路改善作業の
住民参加による実施
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表  ３-２５ ソフトコンポーネント実施工程表 

交換公文締結（E/N）

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ契約

1.0

2.0

2.0

1.0

2.0

10.0

10.0

10.0

10.0

1.0

0.5

1.0

1.0

2.0

12.0

12.0

12.0

12.0

1.0

0.5

10.1 11.6

6.9 4.0

住民組織形成

維持管理トレーニング/衛生教育

現地作業（Ⅰ期）

国内作業（Ⅰ期）

現地作業（Ⅱ期）

国内作業（Ⅱ期）

21 22 3325 26 27 2823 24 32 3429 30 312012 179 11 14 18 19

契
約

10 15 16項　　　目　　　　　　　　　　暦　　　月 2 3 75

詳細設計

入札図書作成

入札図書承認

138641

現地調査

（第1期）

仮設工事

機材製作

出荷前検査

機材輸送

検収・引渡し

入札公示

現説図渡し

入札

入札評価

業務契約

契約認証

機
材
調
達

実
施
設
計

準備工事

仮設工事

準備工事

人力ポンプ設置・揚水場工事

機材整備

竣工・引渡し

井戸掘削工事（委託工事班）

揚水試験

井戸掘削工事（無償貸与機材班）

電気探査

ｿ
ﾌ
ﾄｺ

ﾝ
ﾎ

ﾟｰ
ﾈ

ﾝ
ﾄ

工
事
工
程

人力ポンプ設置・揚水場工事

機材整備

竣工・引渡し

電気探査

井戸掘削工事（無償貸与機材班）

井戸掘削工事（委託工事班）

揚水試験

（第2期）
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（８）ソフトコンポーネントの成果品 

 完了報告書（相手国政府、日本側） 

 ソフトコンポーネント実施状況報告書（邦人コンサルタント派遣ごとに帰国後に提出） 

 維持管理マニュアル 

 施設利用規則 

 維持管理訓練実施報告書 

 衛生教育マニュアル 

 衛生教育実施報告書 

（９）ソフトコンポーネントの概算事業費 

第 1 期：  8,989 千円 

第 2 期：  6,029 千円 

合計： 15,018 千円 

（１０）実施機関の責務 

実施機関の分担事項は以下のとおりである。 

 ソフトコンポーネント業務実施へのカウンターパートの提供 

 PDRD 及び DOD 職員による全井戸の定期巡回と維持管理支援活動の実施 

また、実施機関を含めた関係者の役割分担は下表のとおりである。 

表  ３-２６ 関係者の役割分担 

関係者 役  割 

邦人コンサ

ルタント 
・住民啓発ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ全体の実施監理。施主及び JICA への報告 
・施設建設工事の品質及び工程管理。関係者との調整 
・ｿﾌﾄｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実施計画の作成 
・現地コンサルタントへのｿﾌﾄｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ実施手法の訓練 
・PDRD、DOD、村、WSUG へのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの実施 
・ハンドポンプの修理・維持管理に係る技術指導 

現地コンサ

ルタント 
・雇用コンサルタントによる PDRD、DOD、村、WSUG へのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの実施 
・WSUG の組織強化ﾐﾆﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの開催 
・WSIG ｹｱﾃｰｶｰへのハンドポンプの点検・修理の訓練 
・邦人不在時、コンサルタント及びｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾄへの活動報告 

実施機関

（DRWS） 
・邦人コンサルタントとの協力によるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ全体の管理、本部への報告 
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実施に伴う他省庁への協力要請 
・施設建設工事の工程の調整。関係者との調整 
・PDRD、DOD、村落、WSUG へのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの実施 
・給水施設建設後のモニタリング 
・WSUG へのハンドポンプの修理・維持管理に係る技術指導 
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関係者 役  割 

PDRD ・WSUG へのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの実施 
・給水施設建設後のモニタリング 
・WSUG へのハンドポンプの修理・維持管理に係る技術指導 

DOD ・WSUG へのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの実施 
・給水施設建設後のモニタリング 
・WSUG へのハンドポンプの修理・維持管理に係る技術指導 

VDC ・村の給水事業に関する取りまとめと、PDRD、DOD、ドナーに対する窓口 
・村全体の給水計画に関する合意形成。給水施設の受け持ち範囲計画など 
・修繕資金の管理・保管 
・重度な故障の修理に対する補助 
・WSUG への技術支援。ハンドポンプ修理特殊工具の保管。 

WSUG ・各給水施設の設置位置の決定 
・各給水施設の維持管理の実施 
・ハンドポンプのスペアパーツの保管 

 

３-２-４-８ 実施工程 

本プロジェクトは井戸建設数が３８０箇所と多いことから、降雨・アクセスなどの現地自然条件、

建設施設数、井戸掘削班の編成などを検討のうえ、工程計画を策定した結果、２期に分けて実施する。

期別の事業内容は、表  ３-２７のとおりである。また、表  ３-２８に事業実施工程表を示す。 

表  ３-２７ 期別事業数量 

期別 項目 数量 摘要 

調査試験用機材の調達 １式  
維持管理用機材の調達 １式  
井戸建設 173 箇所  
プラットフォーム建設 173 箇所  
ハンドポンプ設置 173 箇所  
鉄分除去装置設置 13 箇所  

第 1 期 

啓蒙用看板設置 173 箇所  
井戸建設 207 箇所  
プラットフォーム建設 207 箇所  
ハンドポンプ設置 207 箇所  
鉄分除去装置設置 14 箇所  

第 2 期 

啓蒙用看板設置 207 箇所  
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表  ３-２８ 事業実施工程表 

交換公文締結（E/N）

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ契約

1.0

2.0

2.0

1.0

2.0

10.0

10.0

10.0

10.0

1.0

0.5

1.0

1.0

2.0

12.0

12.0

12.0

12.0

1.0

0.5

10.1 11.6

6.9 4.0

住民組織形成

維持管理トレーニング/衛生教育

現地作業（Ⅰ期）

国内作業（Ⅰ期）

現地作業（Ⅱ期）

国内作業（Ⅱ期）

21 22 3325 26 27 2823 24 32 3429 30 312012 179 11 14 18 19

契
約

10 15 16項　　　目　　　　　　　　　　暦　　　月 2 3 75

詳細設計

入札図書作成

入札図書承認

138641

現地調査

（第1期）

仮設工事

機材製作

出荷前検査

機材輸送

検収・引渡し

入札公示

現説図渡し

入札

入札評価

業務契約

契約認証

機
材
調
達

実
施
設
計

準備工事

仮設工事

準備工事

人力ポンプ設置・揚水場工事

機材整備

竣工・引渡し

井戸掘削工事（委託工事班）

揚水試験

井戸掘削工事（無償貸与機材班）

電気探査

ｿ
ﾌ
ﾄｺ

ﾝ
ﾎ

ﾟｰ
ﾈ

ﾝ
ﾄ

工
事
工
程

人力ポンプ設置・揚水場工事

機材整備

竣工・引渡し

電気探査

井戸掘削工事（無償貸与機材班）

井戸掘削工事（委託工事班）

揚水試験

（第2期）
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図  ３-４ サイト位置図
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図  ３-５ 井戸構造図 
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図  ３-６ プラットフォーム 
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図  ３-７ 鉄分除去装置 

SECTION YY SECTION XX SECTION ZZ

PLAN

Y X

Z Z

NOTES :-
・ The 100mm dia. PVC pipe should have slots on top of pipe.
   The size of slots shall be 50mm ctc in the first third, 40mm ctc in the middle third, 
   and 10 ctc in the last third of the pipe measuring from inlet.
・ All floors are to be slope towards the outlet.
・ All 20 mm. dia. holes should be covered with PVC mesh.
・ All dimensions are showing in millimeters.
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× ×

Φ
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図  ３-８ 啓蒙用看板
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３-３ 相手国分担事業の概要 

「カ」国側の事業責任者は地方開発省地方給水局（DRWS）である。本プロジェクトが日本の無償

資金協力によって実施される場合、日本政府の予算制度に即して実施する必要があるため、円滑に事

務手続きを遂行しなければならない。そのため、各事業段階において「カ」国側のそれぞれの部署は、

下記の内容について遅滞なく責任を持って実施する必要がある。 

（１）手続き 

 交換公文（Exchange of Notes）に基づく日本法人コンサルタントとの契約 

 交換公文に基づく日本法人コントラクターとの契約 

 日本国外国為替取扱銀行に対する速やかな銀行間取極め（B/A、Banking Arrangement）の開設

および支払授権書（A/P、Authorization to Pay）の発行 

 B/A および A/P に係る速やかな手数料の支払い 

 業務遂行上「カ」国に入国する日本人のコンサルタントおよび請負業者の入国許可および長期

滞在ビザの発給 

 調達される資機材の迅速な通関手続き 

 調達資機材および日本人関係者が持ち込む携行資機材に対する迅速な免税措置 

 プロジェクトの各段階において必要な完了証明書の速やかな発行 

 調達される車両関係の迅速な車両登録手続き 

 「カ」国側プロジェクト事務所の開設および監理要員の配置 

（２）事業 

 井戸掘削工事に係る DRWS 保有機材のコントラクターへの無償貸与 

 調達資機材のコントラクターへの無償貸与 

 井戸掘削要員のコントラクターへの無償貸与 

 井戸掘削工事に係る調査試験要員のコントラクターへの無償貸与 

 井戸掘削工事に係る工程管理要員のコントラクターへの無償貸与 

 運営・維持管理および衛生教育に係るソフトコンポーネント要員の配置（DRWS・PDRD・DOD） 

 「カ」国側要員の人件費 

 井戸建設用地の確保・整地（WSUG） 

 井戸建設用地までの井戸掘削機材搬入用道路の整備（WSUG） 

 井戸周囲の盛土作業（WSUG） 

 盛土法面の植栽作業（WSUG） 

 鉄分除去装置の充填材料調達および据付作業（WSUG） 

 給水施設の流末排水路の建設（WSUG） 

 調達資機材保管場所の確保 

 調達資機材の確認検査立会い（コンサルタントの要請に基づく） 
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（３）組織・制度 

 給水施設維持管理体制整備のための組織・人員・予算の確保（DRWS・PDRD・DOD） 

 給水施設維持管理状況に係るモニタリング体制の整備 

 調達資機材の運営・維持管理のための組織・人員・予算の確保 
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３-４ プロジェクトの運営・維持管理計画 

（１）基本方針 

計画対象地域では以下の問題を抱えているため、本計画で建設される給水施設の効果的および持続

的利用についての懸念がある。 

 HP 井戸の非効率及び不公平な配置 

 住民の衛生知識不足による、不衛生な浅井戸から HP 井戸への不十分な利用転換 

 不十分な HP 井戸修理体制 

 低い維持管理費用負担能力 

 PDRD 及び DOD の村落に対する HP 井戸の維持管理への支援能力不足 

上記の問題点を解決し、本計画で建設される給水施設の運営・維持管理活動を円滑に実施するため、

以下の基本方針で臨むこととする。 

 透明性の高い方法を用いて、効果的かつ公平な井戸配置の決定を図る。 

 衛生教育の実施により、水質良好な井戸の効果的活用を図る。 

 修理についての役割分担を以下のように明確化し、それを実現する。 

♦ 軽微な故障は村落住民自身で修理（Village Level Operation & Maintenance）する。 

♦ PDRD および DOD は村落に対して技術的な支援を行なう。 

♦ 重度な故障の修理は PDRD および DOD が行う。 

 維持管理費の負担方法を以下のとおり確立する。 

♦ 軽微な故障は利用者が全額費用負担する。 

♦ 重度な修理は PDRD および DOD が一部費用負担する。 

 HP 井戸利用の持続性強化のため、住民組織形成、維持管理体制強化、衛生教育などのソフト

コンポーネント（維持管理能力向上のための支援プログラム）を本プロジェクトにおいて導入

する。 

（２）運営・維持管理体制 

HP 井戸ごとに水・衛生利用者組合（WSUG：Water and Sanitation User’s Group）を設立して、組合長

およびケアテーカーを選任し、日常的な施設点検、清掃、軽微な故障の修理、維持管理費徴収などを

行う。 

村落ごとに VDC を設立して、VDC が村落内の WSUG を統括するとともに、運営・維持管理を支援

する PDRD および DOD に対して施設の修理やスペアパーツ調達等の支援要請を行う。 

運営・維持管理の組織および体制びついては、図  ３-９、図  ３-１０および図  ３-１１に示すとおり

であるが、関係者およびその役割分担は以下のとおりとなる。 

１）WSUG 

A) 役割 
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 給水施設の維持管理 

 給水施設の軽微な故障の修理 

 利用者からの維持管理費の徴収と VDC への納付 

B) 組織 

 組合長（1 名）：WSUG 内の利用者のとりまとめ。HP 井戸利用規則の決定および励行徹底。

井戸故障時の VDC への連絡。維持管理費の徴収。 

 ケアテーカー（男女各 1 名）：HP 井戸の定期点検、故障修理、周辺清掃等 

２）VDC 

A) 役割 

 村落内の井戸配置計画 

 WSUG の組織形成の推進・調整 

 PDRD および DOD との交渉窓口業務 

 維持管理基金の保管 

 WSUG に対する維持管理技術の支援 

B) 組織 

 委員長（1 名）：WSUG の取りまとめ、故障時の DOD への通知、その他行政機関とのコミュ

ニケーション等 

 施設管理担当者（1 名）：故障時の修理支援、スペアパーツ調達などの技術的対応に係る取り

まとめ 

 衛生教育担当者（1 名）：衛生教育の推進。各井戸の清掃状況の確認 

 会計担当者（1 名）：WSUG から納付された水料金の管理。重度な故障への補助金などの検討 

３）群地方開発事務所（DOD） 

 井戸台帳の管理 

 給水施設の定期巡回および重故障の修理 

 運営・維持管理教育の実施 

 WSUG に対する修理技術指導 

４）地方開発局（PDRD） 

 DOD の監督 

 DOD への技術支援 

 スペアパーツ調達支援 

 重故障の修理 

 VDC および WSUG の組織形成指導 

 衛生教育の実施 

 民間井戸修理業者の育成 
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５）民間井戸業者 

重度な故障の修理。民間業者があるところでは、DOD 及び PDRD の修理の役割を民間業者が担う。 

 

 

図  ３-９ 村落運営・維持管理組織図 

 

 

 

図  ３-１０ 運営・維持管理体制図 
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図  ３-１１ 運営・維持管理組織図（民間修理業者に委託可能な場合） 

 

（３）給水施設の修理体制 

以下の計画とする。 

１）軽微な故障の修理 

スペアパーツ交換などの簡易な作業で修理が可能な故障については、WSUG が自己資金で必要なス

ペアパーツを購入し、ケアテーカーが交換修理を行う。DOD は必要に応じて WSUG に対する技術支

援を行う。 

２）重度な故障 

特殊な機材および熟練した井戸技術を要する故障については、VDC が民間井戸業者に修理を委託す

る。しかし民間井戸業者が活動していない地域では、PDRD および DOD に修理を委託する。費用は基

本的に VWSC が全額負担とするが、必要に応じて PDRD および DOD が一部を補助する。 

（４）維持管理費 

対象地域ではお金の安全な保管方法が非常に限定されていること、保管金額の説明責任を果たすこ

とが容易でないこと、安易な保管方法は目的外使用の可能性が強いこと、維持管理基金の必要性が住

民に理解されにくいこと、故障頻度が少ないため修繕費の支出頻度が少ないことなどが原因で、他の

プロジェクトでは維持管理費の定期積立は施設供用開始後に中止されていることが多い。とくに対象

地域では貨幣の流通量が少ないため、維持管理費の定期積立は困難と予想される。 

以上の状況を踏まえて、維持管理基金を確保するための方策を以下のとおり計画する。 

 HP 井戸の設置という便益と引き換えできる支払い意志額の も高いとき、つまり井戸建設前

に維持管理費を一括徴収する。 

 井戸建設前に徴収した維持管理費は、WSUGがACELIDA銀行に口座を設けて預金する。なお、

ACELIDA 銀行はコンポンチャム州内の全郡に支店を持っており、3 名以上かつ 低預金額 20
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万リエルで銀行口座を開設できるため、本プロジェクトにおいて適用可能である。 

 WSUG が維持管理基金として 低 20 万リエルを預金することを井戸建設の条件とする。なお、

一律に維持管理費を課すと貧困層に問題が生じるため、貧困層の救済を図りつつ民主的かつ公

平な維持管理基金の確保を図る。 

 軽微な修理に必要なスペアパーツの購入費用は、WSUG がそのつど利用者から徴収する。 

 重故障に係る修理費用は、WSUG がそのつど利用者から徴収するが、修理費用がかさんで一度

に徴収することが困難な場合には、不足分を銀行口座の維持管理基金から引き出して補填する。 

（５）スペアパーツ供給体制 

HP 井戸のスペアパーツ販売代理店はプノンペンにあるが、コンポンチャム州には販売代理店および

スペアパーツを取り扱っている小売店はない。原因としては、コンポンチャム州にある既存 HP 井戸数

が少ないため、販売のマーケットが小さいためと考えられる。本プロジェクト実施によって井戸数が

増加した場合、販売を行う小売店などが出てくる可能性もあるが確実ではないため、販売代理店およ

び小売店がコンポンチャム州にないことを前提に供給体制を計画する。 

プノンペンにある販売代理店では、標準のスペアパーツセットが 12 ドルで販売されているが、販売

代理店の所在地や連絡先を対象地域住民が知らないこと、対象地域はプノンペンから 100km 以上離れ

た遠隔地であることなどから、利用者が販売代理店に直接出向いて購入することは現実的ではない。 

また、PDRD が倉庫に常時ストックを保管し、必要時に水・衛生利用者組合へ提供する方法につい

ては、過去に無償供与されたスペアパーツが PDRD により十分保管・管理されていないため将来に不

安が残る。 

よって、DOD が各村落・井戸を定期巡回する際にスペアパーツの注文をとり、まとまったところで

プノンペンの販売代理店に連絡して一括注文する方法を提案する。購入および配達の方法は、販売代

理店が村落または WSUG へ直接納品して支払いを受ける方法や、DOD が集金のうえ一括購入し、村

落に分配する方法などが考えられるが、DOD、WSUG、スペアパーツ販売代理店など関係者の意向を

踏まえて決定する。 

なお、給水施設供用開始後、当面の維持管理が確実に行われるよう、本プロジェクトにおいて WSUG

に対し標準スペアパーツセットを配給する。 

（６）衛生教育 

対象地域には非衛生的な浅井戸が多く存在するため、水に係る問題は量的な問題よりも質的な問題

の方が重要となっている。本プロジェクトにより良好な水源が確保されても、飲みなれた非衛生的水

源から水利用の転換がなされない場合には、水因性疾患を減少させる効果が十分に発現されない。こ

のため、住民が正しい衛生知識を持つことにより、安全な水を利用することの重要性を十分に理解し

て積極的に利用するよう、住民に対して啓蒙活動を行っていくことが重要である。 

中部開発調査においてパイロット給水施設利用者に対する衛生教育活動が実施されたが、3 年後に

行われた本計画予備調査の報告によれば、パイロット給水施設を利用する住民が浅井戸から HP 井戸へ
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水利用を転換していることが確認されており、開発調査で行われた衛生教育手法が適切であったと判

断される。このため、本プロジェクトにおいても、開発調査時に行われた衛生教育手法を踏襲する。 

具体的には以下の方法で行う計画とする。 

 PDRD 及び DOD の職員に対して衛生教育のトレーナーズ・トレーニングを実施する。 

 衛生教育の教材には中部開発調査で作成した衛生教育マニュアルを用い、補助教材として

UNICEF や WHO が過去に作成して DRWS へ供与した教材の在庫を用いる。 

 水源管理の 小責任機関を、開発調査時点では水管理組合(Water Point Committee)と呼んでいた

が、開発調査報告書での衛生面の強化の提言を受けて、MRD はこれを水・衛生利用者組合

（Water and Sanitation User’s Group）と既に変更している。したがって衛生教育は、「水」、「下

水」、「ごみ」の３つのテーマを扱うこととする。 

（７）建設工事への住民参加 

住民参加の目的は、住民の建設工事への参加によってオーナーシップを強化し、給水施設利用の持

続性を高めることにある。本プロジェクトの住民参加による建設工事は、住民にとって過度の負担と

ならず、かつ完成後の給水施設の品質に影響の及ばない以下の作業とする。 

表  ３-２９ 住民参加作業 

作業項目 参加人員 
井戸建設用地の整地。建設用地、仮設資材置場など建設工事に必要な用地の

障害物撤去、伐採、整地などの作業を実施する。 
100%住民参加で実施

井戸掘削資機材を搬入するための道路アクセスの整備。必要に応じて、障害

物の撤去、道路の拡幅、伐採、整地、砂利敷きなどの作業を実施する。 
100%住民参加で実施

プラットフォーム建設時の盛土作業。ただし、盛土材は施設の品質に影響す

るため、コントラクターが良質な材料を供給する。 
これらに必要な労務の

一部を住民参加で提供

盛土法面の植栽。盛土の侵食防止および給水施設周辺の衛生環境保持のため

に村落周辺で入手できる野芝を貼り付ける。 
これらに必要な労務の

一部を住民参加で提供

水質の状況と住民の希望により、必要に応じて鉄分除去装置を設置する。鉄

分除去装置本体はコントラクターが調達するが、装置に充填する砂、砂利、

炭などのフィルター材料は、住民が調達し住民自身が充填・据付を行う。 

これらに必要な労務の

一部を住民参加で提供

プラットフォーム排水溝の末端で水が滞留すると、ゴミがたまる、汚水が浸

透する、蚊が発生するなど衛生上好ましくない。このため、排水溝末端から

既存水路や田畑まで素掘りにより排水路を建設して滞留が生じないようにす

る必要がある。このため、素堀りによる排水路の建設作業を住民が実施する。

100%住民参加で実施

 

（８）調達機材の運営維持管理計画 

本プロジェクトで調達される機材としては、ピックアップが PDRD に、モーターバイクが DOD に

配備される以外は、調達機材は全て DRWS に配備される。 

PDRD および DOD に配備されるピックアップおよびモーターバイクは、本プロジェクトのソフトコ

ンポーネント活動に使用されるが、プロジェクト終了後は給水施設の運営維持管理に係るモニタリン
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グおよび衛生教育支援に活用される。ピックアップおよびモーターバイクの燃料費および維持管理費

については、DRWS が予算確保を約束している。 

調査試験用機材が配備される DRWS 飲料水部さく井課および水質分析課は、ペリアーバンプロジェ

クトにおいて供与された井戸掘削機材、支援車両および調査試験用機材を保有している。また、同課

の技術職員はペリアーバンプロジェクトにおいて孔内検層、井戸洗浄、揚水試験および水質分析の作

業を経験しており、技術的対応に支障はない。本プロジェクト終了後は、将来プロジェクトの井戸掘

削工事の品質管理のために活用される。 

維持管理用機材のうちビデオセットおよびプロジェクターセットは、設計・計画部調査・設計課に

配備される。本プロジェクトのソフトコンポーネント活動において使用するが、ソフトコンポーネン

ト活動の中で機材の操作方法、維持管理方法、活用方法などを指導する。本プロジェクト終了後は、

将来プロジェクトにおいて、運営・維持管理および衛生教育に係る啓蒙活動、ワークショップ、トレ

ーナーズトレーニングなどに活用される。 

また、コンピューターセットは、本プロジェクト実施期間中は現場事務所に配置して井戸掘削工事

に係るデータ入力およびデータベース作成を行う。本プロジェクト終了後は、設計・計画部計画・統

計課に配備され、将来プロジェクトのデータベース作成に活用される。、 

表  ３-３０ 調達機材の配備先 

機材名 配備先 職員数 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ終了後の使用計画 
孔内検層用機材 DRWS 

飲料水部さく井課 
54 井戸掘削工事に係る品質管理 

井戸洗浄用機材 DRWS 
飲料水部さく井課 

54 井戸掘削工事に係る品質管理および既存井

戸の維持管理 
揚水試験用機材 DRWS 

飲料水部さく井課 
54 井戸掘削工事に係る品質管理 

水質分析用機材 DRWS 
飲料水部水質分析課 

4 井戸掘削工事に係る品質管理 

ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ DRWS 
飲料水部さく井課 

54 井戸掘削工事に係る品質管理機材の運搬 

ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ DRWS 
飲料水部さく井課 

54 井戸掘削工事に係る品質管理機材の運搬 

ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ ｺﾝﾎﾟﾝﾁｬﾑ州 PDRD 
地方給水課 

5 給水施設の維持管理支援およびﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 

ﾓｰﾀｰﾊﾞｲｸ DOD（4 郡）： 
Memot, Ponhea Kraek, 
Dambae, Tboung Khmum 

4 給水施設の維持管理支援、維持管理資機材

の運搬およびﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 

ﾋﾞﾃﾞｵｾｯﾄ DRWS 
設計・計画部調査・設計課 

5 運営・維持管理および衛生教育に係るｾﾐﾅｰ､

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ、啓蒙活動など 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰｾｯﾄ DRWS 

設計・計画部調査・設計課 
5 運営・維持管理および衛生教育に係るｾﾐﾅｰ、

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ、啓蒙活動など 
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰｾｯﾄ DRWS 

設計・計画部計画・統計課 
5 地下水・井戸ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの整備 
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３-５ プロジェクト全体計画の概算事業費 

３-５-１ 無償資金協力案件の概算事業費 

（１）概算総事業費 

概算総事業費は、表  ３-３１に示すとおりである。 

表  ３-３１ 概算総事業費 

 

カンボジア国南部・中部村落給水計画（井戸掘削案件） 

 
概算総事業費  約 868 百万円 ※ 

 
コンポンチャム州 380 箇所（井戸 380 本） 

費  目 概算事業費（百万円） 

施設 
井戸建設工事、揚水試験、水質分析、ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ建設工事、

ﾊﾝﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ設置工事、鉄分除去装置設置工事、啓蒙用看板設

置工事 
674 

機材 
孔内検層用機材、井戸洗浄用機材、揚水試験機材、水質分

析機材、ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ､ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ､ﾓｰﾀｰﾊﾞｲｸ､ﾋﾞﾃﾞｵｾｯﾄ､ﾌﾟﾛｼﾞｪ

ｸﾀｰｾｯﾄ､ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰｾｯﾄ 
49 

723

実施設計・施工/調達監理・ｿﾌﾄｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 145

※： 概算事業費は即交換公文（E/N）上の供与限度額を示すものではない。 
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（２）カンボジア国側負担経費 

「カ」国側負担経費は、表に示すとおりである。 

表  ３-３２ カンボジア側負担経費 

（単位： US$） 

事業費区分 第 1 期 第 2 期 合計 摘要 

機材損料 － － － 日本側供与済機材

人件費（井戸掘削要員） 23,400 23,400 46,800 9 人 
人件費（品質管理試験要員） 26,000 26,000 52,000 5 人ｘ2 班 
人件費（工程管理要員） 2,600 2,600 5,200 1 人 
人件費（ｿﾌﾄｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ要員） 7,800 7,800 15,600 3 人 
建設用地取得および整地 － － － WSUG 住民参加 
建設用地までの道路整備 － － － WSUG 住民参加 
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ盛土 － － － WSUG 住民参加 
盛土法面植栽 － － － WSUG 住民参加 
鉄分除去装置ﾌｨﾙﾀｰ材料充填 － － － WSUG 住民参加 
流末排水路建設 － － － WSUG 住民参加 
銀行手数料 4,000 4,000 8,000 B/P 開設、A/P 発行

合計（US$） 63,800 63,800 127,600  
合計（円） 7,100,000 7,100,000 14,200,000  

※： 銀行手数料は概算総事業費の 0.05%と想定した。 

（３）積算条件 

本プロジェクトの事業費概算は平成 16 年 10 月末時点の価格および為替レートに基づく。 

１US＄＝111.06 円（平成 16 年 5 月から 10 月末までの 6 ヶ月間の平均） 
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３-５-２ 運営・維持管理費 

本計画におけるハンドポンプ付井戸給水施設 1 箇所当りの年間維持管理費は、スペアパーツの交換、

定期点検、井戸洗浄費、ハンドポンプ更新費等を考慮し、表  ３-３３のように算定した。1 箇所（平均

利用者 210 人）当り、110.8US$で、1 世帯（5 人）当り年間 2.6US$の割当となる。 

表  ３-３３ 給水施設 1 箇所当りの年間維持管理費 

（単位：US$） 

No. 項目 単価 数量 金額 摘要 

1 スペアパーツ交換 20 0.50 10.00 2 年に 1 回 
2 定期点検 PDRD 職員日当 15 0.50 15.00 1 年に 1 回 
3 同上   巡回車両費 25 0.50 25.00 同上 
4 井戸洗浄費 160 0.15 24.00 7 年に 1 回 
5 同上   DRWS 職員日当 15 0.15 2.25 同上 
6 同上   巡回車両費 25 0.15 3.75 同上 
7 ハンドポンプ更新 400 0.07 28.00 15 年に 1 回 
8 同上   DRWS 職員日当 15 0.07 1.05 同上 
9 同上   巡回車両費 25 0.07 1.75 同上 
 合計 110.80  
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３-６ 協力対象事業実施にあたっての留意事項 

（１）雨季中のアクセス 

表  ３-４に示されるように、メモット郡ではアクセスが良好でない村落があるが、これらの村落は

雨季のアクセスが困難であるため、乾季に施工する必要がある。事業実施にあたっては、各村落への

アクセスを十分確認のうえ、乾季・雨季を考慮した綿密な実施工程を策定する必要がある。 

（２）地雷についての留意事項 

カンボジア地雷除去センター（CMAC）に本プロジェクト対象地域における地雷・不発弾に対する

留意事項について情報収集を行ったが、CMAC によれば、不用意に林の中などへ入ることを避け、住

民の日常生活圏内において作業している限り問題はないとのことであった。本プロジェクトの給水施

設は住民の日常生活圏に建設されるため、作業にあたっての危険性はないと判断されるが、生活圏以

外の場所において作業しないよう関係者に周知徹底する必要がある。 

（３）ハンドポンプ調達先 

ハンドポンプは Afridev が「カ」国の標準タイプである。Afridev にはインド製のオリジナル製品お

よびカンボジア製のコピー製品の 2種類が存在するが、コピー製品は品質が悪く故障が多いことから、

Social Fund によるプロジェクトなどで問題となっている。このため、DRWS はオリジナル製品を推奨

しているが、インド製 Afridev の販売代理店が現地にあることから、販売代理店などを通してインド製

のオリジナル製品を調達する必要がある。 

（４）スペアパーツ供給体制の確立 

本プロジェクトでは、必要 低限のハンドポンプの修理工具及びスペアパーツを各 WSUG に対し支

給のうえ、維持管理方法についての訓練を実施する計画である。このため、重故障を除く、一般的な

故障および日常的な点検・整備は、当面 WSUG のケアーテーカーにより対応可能である。しかし、維

持管理の持続性を長期的に考えた場合には、スペアパーツが持続的に供給されることが重要な課題と

なる。 

スペアパーツ販売代理店はプノンペンにあるが、コンポンチャム州には販売代理店およびスペアパ

ーツを取り扱っている小売店はない。とくに、本プロジェクトの対象村落が集中しているメモット郡

は、コンポンチャム市まで約 100km、プノンペン市まで約 250km の距離にあるため、注文のための連

絡方法、輸送方法、価格設定などを確立する必要がある。 

このため、本プロジェクト実施期間中に、スペアパーツ販売代理店、WSUG、DOD、PDRD、DRWS

などの関係者の意見を調整し、持続的なスペアパーツの供給体制を確立する必要がある。 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 

第 4 章 プロジェクトの妥当性の検証 

 



 第４章 プロジェクトの妥当性の検証 

４-１ 

第４章 プロジェクトの妥当性の検証 

４-１ プロジェクトの効果 

「対象地域における安全で安定した水の給水率の向上」というプロジェクト目標に対し、プロジェ

クト実施による効果は、以下のように整理される。 

 住民へ安全で安定した水が供給される。 

 実施機関の井戸掘削技術が向上する。 

 給水施設の持続的な運営・維持管理体制が整備される。 

本プロジェクトの実施により、現状がどのように改善されるかを表  ４-１に示す。 

表  ４-１ 計画実施による効果と計画改善の程度 

現状と問題点 
本件での対策 

（無償資金協力） 
計画の効果・改善程度 

対象地域住民は、飲料水を浅井戸

などの乾季に枯渇しやすく、大腸

菌等に汚染された水に依存して

おり、安全で安定した水を確保す

ることが困難となっている。この

ため、水因性疾患が日常的に蔓延

しているとともに、水汲み労働が

住民の負担となっている。 

・ 115 村落に対する 380 箇所のﾊﾝ

ﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ付深井戸給水施設の建

設 

・ 計画対象人口108,400人に安全

な飲料水が供給される。 
・ 計画対象村落の給水率が 9.5％

から 82.3％に改善される。 
・ 水因性疾患が減少する。 
・ 水汲み労働が軽減される。 

DRWS・民間業者ともに、井戸掘

削に係る物理探査、孔内検層、揚

水試験、水質試験などの調査・試

験技術は未熟であり、必要な資機

材すら十分に保有していない。 

・井戸掘削に係る調査・試験用機

材の調達 
・技術者派遣による調査・試験技

術の移転 

・ DRWS に調査・試験用機材が

配備される。 
・ DRWS要員の技術が向上する。

・ DRWS が民間業者に技術を普

及することにより、「カ」国全

体の井戸掘削技術が向上する。

・対象地域においては、給水施設

の持続的な維持管理体制が整

備されていない。 
・ハンドポンプの維持管理・修理

方法が住民に指導されていな

いため、故障して放置されてい

る既存給水施設がある。 
・安全な水利用についての衛生意

識が低く、大腸菌などにより汚

染された水を直接飲用してい

ることが多い。 

・運営・維持管理に係る住民組織

形成、給水施設の点検・修理方

法の訓練及び衛生教育に係る

活動支援（ソフトコンポーネン

ト） 

・給水施設 380 箇所に WSUG が

設立される。 
・維持管理基金が徴収される。 
・住民自身による給水施設の修

理・点検が可能となる。 
・DRWS・PDRD・DOD による持

続的な維持管理支援体制が整

備される。 
・住民の安全な水の重要性に係る

衛生意識が向上する。 
・給水施設の持続的維持管理が可

能となる。 
給水率は、ハンドポンプ付深井戸給水施設 1 箇所当りの給水人口を 210 人として計算。 
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４-２ 課題・提言 

本プロジェクトの効果が持続的に発現されるために、DRWS が取組むべき主な課題は以下のとおり

である。 

（１）給水施設維持管理に係る包括的支援活動の継続 

給水施設が将来にわたって持続的に維持管理されるためには、WSUG 及び VDC による村落レベル

の自主的な維持管理活動を DOD、PDRD 及び DRWS の行政機関が継続的に支援していく必要がある。 

DRWS は実施機関として、村落レベルの維持管理活動及び DOD・PDRD による支援活動を包括的に

把握し、必要に応じて助言・指導を行っていく必要がある。DRWS が包括的に把握すべき項目は以下

のとおりである。 

♦ WSUG－VDC－DOD－PDRD－DRWS 間の連絡体制 

♦ DOD 及び PDRD によるモニタリング体制 

♦ WSUG 及び PDRD の修理体制・能力 

♦ 代理店よりのハンドポンプスペアパーツ供給体制 

（２）井戸掘削技術の民間セクターへの普及 

井戸掘削に係る物理探査、孔内検層、揚水試験、水質分析などの調査・試験技術は、井戸掘削成功

率を高めることや良好な帯水層を選定して有効に取水するために必要な技術であるが、DRWS および

民間業者ともに資機材すら十分に保有していない状況である。このため、本プロジェクトにおいては、

これら調査・試験用の機材を調達するとともに、DRWS に対する技術移転を実施する。 

国家給水衛生政策に民間部門の給水セクターへの参加促進が掲げられているように、将来的には、

井戸掘削工事において民間部門の果たす役割が大きくなるため、DRWS が、本プロジェクトにより整

備された調査・試験用機材を活用し、民間部門に対して井戸掘削技術を普及・指導することにより、

「カ」国全体の井戸掘削技術の向上を図っていくことが重要である。 
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４-３ プロジェクトの妥当性 

（１）上位計画との整合性 

「カ」国の上位計画は １-１-２章に述べるとおりであるが、CDMGｓでは農村部における持続的で安

全な飲料水の給水率を 2015 年までに 50％にすることを目標に掲げている。一方、本プロジェクトが実

施された場合の対象村落の給水率は、2004 年の 9.5%から目標年次の 2010 年には 82.3％に改善される

ため、妥当である。 

（２）政策との整合性 

2004 年 9 月 17 日に首相承認された改訂版の国家給水衛生政策では、DRWS の役割として、民間セ

クターの参入の及ばない地域において DRWS が国内の地方給水衛生セクターの主導者としての役割を

果たすとともに、段階的な民間セクターの参入促進とそのキャパシティビルディングを担うものとす

る内容が追加された。このため、本プロジェクトの実施により、DRWS の井戸掘削に係る技術を向上

させ、民間セクターに対する技術の普及を図ることは妥当である。 

（３）他ドナー・プロジェクトとの重複 

 １-４章に述べたとおり、コンポンチャム州において現在実施中のプロジェクトは、MIME-WB 地方

都市給水プロジェクト、SEILA プログラム及び Social Fund の 3 プロジェクトであるが、本計画対象村

落との重複はない。また、コンポンチャム州 PDRD が、プロジェクト間の対象村落の調整を行ってい

るため、将来プロジェクトとの重複を回避することが可能であり、妥当である。 

（４）安全な水の困窮度及び緊急性 

対象地域においては、手掘りの浅井戸、川、池などが主な水源であるが、これらの水源は大腸菌な

どにより汚染されているにもかかわらず飲料水として利用されていることから、下痢やチフスなどの

水因性疾患が蔓延している。一方、計画対象 115 村落においては、深井戸などの安全な水源が存在し

ない村落が 93 村落あり、安全な水の給水率は 9.5％と低く、安全な水の困窮度は高い。このため、計

画対象村落における給水状況の改善は急務の課題であり、本プロジェクトの実施は妥当である。 

（５）維持管理の持続性 

2001 年に実施した開発調査のパイロットプロジェクトでは、住民に対して維持管理訓練を実施する

とともに、修理用工具及びスペアパーツを供与したため、住民自身が軽微な故障の修理を行っており、

ハンドポンプ井戸の稼働率は 2004 年時点でも高く、VLOM は十分に機能している。また、パイロット

プロジェクトで維持管理訓練を受けたケアテーカーが、他プロジェクトの井戸の修理を実施した事例

も確認した。よって、住民に維持管理訓練を施せば軽微な故障に対しては VLOM が十分に機能して、

井戸の利用持続性向上に寄与する可能性は十分に高いと判断されるため、プロジェクトの実施は妥当

であると判断される。 
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（６）地下水開発ポテンシャル 

本計画対象地域は、開発調査において水量及び水質の点で地下水開発ポテンシャルが高いことが、

確認された地域である。また、本基本設計調査においても物理探査、水質分析などの自然条件調査を

を実施して、地下水開発ポテンシャルの再確認を行った。この結果、井戸掘削の成功率は 90％と高い

成功率が見込まれるが、成功率の高さはそのまま事業コストの低減に結びつくため、妥当である。 

また、水質の良否は、住民の水利用意欲、給水施設維持管理意欲などに直結するため、水質ポテン

シャルの高さは、維持管理の持続性の観点からも妥当である。 
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４-４ 結論 

本プロジェクトが実施された場合には、安全な水の給水率が大幅に向上する、水因性疾患が減少す

る、DRWS の井戸掘削技術が向上する、給水施設の維持管理体制が整備される、住民の衛生意識が向

上するなどの多大な効果が期待される。また、上位計画との整合性、政策との整合性、他ドナー・プ

ロジェクトとの重複、安全な水の困窮度・緊急性、維持管理の持続性、地下水ポテンシャルなどの点

において、プロジェクト実施の妥当性がある。 

しかし、プロジェクトの効果が持続的に発現するためには、DRWS が以下の課題に主体的に取組ん

でいく必要がある。 

 給水施設維持管理に係る包括的支援活動の継続 

 井戸掘削に係る調査・試験技術の普及 



 
 
 
 
「資  料」 

 
１． 調査団員・氏名 

２． 調査行程 

３． 関係者（面会者）リスト 

４． 当該国の社会経済状況（国別基本情報抜粋） 

５． 討議議事録（M/D）等 

６． 事業事前計画表（基本設計時） 

７． 参考資料／入手資料リスト 

８． その他の資料・情報 

  ８.１ 写真・デジタル画像記録表 



 

 
 
 
 
 
 
 

１． 調査団員・氏名 



- 1 - 

（１）基本設計調査（2004 年 10 月 3 日～2004 年 10 月 31 日） 

No. 氏  名 担  当 所  属 
1 力石 寿朗 総括 独立行政法人国際協力機構 

カンボジア事務所 所長 
2 深澤 晋作 計画管理 独立行政法人国際協力機構 無償資金協力部

業務第一グループ 水・衛生チーム 
3 石田 智 業務主任／給水計画 国際航業株式会社 海外事業部 
4 浮島 久幸 機材計画 国際航業株式会社 
5 藤原 邦夫 水理地質／物理探査 国際航業株式会社 
6 土井 章 社会状況調査／ 

運営維持管理計画 
国際航業株式会社 海外事業部 

7 木原 茂樹 水質／環境 国際航業株式会社 海外事業部 
8 中村 芳治 施工・調達計画 国際航業株式会社 海外事業部 
 

 

（２）基本設計概要説明（2005 年 1 月 31 日～2005 年 2 月 10 日） 

No. 氏  名 担  当 所  属 
1 三次 啓都 総括 独立行政法人国際協力機構 

カンボジア事務所 次長 
2 武市 二郎 計画管理 独立行政法人国際協力機構 

カンボジア事務所 プロジェクト形成アドバイザー 
3 石田 智 業務主任／給水計画 国際航業株式会社 海外事業部 
4 浮島 久幸 機材計画 国際航業株式会社 
8 藤田 洋 施工・調達計画／ 

積算 
国際航業株式会社 海外事業部 

 



 

 
 
 
 
 
 
 

２． 調査行程 
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（１）基本設計調査 

10/3 10/4 10/5 10/6 10/7 10/8 10/9 10/10 10/11 10/12 10/13 10/14 10/15 10/16 10/17 10/18 10/19 10/20 10/21 10/22 10/23 10/24 10/25 10/26 10/27 10/28 10/29 10/30 10/31 11/1

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

総　　括

計画管理

業務主任／給水計画

石田　智

機材計画

浮島　久幸

水理地質／物理探査

藤原　邦夫

社会状況調査／運営維持管

理

土井　章

水質/環境

木原　茂樹

施工・調達計画／積算

中村　芳治

陸路移動、実施機関・上位計画・援助動向調査・給水計画・給水施設設計調査

陸路移動、機材計画調査および実施機関・現地業者・第三国業者の保有機材・人員・体
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カンボジア国 南部 中部村落給水計画　現地調査日程
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タ

ン

ト

官

側

調

査

団

社会状況調査

自然条件調査

陸路移動、プノンペン調達事情・施工計画関連調査

物理探査および地形・水理地質調査　（宿泊地：　コンポンチャム／メモット）

社会状況調査・運営維持管理状況調査　（宿泊地：　コンポンチャム／メモット）
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実

施

機

関

協

議
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陸路移動、対象地域・PDRD現況調査　（宿泊地：コンポンチャム／メモット）

陸路移動、機材計画調査およびPDRD保有機材・人員・体制・能力・実績調査

（宿泊地：　コンポンチャム／メモット）
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（２）基本設計概要説明

1月31日 2月1日 2月2日 2月3日 2月4日 2月5日 2月6日 2月7日 2月8日 2月9日 2月10日 2月11日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

三次　啓都（総括）

武市　二郎

業務主任／給水計画

石田　智

機材計画

浮島　久幸

施工・調達計画／積算

藤田　洋

移動
(TG647
東京

11:00→
ﾊﾞﾝｺｸ
15:30、
TG698ﾊﾞﾝ

ｺｸ
16:30→
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
17:45）

陸路移動
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ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
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(TG640ﾊﾞ

ﾝｺｸ
11:20→
東京

19:00）

ミ
ニ
ッ

ツ
署
名

陸路移動、対象地域・ＰＤＲ
Ｄ現況調査（宿泊地：ｺﾝﾎﾟﾝ

ﾁｬﾑ／ﾒﾓｯﾄ）
資料整理

ミ
ニ
ッ

ツ
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案
）
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明
・
協
議
、

大
使
館
表
敬
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団
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基
本
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Ｒ
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）

日順

資料整理



 

 

 
 
 
 
 
 
 

３． 関係者（面会者）リスト 
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（１）基本設計調査時 
＜カンボジア側＞ 
 
地方開発省：Ministry of Rural Development(MRD) 
Mr. Lu Lay Sreng   Deputy Prime Minister / Minister of MRD 
Mr. Chan Darong   Deputy Director General of Technical Affairs 
 
地方開発省地方給水局：Department of Rural Water Supply(DRWS) 
Dr. Mao Saray   Director 
Mr. Sok Sophally   Deputy Director of Rural Water Supply Department 
Mr.. Touch Seng   Deputy Director of Rural Water Supply Department 
 
地方開発省地方保健局：Department of Rural Health Care(DRHC) 
Dr. Chea Samnang   Director 
 
コンポンチャム州地方開発局：Provincial Department of Rural Development(PDRD) 
Mr. Chea Poly   Director 
Mr. Phoung Min   Deputy Director 
Mr. Lay Chenda   Chief of Water Section 
Mr. Chhem Lang     Deputy Chief Water Supply 
 
メモット郡地方開発局：District of Rural Development of Memot 
Mr. Sam Kim Srea   Director 
 
鉱工業・エネルギー省：Ministry of Industry, Mines and Energy(MIME) 
Mr. Peng Navuth   Director, Department of Potable Water Supply 
 
コンポンチャム州鉱工業・エネルギー省：Ministry of Industry, Mines and Energy(MIME) 
Mr. Tieng Vany    Vice President  
Mr. Ly Cham Thy    Chief of Resource of Mine 
Mr. Penh Chheng Horn   Deputy of Administration 
Mr. Kheng Kim In    Chief of Administration  
Mr. In Vannchan     Deputy of Industry of Fish 
Mr. Sim kiy Chheng   Chief of Accounting 
 
 
＜日本側＞ 
 
日本大使館 
地神 一美   参事官 
惟住 智昭   二等書記官 
 
JICA カンボジア事務所 
力石 寿郎   所長  
武市 二郎   プロジェクト形成アドバイザー 
増田 親弘   所長補佐  
 
 
＜他ドナー、国際機関、NGO＞ 
 
UNICEF 
Mr. Richard Schroeder    
 
Asian Development Bank 
Mr. Sophea Mar   Social Sector Officer, Cambodia Resident Mission 
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Water and Sanitation Program administrated by World Bank 
Mr. Jan-Willem Rosenboom  Country Team Leader 
 
Social Fund 
Mr. Sao Phalla   Supervision Director 
 
Resource Development International 
Mr. Mickey Sampson  Country Director 
 
International Development Enterprise 
Mr. Michel Roberts   Country Director 
 
GRET-Kosan 
Mr. Naulet Frederic    
 
SINCAM Water Technology Co., Ltd. 
Mr. Tith Voeurn   Managing Director 
Mr. Sun Sokhe   Technical Director 
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（２）基本設計概要説明時 
＜カンボジア側＞ 
地方開発省：Ministry of Rural Development (MRD) 
Mr. Lu Lay Sreng   Deputy Prime Minister / Minister of MRD 
Mr. Don Sammuon   Secretary of State 
Mr. Chan Darong   Deputy Director General Technical Affairs 
 
地方開発省地方給水局：Department of Rural Water Supply (DWRS) 
Dr. Mao Saray   Director 
Mr. Seng Eam Hor   
 
コンポンチャム州地方開発局：Provincial Department of Rural Development (PDRD) 
Mr. Lai Chenda   Chief of Water Supply Office 
 
＜日本側＞ 
在カンボジア日本国大使館 
高久 竜太郎   二等書記官 
 
ＪＩＣＡカンボジア事務所 
力石 寿郎   所長 
三次 啓都   次長 
武市 二郎   プロジェクト形成アドバイザー 
家弓 重正   専門家、無償資金協力アドバイザー 



 

 

 
 
 
 
 
 
 

４． 当該国の社会経済状況（国別基本情報抜粋） 
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カンボジア王国         2004 年 12 月  
Kingdom of Cambodia  

 
一般指標  
政体 立憲君主制 *1 首都 プノンペン（Phnom Penh） *2 
元首 国王／ノドロム・シハモニ *1 主要都市名 シアヌークビル、バタンパン、シエムレア *3 
 （2004 年 10 月 29 日即位）  労働力総計 6,600 千人（2002） *4 
独立年月日 1953 年 11 月 9 日 *2 義務教育年数 9 年間 *1 
主要民族/民族名 ｸﾒｰﾙ人 93%、ﾍﾞﾄﾅﾑ人 5%、中国人 1% *1,6 初等教育就学率 87.5%（2001/2002） *4 
主要言語 カンボジア語（クメール語） *1,6 中等教育就学率 15.0%（2001/2002） *4 
宗教 仏教（小乗仏教）95%、イスラム教 3% *1,6 成人非識字率 30.6%（2002） *8 
国連加盟年 1955 年 12 月 14 日 *11 人口密度 74.03 人/ km²（2003） *4 
世銀加盟年 1970 年 7 月 22 日 *5 人口増加率 2.8%（2002） *4 
IMF 加盟年 1969 年 12 月 31 日 *5 平均寿命 平均 58.41（男 55.71 女 61.23）（2003） *6 
国土面積 181.00 千 km² *1 5 歳児未満死亡率 138（2002） *4 
総人口 13,400 千人（2003 年） *6 カロリー供給量 1,967cal/日/人（2001） *7 
      
経済指標  
通貨単位 リエル (Riel) *2 貿易量   
為替レート １US＄＝3984.０（2003 年） *10 商品輸出 2,521 百万ドル (2002) *10
会計年度 Dec. 31 *4 商品輸入 2,912 百万ドル (2002) *10
国家予算   輸入カバー率 ―   

歳入総額 1,712.0 百万ドル （2003） *7 *1 
歳出総額 2,561.0 百万ドル （2003） *7 

主要輸出品目 縫製品、木材、ゴム、魚介類、農作物（大

豆、とうもろこし）  
総合収支 -64 百万ドル （2003) *10 主要輸入品目 石油製品、タバコ、金、建設資材、自動車 *1 
ODA 受理額 486.9 百万ドル （2002） *8 日本への輸出 10,346 百万円（2003） *3 
国 内 総 生 産

（GDP） 4,300 百万ドル （2003)
*4 

日本からの輸入 6,305 百万円（2003） *3 

一人当たりの GNI 310.0 ドル （2003） *4 総国際準備 815.53 百万ドル（2003） *7 
分野別 GDP 農業        35.6%        （2003) *4 対外債務残高 2,165 百万ドル（2003） *4 

 鉱工業      28.0%        （2003） *4 対外債務返済率

（DSR） 0.8%（2002）
*4 

 サービス業   36.4%      (2003) *4 4.7%  （1990-2002 *4 

産業別雇用 農 業    男 7 1 %   女 7 0 %  
（ 2 0 0 0 - 0 2 ）

*4 
インフレ率 

（消費者価格物価

上昇率） 
  

 鉱 工 業      9 %     1 2 %  
（ 2 0 0 0 - 0 2 ）

*4 
*1 

 サービス業 20%  18%   （2000-02） *4 

国家開発計画 第 2 次社会経済開発計画 
Second Socio-Economic Development 
Plan  

実質 GDP 成長率 7.6% （2003） *4    
注） 

*1  各国概況（外務省） 
*2  世界年鑑 2004（共同通信社） 
*3  世界各国経済情報ファイル 2004（世界情報サービス） 
*4  World Development Indicators 2003, 2004 (IBRD) 
*5  IBRD Membership List (IBRD) 
    IMF Members’ Financial Data by Country (IMF) 

*6   World Fact Book 2004 (CIA) 
*7   Key Indicators 2004 (ADB) 
*8   Human Development Report 2004 (UNDP) 
*9   Global Development Finance 2004 (IBRD) 
*10  International Financial Statistics Yearbook 2004 (IMF) 
*11  United Nations Member States (UN) 
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カンボジア王国  
Kingdom of Cambodia 

 
我が国における ODA の実績  *12   (単位：百万ドル) 
項目     暦年 1998 1999 2000 2001 2002 
技術協力 2,781.76 3,199.16 3,704.57 2,942.73 2,754.49 
無償資金協力 2,167.60 2,340.02 2,108.76 1,906.67 1,718.26 
有償資金協力 3,656.54 4,958.58 3,826.78 2,602.64 2,253.17 
総額 8,605.90 10,497.76 9,640.11 7,452.04 6,725.91 

注）ODA 実績については東欧及び卒業国向け援助を除く。 
 

当該国に対する我が国 ODAの実績  *13   (支出純額、単位：百万ドル) 
項目     暦年 1998 1999 2000 2001 2002 
技術協力 23.05 23.25 32.35 40.11 42.65 
無償資金協力 58.35 27.62 65.32 79.89 48.46 
有償資金協力 0 0 1.53 0.21 7.47 
総額 81.40 50.87 99.21 120.21 98.58 

 
OECD 諸国の経済協力実績(2002 年)  
*14 

  (支出純額、単位：百万ドル) 

 贈与(1)  
（無償資金協

力・技術協力） 

有償資金協力

(2) 
政府開発援助

（ODA） 
(1)+(2)=(3) 

その他政府資金

及び民間資金

(4) 

経済協力総額 
(3)+(4) 

二国間援助(a) 
（主要供与国） 

267.5 8.3 275.8 -289.1 -13.3 

1. Japan 91.1 8.3 99.4 2.0 101.40 
2. USA 46.7 - 46.7 -2.3 44.4 
3. UK 13.2 - 13.2 -274.2 -261.0 
4. France 24.6 - 24.6 -6.4 18.2 
5. Germany 18.4 - 18.4 -3.0 15.4 
6. Australia 21.6 - 21.6 - 21.6 
   
多国間援助(b) 
（主要援助機関） 

47.0 155.2 202.2 -10.9 191.3 

1. EC+EU Members 122.9 - 122.9 -283.6 -160.7 
2. IDA 47.3 - 47.3 - 47.3 
   
その他(c) 2.2 20.7 22.9 6.1 29.0 

合計=(a)+(b)+(c) 318.9 184.2 500.9 293.9 207.0 
 

援助受入窓口機関  *15 

技術協力：カンボジア開発評議会 

無償   ：カンボジア開発評議会 

協力隊  ：カンボジア開発評議会 
*12 我が国の政府開発援助 1999, 2000, 2001, 2002 (外務省)、ODA 白書 2002, 2003 (外務省) 
*13 ODA 国別データブック 2002（外務省, 2004） 
*14 Geographical Distribution of Financial Flows (OECD, 2003) 
*15 JICA 資料 



 

 

 
 
 
 
 
 
 

５． 討議議事録（M/D）等 
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６． 事業事前計画表（基本設計時） 
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事業事前計画表（基本設計時） 

 

１．案件名 

カンボジア王国コンポンチャム州飲料水供給計画 

２．要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

・ カンボジア王国（以下「カ」国）では、1970 年から 20 年に及ぶ内戦の後、1993 年に国連カ

ンボジア暫定行政機構のもとで選挙が行われ、連立政権が誕生した。内戦の終結とともに人

口は増加し、2000 年度推定で 1300 万人を超え、人口増加率は 2.5％を記録している。一方

で乳幼児死亡率が約 90 人/1000 人、妊産婦死亡率 47 人/1000 人と非常に高い数値となって

いる。国連人間開発指数(1998)の順位は 173 か国中 130 位、国内総生産(GDP)は 283 ドル

(1998)である。内戦が終結したとはいえ、これらの数字が示しているように、「カ」国は引

き続き、他の ASEAN 諸国の中でも特に遅れた国であるといえる。「カ」国の地方農村村落で

は、国民の 85%(1998)が生活し、これらの地域からの生産物は GDP で約 35.6％(2000)と大き

な割合を占めている。一方、これら農村部では、都市部に比べて安全な水の供給が大幅に不

足しており、都市部と農村部の生活環境の不均衡が生じている。 

・ 「カ」国地方開発省では、農村部における水問題の根本的な解消を目指し、先方実施機関で

ある地方給水局を立ち上げ、UNICEF 等の国際機関の協力のもと、農村部における安全な水

の供給計画を推進しているが、依然として都市部(約 60%)の給水率と比較しても農村部は約

23％と低い状況にとどまっている。 

・ かかる状況の下、我が国では「カ」国政府の要請により、「南部地下水開発計画調査(2001

年)」、「中部地下水開発調査(2002 年)」を実施し、これらの調査結果をふまえ、プノンペン

市周辺地域については 2002 年より、「プノンペン市周辺村落給水計画」として無償資金協力

による地下水開発を実施している。続いて「カ」国は、開発調査が行われた南部・中部地域

7州のうち、未給水人口が 大であるコンポンチャム州村落部における安全な水の安定的な

供給を行うための施設建設および機材調達を目的に我が国に無償資金協力を要請した。 

・ 対象地域のコンポンチャム州東部では、地質的に地下水開発が困難であると報告されてい

る。コンポンチャム州での安全な飲料水の供給率は低く、特に乾季には不衛生な溜まり水を

利用するなど下痢等の水因性疾病の危険にさらされている。本プロジェクトでは対象地域に

おける安全で安定した水の給水率が向上することを目的とするハンドポンプ給水施設を建

設し、それを持続的に活用するための先方実施機関と住民の運営維持管理体制の確立を目的

とする。 

３．プロジェクト全体概要 

（１） プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲および規模） 

コンポンチャム州東部の 115 村落において安全な水が持続的に供給される。 

〔裨益対象：「カ」国コンポンチャム州の 115 村落の住民約 108,431 人（2010 年予測）〕 

 

（２） プロジェクト全体計画の成果 

ア． 115 村落に給水施設が建設される 

イ． 給水施設の持続的な運営維持管理体制が整備される 

ウ． 調査試験用機材および維持管理用機材が調達される 
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（３） プロジェクト全体計画の主要活動 

ア． 給水施設を建設する。 

イ． 井戸掘削技術に係る技術移転および運営維持管理活動に係る技術移転を実施する。 

 

（４） 投入（インプット） 

ア． 日本側（＝本案件）：無償資金協力 8.68 億円 

イ． 「カ」国側 

(ｱ) 用地確保およびアクセス整備 

(ｲ) 必要な人員 

(ｳ) 住民参加 

(ｴ) 施設の運営維持管理 

 

（５） 実施体制 

実施機関： 地方開発省地方給水局（DRWS） 

４．無償資金協力案件の内容 

（１） サイト 

  「カ」国コンポンチャム州東部の 115 村落 

 

（２） 概要 

ア． 井戸掘削工事を含む給水施設の建設 

イ． 井戸掘削に係る調査試験、維持管理に必要な資機材の調達 

ウ． 実施機関への井戸掘削に係る品質管理および工程管理に係る技術向上のための技術移転 

エ． 実施機関への運営維持管理活動および衛生教育活動実施のための技術移転 

オ． 住民に対する運営維持管理普及啓発のためのソフトコンポーネント 

 

（３） 相手国側負担事項 

ア． 機械損料 

イ． 必要人員の人件費 

ウ． 建設用地の確保・整地 

エ． 建設用地までの道路整備 

オ． プラットフォーム盛土と盛土法面植栽 

カ． 鉄分除去装置フィルター材料充填 
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キ． 流末排水路建設 

 

（４） 概算事業費 

  概算事業費 8.82 億円（無償資金協力 8.68 億円、「カ」国側負担 0.14 億円） 

 

（５） 工期 

  詳細設計・入札期間を含め約 34 ヶ月（予定） 

 

（６） 貧困・ジェンダー、環境および社会面への配慮 

本案件は安全な飲料水の持続的供給を目的としたものであり、農村部住民の健康や生活改善に直接

寄与するとともに、貧困解消や女性・子供の水汲み労働の低減につながるものである。 

５．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの） 

• 人口の急激な増加や移動がない。 

• 予見を超えた干ばつや地下水位の低下が発生しない。 

• 政変等の突発事態や治安の悪化が発生しない。 

６．過去の類似案件からの教訓の活用 

特になし。 

 

７．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

（１） プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

コンポンチャム州（東部 4郡対象村落） 

 現状（給水人口） 2010 年（給水人口） 

給水率 約 9.5％（9千人） 約 82.3％（89 千人） 

 

（２） その他の成果指標 

特になし 

 

（３） 評価のタイミング 

2010 年以降（計画目標年） 

 

 

 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 

７． 参考資料・入手資料リスト 
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資料リスト 
 

番号 名  称 
形態 

図書・ビデオ

地図・写真等

ｵﾘｼ゙ ﾅﾙ・

ｺﾋ゚  ー
発行機関 発行年 

1 CAMBODIA MILLENNIUM 
DEVELOPMENT GOLES 
REPORT 2003 

図書 ｺﾋﾟｰ 
 

Ministry of Planning 2003.11

2 NATIONAL POVERTY 
REDUCTION STRATEGY 
2003-2005 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ Council for Social 
Development CDS 

2002.12

3 SECOND FIVE YEAR 
SOCIOECONOMIC 
DEVELOPMENT PLAN 2001-1005

図書 ｺﾋﾟｰ ROYAL GOVERNMENT, 
KINGDOM OF  
CAMBODIA 

2002.7 

4 SECTOR INVESTMENT PLAN 
2003-2012 
RURAL WATER SUPPLY AND 
SANITATION SECTOR(RWSS) 

図書 ｺﾋﾟｰ Ministry of Rural 
Development 

2002.9 

5 ASIAN DEVELOPMENT BANK, 
RURAL WATER SUPPLY & 
SANITATION PROJECT FINAL 
REPORT Volume 2, Core 
Subprojects Appraisal Reports 

図書 ｺﾋﾟｰ BECON in association 
with SAWAC 

2002.8 
 

6 NATIONAL POLICY ON WATER 
SUPPLY AND SANITATION 

図書 ｺﾋﾟｰ Coordinating Committee 
for Development of Water 
Supply and Sanitation 
Sector 

2004.9 

7 Summary Situation Analysis, 
Arsenic Contamination of 
Groundwater in Cambodia 

図書 ｺﾋﾟｰ The 3rd Meeting of 
Arsenic Inspection Sub 
Committee 

2004.10

8 DRINKING WATER QUALITY 
STANDARDS 

図書 ｺﾋﾟｰ Ministry of Industry 
Mines and Energy 

2004.1 

9 Address by Samdech Hun Sen on 
the “Rectangular Strategy” for 
Growth, Employment, Equity and 
Efficiency 

図書 ｺﾋﾟｰ Minutes of Discussion, 
First cabinet meeting of 
the third legislature of the 
National Assembly 

2004.7 

10 National Census of the victims & 
survives of landmines & unexploded 
ordnance in Cambodia 2002 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ Handicap International 
Cambodian Red Cross 

2003.7 

11 Annual Report 2003 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ Cambodia Mine Action 
Centre 

2004 

12 Laboratory for research of 
environmental quality 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ｺﾋﾟｰ Ministry of Environment 
Department of Pollution 
Control 

2004  



 

 

 
 
 
 
 
 
 

８． その他の資料・情報 
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デジタル写真記録表       ※受領日     /   /    
記入者 石田 智           所属 国際航業株式会社          記入日  2005/02/20           写真総数  ５７枚 

国名 
地域名

カンボジア国 事業形態 
(スキーム) 無償資金協力 分野 上水道 著作権の所在 ■ JICA 

□その他( ) 撮影者 国際航業株式会社 

 
写真 
No. 

案件名／登場者名 
実施番号を必ずご記入ください。 

(例：協力隊の担任番号・職種コード、

専門家は派遣番号) 

撮影 
年／月／日 

撮影場所 
(都市名) 

キャプション 
(活動状況、配属先、風景の説明など) 

備考 

    1. サイト周辺インフラ・自然状況  
1-01~1-07 カンボジア国 コンポンチャム州 

飲料水供給計画 
2004/10/12~ 
2004/10/15 

ｺﾝﾎﾟﾝﾁｬﾑ州 サイト主要道路状況、橋・未舗装村落道路状況 
 

 

    2. 現地生活状況  
2-01~2-16 カンボジア国 コンポンチャム州 

飲料水供給計画 
2004/10/07~16 
2005/02/02~03 

ｺﾝﾎﾟﾝﾁｬﾑ州 村落の住居、村落の人々、既存ハンドポンプ井戸、既

存手掘り井戸、洗濯・水汲み、家畜、市場などの様子

 

    3. ドナーによる類似案件の状況  
3-01~3-08 カンボジア国 コンポンチャム州 

飲料水供給計画 
2004/10/08~ 
2004/10/26 

ｳｯﾄﾞﾐｱﾝﾁｪｲ州､ｺﾝ

ﾎﾟﾝｽﾌﾟｰ州､ｺﾝﾎﾟﾝﾁ

ｬﾑ州､ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ市 

Unicef-Seth Koma プロジェクト 
JICA 開発調査､日本国無償資金協力による井戸 

 

    4. 関係機関事務所・機材等  
4-01~4-07 カンボジア国 コンポンチャム州 

飲料水供給計画 
2004/10/04~ 
2004/10/26 

ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ市 DRWS､
ｺﾝﾎﾟﾝﾁｬﾑ州 PDRD 

DRWS 事務所､DRWS 保有機材､PDRD 保有機材  

    5. 関係機関との協議  
5-01~5-06 カンボジア国 コンポンチャム州 

飲料水供給計画 
2004/10/06~08 
2005/02/04~08 

ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ市 
ｺﾝﾎﾟﾝﾁｬﾑ州 

DRWS､MRD､PDRD との協議の様子､ﾐﾆｯﾂ署名の様

子 
 

    6. カンボジア国掘削業者  
6-01~6-07 カンボジア国 コンポンチャム州 

飲料水供給計画 
2004/10/07~ 
2004/10/18 

ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ市 
ｺﾝﾎﾟﾝﾁｬﾑ州 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ国内の掘削業者の保有機材の様子､DRWS の

保有機材を修理する修理業者の様子 
 

    7. 現地調査状況  
7-01~7-06 カンボジア国 コンポンチャム州 

飲料水供給計画 
2004/10/07~ 
2004/10/22 

ｺﾝﾎﾟﾝﾁｬﾑ州 
 

 対象村落での水質調査､社会状況調査の様子  
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